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　リルネやスターシアとともに滅ほろびた街テトリニを旅立ち、俺たちはヴァルハランドの塔とうを目指していた。すべては石にされた街の人を元に戻もどすため。そしてあの黒こく衣えの化け物──メーソンを倒たおすためだ。

　その道中、化け物の影かげを目もく撃げきし、新たな街テスケーラへと足を踏ふみ入れた俺たちは、奇き妙みような体験をした。

　いや、正確には奇妙な体験をしたのは俺だけのようだ。

　それにしても気分が悪い。俺は裂さかれた喉のど元もとと斬きり落とされた手首をさする。もちろんそこは無事のままだ。昨夜の出来事はすべてなかったことになっている。

　だが、恐きよう怖ふまでは消えやしない。あの痛みはひどく生々しい感かん触しよくだった。

　しばらく先までたっぷりとリフレインを楽しめそうだぜ。くそう。




　俺の具合が悪そうだということで、早めに宿に向かうことになった。

　宿は大通りから横道に入って三本目の通り沿い。大おお熊くまの樹じゆ洞うろ亭てい。『昨日』俺たちが泊とまった場所だ。

　同じ部屋を頼たのむと、やはりベッドがふたつ。

　内装までまったく同じだ。

　ここまで来ると、さすがに俺もあれが夢ではなかったのだと思うようになった。

　リルネやスターシアに俺を騙だます理由もない。

　となると……、やっぱり俺は昨夜死んでしまったんだろう。

　……なんで、まだ生きているんだ？

「ねえ、ジン、さっきから様子が変よ」

「どうされたんですか……？」

　ベッドに腰こし掛かけた俺に、リルネとスターシアがそれぞれ問いかけてくる。

　リルネはテトリニの街を含ふくむイルバナ領の領主令れい嬢じようであり、化け物の行方ゆくえを共に追っている仲間だ。銀ぎん髪ぱつの魔ま法ほう使つかいで、アシードというサラマンダーを使し役えきする精せい霊れい使いでもある。実じつ年ねん齢れいは十五歳なのだが彼女は前世の記き憶おくをもっているため合計するとその年ねん齢れいは三十となり、二十五の俺より年上となる。

　勝ち気で口が悪いところもあるが、根は優やさしいやつだ。

　スターシアはそんなリルネに仕える十九歳のメイドで、俺たちのことを様づけで呼び慕したってくれている。左目の眼帯は『魔ま眼がん』を隠かくすために装着しているものだ。首につけられた首輪は彼女が元奴ど隷れいの証あかしであり、何度か外そうかと申し出たのだが、彼女はなぜかそれを気に入ってしまっていた。

　穏おだやかで優しく、親切な女の子だ。その気き遣づかいにはいつだって助けられている。

　大だい丈じよう夫ぶ、ふたりのことは覚えている。頭がおかしくなったわけではないようだ。

　ああ、リルネとスターシアにもだいぶ心配をかけちまったんだな……。

　俺は顔を手で押さえた。

「あのさ、ふたりとも……、笑わないで聞いてくれるか」

「なによ、まず言ってみなさいよ」

　リルネはドンと胸を叩たたく。

　スターシアも真しん剣けんな顔でこくこくとうなずいてくれている。

　俺は口を開いた。

「……どうやら俺、同じ日を繰くり返したみたいなんだ」




　そう語ると、スターシアは口元を押さえて驚おどろいていた。

　まあ、突とつ拍ぴよう子しもないよな、こんな話。

　だが、リルネは神しん妙みような顔で顎あごに手を当て、尋たずねてきた。

「それは、時間軸じくをループしたっていうことよね。ふむ……」

　リルネはなにかを考え込んでいるようだ。

　俺は意外だった。

　彼女は目で見たもの以外は信じないタイプだと思っていた。

「……こんなわけのわからないたわごとを、信じるのか？」

「別に最初から信じているわけじゃないわ。でもあんたは訪おとずれたはずのないこの街の地理を知っていた。宿の場所もね。そこに違い和わ感かんがあったのよ。あんたの言い分が正しければ、説明はつくわ」

　俺は面めん食くらった。

　リルネはそんなところまで、よく見ているもんだな。

「だったら、信じてくれるのか？　俺がループしているってことを」

「信じるか信じないかはあたしが決めるわ。だから、あんたはなにがあったかをありのままに聞かせてちょうだい」

　リルネの横で、スターシアも静かにうなずいている。

「……ああ、そうだな。なにもかも、包み隠さず話すよ」

　俺は彼女たちに、俺が味わった出来事を説明した。

　要よう塞さい都市テスケーラに入ってから、お祭りを見て宿を取ったこと。深夜に火事が発生したこと。リルネとスターシアを置いて、スラム街のほうへと走っていったこと。

　そこで大勢の死体を見て、謎なぞの男に斬り殺されたこと。

　そして、気がつけばきょうの朝に巻き戻っていたこと──。

　語り終えると、リルネはしばらく黙もつ考こうしていた。

「なるほどね。なかなか興味深い話だわ」

　考えるときの癖くせなのだろうか、髪かみをいじっていたリルネは、やがて指を三本立てた。

「今のところ考えられる可能性は、三通りあるわ。スターシア、紙とペンをもらえる？」

「はい、ただいま」

　スターシアはガサガサとバッグの中を探さぐりボールペンとメモ用紙を取り出す。どちらもこの異世界には存在していない。俺が現代で買ってきたものだ。

　リルネはペンを走らせる。それはこの世界の文字なので、俺には読めなかったりする。

「まずひとつは、この街であの黒衣のやつがなにかをしでかしていること。あたしの故郷テトリニを襲おそったのと同じ種類の敵がね。少なくとも、スターシアの未来眼によって何者かがこの街に潜ひそんでいることはわかっているのだから。そして、その『何者か』のせいであんたがループする結果になった」

「でもなんで俺だけが」

「あたしもそうなっているかもしれないわ。たまたま死んだのがあんたというだけで」

　俺とリルネは、黒衣の化け物から主人公メサイアと呼ばれていた。そんな俺たちだけが影えい響きようされるなにかがあると考えるのは、まあ、おかしくはない、のかな……？

　首をひねる俺を見て、リルネは話を進める。

「推理材料が不足しているのは認めるわ。次の可能性は、聖女の力がなんらかの効果を及およぼしているということ」

「……ああ、聖眼ってやつか」

　テスケーラの街を総すべる聖女は、代々特別な力をもっているらしい。怪あやしいと言えばそれも怪しい話だ。

「この街の誰だれかを死の淵ふちから救う力だとかね。この線はなんでもありになっちゃうから、あまり考えていても仕方がないけど」

　最後に、とリルネは三番目の文を書く。

「ジン自身に隠された力がある、という可能性」

　リルネのエメラルドグリーンの瞳ひとみが俺を見つめた。

「……俺の力は、異世界を行き来できる能力だけ、だろ？」

「あと鑑かん定てい能力ね。あんた、どうして自分のことは自分で鑑定できないの？」

「どうしてって言われてもな。鏡を使ってもダメなんだよ」

「能力がひとりにひとつとは限らないわ。あんたは現時点でもふたつあるんだから」

　俺は頰ほおをかく。

「それが事実だとしても、あえてもう一度試ためしてみようという気分にはならないな。次に死んだらおしまいかもしれないしな」

「そうね。少なくともエンディングトリガーで『死の運命を覆くつがえせ』と言われたあたしにその力がないのも事実だわ。三つの可能性はどれも仮説に過ぎないから、あんまり頼たよりにしすぎないでね」

「ああ、でもありがとうな。なにがどうなっているかわからなかったのを、まとめてくれてさ」

　リルネはぱたんとメモ帳を閉じた。

「それじゃあ、行きましょうか」

「ん？　行くって、どこに？」

「あんたが死んだ現場よ」

「おまっ」

　なに平然と言ってやがるんだ、こいつ。

　怖こわいもの知らずか……？

「お前が死んだらどうするんだよ！」

「このテスケーラに入る前に言ったでしょ、あたしは死なないわ。それに少なくともその剣士に後おくれを取るつもりもないわね」

「そんなことを言われたってな……」

　リルネは小さくため息をついて俺を見上げる。

「別に好きで死地に飛び込みたいわけじゃないのよ。あんたが人を殺したと誤解されて殺されたってんなら、そのスラム街の住人たちが殺される前に行けばいいじゃない。事件が起きたのは深夜なんでしょう？」

「それは、そうだが……」

「対人戦においては、あんたなんかよりあたしのほうがよっぽど強いんだから、大丈夫よ。今度はあたしが守ってあげるわ、ジン」

　なんか得意げな顔をしてやがるし……。

　噓うそだろ、本当に戻るのかよ、あそこに。

「……なんでわざわざそんなこと」

「この街でなにが起きているのかを知りたいの。少なくとも街中で何十人も殺されるような事件が起きたんだったら、今のあたしたちにはそれが手がかりのようなものだわ」

　リルネは宙を睨にらんでいた。まるでそこにあの黒こく衣えの化け物がいるかのように。

　といっても俺には昨夜の強きよう烈れつすぎる痛みと、体中から血が失われてゆくような寒さがいまだ鮮せん明めいに残っていた。

　脚あしの震ふるえを隠すように、俺は頭をかく。

「あーもう、気が進まねえな……」

「あ、そ。じゃああたしひとりで行ってくるわ」

「ああもう！」

　俺は髪をガジガジとかきむしった。

「お前はそう言えば俺もついてくると思ってんだろ！　そうだよ！　ご明察だよ！　ええ、ええ、お嬢様は聡そう明めいでいらっしゃいますねえ!?」

「あの命知らずで無む謀ぼうもいいところのジンが、ここまでビビリになるだなんて、ちょっと驚いちゃうわね」

「てめえも誤解で喉のどを搔っ切られてみろってんだ！」




　さすがにスターシアまで連れていくわけにはいかなかったので、彼女には部屋で荷物番をしてもらうことにした。

　俺とリルネは外がい套とうをはおってスラム街のほうへと向かう。腰こしに剣を差す俺と、魔導杖ロツドを手に持ったリルネ。どちらも完全装備だ。

　石いし畳だたみの通りをゆく道すがら、すれ違ちがった人々の中にはリルネの杖を見てギョッと顔色を変える者が何人かいた。少し魔ま法ほうの知識がある者なら、その魔導杖ロツドがどれだけやばいものかひと目でわかるようだ。杖に使われる魔導珠じゆは小こ粒つぶでも魔法の威い力りよくを増ぞう幅ふくさせる。リルネの持つ魔導杖ロツドの先せん端たんに取りつけられている緋ひ色いろの珠たまはこぶし大ほどもあるのだ。この等級にもなると戦ソー術サ級ラー魔導杖ロツドと呼ばれ、主に戦争で使われる兵器クラスの武器になるらしい……。こっわ……。

　一いつ般ぱん人じんの俺からしたら刃物つるぎを持っているやつのほうがよっぽど危険人物に見えるが、この世界では違うようだ。杖のがよっぽど物ぶつ騒そうとはな……。

　杖の先端に袋ふくろをかぶせるように言うと、彼女は「すぐに使えなくなっちゃうじゃないの」と口を尖とがらせながらも従ってくれた。ただでさえお前はその美少女っぷりで目立つんだからさ……。

　途と中ちゆうで街の地図の看板を見つけたので立ち止まる。リルネが読み上げてくれた。

「あたしたちが向かおうとしている場所は、テスケーラ第四区と呼ぶみたいね。貴族街の第一区、商業区域の第二区、そして平民が暮らす第三区。このテスケーラはドーナツ状の三層構造になっているんだって」

「え？　でも第四区があるんだろ？」

「ないのよ」

　リルネは看板を指でなぞる。

「ほら、ここの落書きにあるでしょ、第四区って。正式な名めい称しようではないわ。ま、だからこその第四区なんでしょうね」

　認められていない場所、か。

「……聖女の治める街も、いびつな構造をしているもんだな」

「言っとくけど、口は災いのもとよ。独立祭の最中なのにそんなこと言ったら、つるし上げられても知らないからね」

「ん、わかった、気をつける」

　俺は素す直なおにうなずいた。

　相変わらず通りは人が多い。彼らの波をかき分けながら、俺たちは第四区へと向かう。

　第四区に近づけば近づくほど、人の数は減っていった。代わりに古くて傾かたむいている家屋が増え、妙みような臭においがどこからともなく漂ただよい出す。刺さすような視線もあちこちから感じ始めた。とても居い心ごこ地ちが悪い。

　俺はリルネの耳に囁ささやく。

「なあ、やっぱりここらへん治安が悪いんじゃないか？」

「まあそうでしょうね。スターシアを置いてきたのは正解だったわ」

　ズンズンと先をゆくリルネは、人の目など気にしていないようだった。

「俺とお前って、第四区の住人からはどんな風に見られているんだろうな」

「勘かん違ちがいして社会見学にやってきたいけすかない貴族の娘むすめと、その護衛でしょうね」

「マジかよ！　印象最悪じゃないか!?」

「最悪ってことはないわよ。少なくともいきなり誤解で斬きりかかってくるような連中はいないわ」

　まあ、確かにな……。

　限りなく悪いが、最悪ではない、か……、ってあんまり変わらねえよ！

　すると見覚えのある場所に近づいてきた。あのときは夜だったが、今は昼だ。多少印象が違うけれど、それぐらいじゃ俺の心が負ったトラウマは変わらない。

「ああ……あと少しで広場につくよ。ついちまうよ」

「あんたがミジメに殺された広場ね」

「お前、実は俺の言うこと全然信じてないだろ！」

「さすがにもう信じているわよ。あんたが昔この街に来たことがあって、あたしを騙だまそうとウキウキしているんじゃない限りね」

「それって少し疑っているってことだろ!?　だから俺にヒドイことを言うんだな！」

「うるさいのよ大の大人が、ちょっと殺されたぐらいでビクビクして！」

「それ以上にビクビクすることがあるんだったら教えろよ！　ああ!?」

　リルネの頰をつねろうと手を伸のばすものの、手首を摑つかまれてグググと抵てい抗こうをされた。俺とリルネは至近距きよ離りでにらみ合う。

　くそう、てめえ、男の力を舐なめんなよ……！

　と、俺が少しばかり本気を出そうとしたそのときだ。

「アーッハッハッハ！　そこの男女ふたり！　高そうな杖と剣けんを持っているじゃないかー！　ハッハッハッハー！」

　甲かん高だかい叫さけび声が聞こえて、俺とリルネはぴたりと争うのを止やめた。

　そちらを向くと、広場に向かう道を塞ふさぐようにして、ひとりの少女が立っていた。

　背は低い。年はリルネ（のこの世界の年ねん齢れい）と同じぐらいだろうか。猫ねこのような寝ね癖ぐせがついた茶色い髪かみをもつ、褐かつ色しよく肌はだの女の子だ。やや吊つり気味の目が獲え物ものを狙ねらうような色でこちらを見つめている。

　シャツにショートパンツとラフな格好をしているが、その腰につけている短剣は間ま違ちがいなく本物だろう。

「えっと……」

　なんだろう、こいつは。

　女の子は腰に手を当てながら、俺たちに指を突つきつけてくる。

「命が惜おしければ、その高そうなモンを置いてさっさと去るんだなー！　さもなくば、痛い目を見てもらうよん！」

「すごい、あたしこういうベッタベタな追い剝はぎって初めて見るわ。ちょっと感動ね」

　リルネの目がキラキラしていた。

　いや、お前、身の危険とかさ……。

　まあ、いいか。
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「悪いが、そういうわけにはいかなくてさ。俺たちはこの先に用があるんだ。通してくれないか」

「えっ？　通りたい？　そっちのほうだったのか！」

　アドリブに弱いらしい女の子は困った風に目をきょろきょろさせたあとで、額から一筋の汗あせを流ながしながら、平たい胸をドンと叩たたいた。

「だ、だったら！　アーッハッハッハ！　そこの男女ふたり！　高そうな杖と剣を持っているじゃないか！　ここを通りたかったらそれを置いてってもらおうかー！」

「お、おう。……なんでやり直す必要があった？」

　半眼でうめくが、女の子は聞いていないようだ。

「子どもの遊びに付き合っている暇ひまはねえんだけどな……」

「誰だれが子どもだぁ！　アタシはこの第四区の女王！　そっちが素直に渡わたしてくれないんだったら、ちょっと痛い目を見てもらうしかないかんね！」

　彼女は獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて、ぱちんと指を鳴らす。

　するとその直後、近くの家からわらわらと大勢の子どもたちが集まってきた。それぞれ手に太い棍こん棒ぼうやパチンコ、さらには刃物など危ないものを持っているやつもいやがる。

「げっ、多い！」

「フフン！　貴族は外見がなよっちくてもいい装備をつけていることが多いかんね！　抵抗される前にたたみかけるのがコツ！　油断せず一気にぶちころがすよんー！」

「アシード」

　リルネがくるりと手首を回すと、次の瞬しゆん間かん、そこには一いつ匹ぴきのトカゲが絡からみついていた。

　燃える体表を持ち火を口から噴ふき出す、この世の法則を司つかさどる存在。精せい霊れいサラマンダーだ。

「傷つけない程度に、ぶちころがして」

『無理を言うな。我の爪つめは身を焼き、牙きばは肉を溶とかす。加減などできぬ』

「じゃあでっかくなって」

『……承知した』

　子どもたちはそのトカゲが何者か気づいていない。一気に駆かけ寄ってきて、それぞれの得物を振ふり上げる。それを見たアシードはやれやれとでも言うような態度で、その身を変へん貌ぼうさせた。

　一いつ瞬しゆんだ。ただそれだけで、サラマンダーの姿はまるでドラゴンのごとく膨ふくらんだ。

　通りを圧あつ迫ぱくするほどの巨きよ体たいが、口から火か炎えんを噴き出しながら子どもたちを睨にらみつける。

　子どもたちは凍こおりつき、固まっていた。そうして後ずさりして、少しずつこの場から逃にげ出してゆく。

　アシードの背に立つリルネは腕うで組ぐみしながら、癖毛の少女を指差した。

「で、あんた、誰をぶちころがすって？」

「…………あ、あ……」

　ぱくぱくと口を開閉させる少女は、そのままへなへなとへたり込んだ。

「なにこれ……、反則っしょー……」

　その股こ間かんから漏もれ出た液体が地面を濡ぬらすのを俺は、サラマンダーの尻しつ尾ぽに首根っこを引っかけられて空中をぶらんぶらんと揺ゆれながら、武士の情けで見ないようにした。

　しかし、精霊って便利だな……。




　少女は命いのち乞ごいするよりも先に「漏らしたこと、言わないでよね！　ゼッタイ！」と顔を真っ赤にして涙なみだ目めで詰つめ寄ってきたから、なんだか脱だつ力りよくしてしまった。

　それはリルネも同じだったようで「い、いいから着き替がえてきなさいよね……」と身を引きながらつぶやいていた。

　その口止めになにかひとつだけ言うことを聞いてくれるらしいので、それなら、と俺たちはこの第四区で一番偉えらいやつに御お目め通どおりを頼たのむことにした。

　急いで着替えてきた少女は、俺たちを広場の奥へと連れていってくれる。

「ちゃんとジャッジ使うのよ」

「わかっているよ」

　リルネのささやき声に、俺はうなずく。

　人のプライバシーを覗のぞき見るみたいで、気分はあまりよくない。

　だが、誰かを救えるのなら、俺のモラルが苦しむことなんて安いものだ。

「ジャッジ」

　俺は小声で唱える。






名　前：レニィ

種　族：人族

性　別：女

年ねん　齢れい：14

職　業：シーフ

レベル：23

称しよう　号ごう：針はり猫ねこ団だんの自じ称しよう副団長、針猫団のアイドル

スキル：人族語、短剣技第九位、子守術








　ふむ。針猫団、か。それがこの第四区を取りまとめている一団の名前なのかね。

　レニィはひとつの家屋の前で止まる。こちらを振り返ると、顔を赤くしながらバンバンとドアを叩いた。

　それから似合わない不敵な表情で口元を吊り上げる。

「ククク、ばーかめ！　こんなところまでノコノコとついてきやがってー！」

「へ？」

　バーンとドアを開け放つと、レニィは得意げに拳こぶしを握にぎる。

「よっくもアタシに恥はじをかかせてくれやがったな！　兄ちゃん！　やっちゃってよ！」

　家の中からのそのそと現れたその人物を見て、俺は目を剝むいた。

　浅黒い肌に、腰こしに提さげた二本の短剣。獣けものじみた風ふう貌ぼうをした瘦そう軀くの青年だ。眠ねむたげな眼まな差ざしをした彼は、その目の奥に間違いなく野生の光をたたえていた。

　瞬間、全身から汗が噴き出す。

　──間違いない。俺はこの男に殺された。

　俺は指先の震ふるえを悟さとられないようにして後ろに回し、その男の出方を窺うかがった。というよりは、身が竦すくんで動けなかった。

　リルネも俺の様子がおかしいことに気づいたらしい。杖つえを強く握りしめていた。

　せめてリルネだけは守らなければ。

　そう強く思いを抱いだく俺の前で、男は──。

「レニィ。オレはお前にさ、クライを捜さがしてこいって言ったよな」

「んなことよりこいつが！　アタシを思いっきりコケにしたんだよー！　なあ、兄ちゃん、仇かたきを討うってくれよー！」

　──レニィの頭にゲンコツを落とした。

　俺は呆あつ気けに取られていた。

　レニィもまた、その青年を見上げながら瞳ひとみに涙をためてゆく。

　青年は拳を口元に掲かかげて、仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

「オレはかわいい妹のためなら、できるかぎりのことはしてやりたいと思っている。そこには妹の不始末の尻しり拭ぬぐいをしてやるって意味も含ふくまれているんだが」

「だったらー！」

「ああ。お前が広場前でだれかれ構わずケンカを売りまくってやがるときから、こんな日が来るんだろうなって予感はしていたよ」

　達観した表情の青年は、レニィの髪かみを摑つかむと、そのまま無理矢理頭を下げさせた。

「や、ちょ、なんだよおー！」

「あんたら、うちの妹アホが迷めい惑わくをかけて、すまねえな」

「は、はあ」

　俺は毒気を抜ぬかれた気持ちで立ちすくむ。

　なんか、思っていたのと違ちがうな……。




　青年の名は、ウォード。

　この第四区の自治組織である針猫団の団長を務めている者だという。

　家の中の客間らしきところに通されて、俺たちはソファーに座って向かい合う。

　この場にいるのは、俺とリルネ。それにレニィとウォードだけだ。もっとも物もの陰かげに隠かくれているやつが俺たちを狙ねらっているかもしれないが、そこらへんは俺にはわからない。

　ウォードは足を組んで俺に胡う乱ろんな眼差しを向けていた。

「で、腰にそんなたいそうな剣けんを提さげた騎き士しサマが、オレになんの用だよ」

「剣？」

　俺はふと迅じん剣けんヴァルゴニスを見下ろす。

　これがどうかしたのだろうか。

「この街で騎士剣をもってんのは騎士サマに決まってんだろが。変装するにしたって、もっとマシな格好をしろよな」

「あ……」

　そこでようやく俺は気づいた。

　なんて迂う闊かつだったんだ。そうか、だから俺は騎士と間ま違ちがわれて、このウォードに殺されちまったのか。

　まさか剣で判別されているなんて気づかなかった。次からは気をつけよう……。

　ウォードの後ろに立っていたレニィがフシャーと威い嚇かくしてきた。

「き、騎士ー!?　今度はアタシたちからなにを奪うばおうっていうのよー！」

「いや、俺は」

　違う。両手を振る。

　つっても身分を証明できるものなんてないか……。

　と、そこでこのままじゃ、らちがあかないと思ったのか、リルネが口を開いた。

「彼はあたしの護衛よ。いい剣を渡しているだけで、騎士ではないわ」

「……だったら、あんたは何様だ？」

　ウォードが値ね踏ぶみするように体を前に倒たおし、リルネをじろじろと眺ながめる。

　かたやリルネは背筋を伸のばし、堂々たる態度だ。

「あたしが何者であるかは、今はさして重要ではないわ。大事なのは、あたしたちがあなたにとって有益かどうか」

「外から第四区に入り込んでくる連中が、有益だったためしはねえんだけどな」

　億おつ劫くうそうに首を撫なでるウォード。

　リルネは咳せきばらいをした。

「きょうの夜、騎士団がこの第四区に攻せめ込んでくるという情報を手に入れたわ」

　おい、お前……！

　この場でもうカードを切るのかよ！

　確かに俺がウォードに騎士と間違えて殺されたということは、第四区の住民を殺して回っていたのは騎士団なのだろう。だが俺たちには、どうしてそんなことになってしまったのかわからない。俺は冷や汗あせをかく。

　ウォードの動きがぴたりと止まった。

　その目の奥に、先ほどまでとは違う光が浮うかぶ。まるで威い圧あつするような気配だ。

「……ほう？」

　リルネは目を逸そらさない。

「それがウソかどうかはおいておくとして、だ。あんたたちがオレたちに情報をタレ込む理由なんて、あるのか？」

「この街にはあたしたちが追っている宿敵がいるの。もしかしたらこの件にそいつが絡からんでいるかもしれない」

「……なんもかんも、あやふやだな」

　ウォードは険しい顔で頭かぶりを振った。

「おい、レニィ。お前いつまでそこで突つっ立ってんだ。早くクライを捜してこいよ」

　いつ自分の仇を討ってくれるのかとワクワクしていたレニィは、目を丸くする。

「ええー!?　そんなこと言ったってクライ兄ちゃんどこにいったかわかんないし！」

「いいから行ってこい。見つかるまで晩飯抜きだぞ」

「ひどい！　もう！　ウォード兄ちゃんのバカ！」

　反はん抗こう的な態度を示しながら、ぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませて家を出てゆく。

　その背を見送り、ウォードは頰をかいた。

「あいつはこの第四区でみんなにチヤホヤされて育っちまったからさ。あの年でまだワガママ三ざん昧まいだ。でもガキの面めん倒どうを見ていたり、優やさしいところもあるんさ」

「そういえば子どもを引き連れていたな……」

「オレたちは街の爪つまはじきだ。騎士団から目をつけられているのも知っている。だが、それでも今までは互たがいに干かん渉しようしないようにやってきたはずだ」

　ウォードは腕うでを組む。

「あんたたちの言うことが本当なら警けい戒かいしとかなきゃいけねえ。だが、オレとあんたたちの間にはまだ『信しん頼らい』がない。そうだろ？」

「そうね」

　リルネはうなずいた。

「信じてもらおうだなんて、虫が良すぎる話だわ。でも、あたしたちはなにかをもらおうってわけじゃないのよ」

「……だったらなんのために、忠告しに来たんだ？」

　そこで俺はテーブルにバンッと強く手を叩たたきつけた。

　視線が集まる中、ウォードの目を見て告げる。

「──人を助けに！」

「じゃなくて」

　横っ面をリルネに強く押された。

　え、違うのか……？

「じゃあ、誰だれかの命を救うために！」

「じゃなくて」

　それも違うのか……。じゃあなんなんだよ……。

　しょんぼりする俺の前、リルネは眉まゆ根ねを押さえながら告げる。

「この街でなにが起きているのかを確かめに、よ」

「はあ」

　ウォードは目を丸くさせながら、俺たちふたりを交こう互ごに指差して問いかけてくる。

「お前たちはアレか。ひょっとして貴族の身なりをした大道芸人なのか？　もしかして真剣に取り合わないほうがいいのか。芸を売り込みにきたとかか？」

「違う……」

「……違うわ」




　そんなやり取りもあったが、一応ある程度は用心してくれるようだ。

　ウォードが仲間たちに呼びかけ、第四区の警戒態勢が強まってゆく中。

　──再び、テスケーラに夜が訪おとずれた。




　◇　◆　◇　◆　◇




　第四区には魔ま法ほう灯とうが設置されていないようで、光源はランタンやかがり火の頼たよりない薄うす明あかり程度しかなかった。何者かがひっそりと侵しん入にゆうしてきたところで、これでは気がつかないだろう。第四区の闇やみは濃こい。街灯ひとつない田舎いなかのあぜ道を思い出す暗さだ。

　俺は剣をもったまま、広場全体が見み渡わたせる建物の屋上に立っていた。

　闇から現れるだろう何者かを、じっと見み据すえるように目を凝こらす。

「──なあ、あんた」

　気配もなく後ろに立っている男がいた。俺は弾はじかれたように振ふり返る。

　暗闇に目を光らせるウォードがいた。ここにリルネはいない。俺とウォードのふたりきりだ。見つめられているだけで、じっと汗ばんでしまう。

「な、なんだ？　俺になにか用か？」

「……」

　ウォードはなにも言わず、腰こしに括くくりつけた短剣の柄つかを指で撫でていた。

　……なんとなくだが、リルネと交こう渉しようしていた最中も、ウォードは俺を怪あやしんでいたような気がする。

　あるいは俺がそう思っていることが問題なのかもしれない。

　怪しまれていると思った俺が過か剰じように警戒し、そのことをいぶかしんだウォードがさらに俺を怪しむ。悪あく循じゆん環かんだ。

　なるべくなら平然としていたい。けれど、そいつはどう考えても無理ってもんだろう。まぶたの裏にはまだ、この男の憎ぞう悪おに爛らん々らんと輝かがやく目の光が焼きついているのだから。

　ちなみに鑑かん定ていしてみたウォードの能力はこんなところだ。






名　前：ウォード

種　族：人族

性　別：男

年ねん　齢れい：17

職　業：スラッシャー

レベル：83

称しよう　号ごう：針はり猫ねこ団だん団長、第四区の若き王、妹思い

スキル：人族語、短剣技第五位、剣技第六位

固　有：猫の足








　レベル83のウォードはレベル[image: ]のリルネに比べればほど遠いが、それでも俺を瞬しゆん殺さつするだけの力はあるのだろう。実際、俺はウォードの攻こう撃げきを避よけることすらできなかったからな。

　ウォードは感情の見えない声で尋たずねてきた。

「どこかで会ったことがあるかい？」

「……いや、初対面のはずだ」

「だったらどうしてそんなにビクビクしていやがるってんだ。ねぐらんときでもそうさ」

　ウォードは髪かみをかき上げた。

「第四区の連中を前にするのが初めてだからって、そういう態度はよくねえぜ。信頼が生まれねえ」

「……そうじゃないんだ。そういうわけじゃ」

　なんて言えばいいのか。考えながら口を開く。

「実は、夢を見て、さ」

「夢だって？」

「ああ、お前とよく似た顔の男に殺されちまう夢だ。喉のどを裂さかれ、手首を斬きり落とされた。寝ね覚ざめは悪かったが、それだけだった。けれど、ここに来たときに驚おどろいた。夢の中に現れた男が、俺の目の前にいたんだからな……」

「なんだそりゃ」

　ウォードは眉根を寄せた。

「噓うそをつくにしたって、もうちょっとマシななんかがあるだろうよ」

「……本当のことだ」

　俺は念を押すように言う。実際にあった出来事だからな。

「はいはい、だったらそういうことにしといてやるよ。ま、オレだってまっとうに生きて暮らしてきたわけじゃねえからな。買った怨うらみの十や二十はあるだろうよ」

　ウォードはそう言って回れ右をした。俺のことを確かく認にんしに来ただけだったのだろう。その背に声をかける。

「なあウォード」

「あん？」

　呼び止めると、面倒くさそうな顔で振り返ってきた。

　俺はためらいながら、尋ねる。

「……もし戦いになったら、勝てると思うか？」

　ぽりぽりと鼻の頭をかくウォード。

「オレたちゃ針猫団だ。首根っこ摑つかもうとしてくるやつらには、背中の針を突き立ててやる。今までだってずっとそうして、縄なわ張ばりを守ってきた。やることは変わんねえ。あんまりオレたちをナメんなよ、オッサン」

　針猫団の団長はそれだけを言って、再び暗闇に消えていった。

　なんだか、ドッと疲つかれた気がする。

　俺はその場にしゃがみ込んで、大きなため息をついた。

　信頼、か……。

　重い言葉だ。




　ひとりで広場の見張りを続けながら、俺はさらに考え込んでいた。

　そもそも、まだ相手が騎き士し団だんと決まったわけではない。

　騎士団と勘かん違ちがいされた俺が襲おそわれて殺されたのは間ま違ちがいない。だが、なにものかが騎士団に偽ぎ装そうして第四区を襲しゆう撃げきした可能性は考えられる。

　むしろ、あの黒こく衣えの男が現れてくれれば、それが一番手っ取り早いのだが……。

　どうも異世界にいると、時間の感覚を気にせずに生きてしまう。何時に騒そう動どうが起きるのか、今回からはちゃんと覚えておこう。俺は手元の時計に目を落とした。

　……もちろん、このループで終わらせるつもりだけどさ。

　時刻は夜の七時を回っている。

　せめて星が出ていれば、もう少し明るかったろうが。

「ジン」

「ん」

　前からやってきたリルネが俺になにかを放ほうり投げてきた。包み紙を剝むくと、中にはパンが入っている。

「今のうちに食べておきなさいな」

「ああ、サンキュ」

　歯を立ててかぶりつくと、パンは固かった。パサパサで、風味もほとんどない。

「あんまりおいしくないでしょ」

「……いや、別に、そんなことは」

「いいのよ、イルバナパンに比べたら、こんなもんらしいし。シアのご飯が恋こいしいわね」

「そうだな。宿で心配しているだろうし、早く帰って安心させてやりたいな」

「あたしたちが帰るまでご飯を食べないで待っているかもしれないしね」

　忠誠心の高いスターシアなら、十分にあり得る。

「ああいうスタイルのいい子ってたぶん胸から瘦やせちゃうのよ。ね、シアの胸が瘦せたらあんたはたいそうがっかりするでしょう？」

「別に俺は胸のサイズでスターシアを選んだわけじゃねえよ……」

　リルネはどうだかという目をしている。いつから俺は巨きよ乳にゆう好きキャラになったんだ。

　俺のそばの壁かべに背中を預けたリルネは、そこで少し声のトーンを低くした。

「第四区の暮らしを見て回ってきたんだけど、まあひどいもんね」

「ん、……そうか」

「聖女とやらは、この街の人を救うって言うんだったら、まずここを救ってみなさいってのよ。父様だったらもっと早くなんとかしてくれているはずよ」

「……そうかもな」

　俺はのっそりとパンを咀そ嚼しやくする。

　クルスはリルネを守って石になった。彼は家族の仇かたきを討うつために刺し客かくを討とう伐ばつしたり、自ら率そつ先せんして行動するタイプの領主だったからな。ああいう人のほうが珍めずらしいのだろう。

　途と切ぎれがちな会話を気にしてか、リルネが俺の顔を覗のぞきこんできた。

「緊きん張ちようしている？」

「……まあな」

　死ぬかもしれないんだ。

　そりゃこわいよ。

　リルネを助けたときは無我夢中だったから、こわいと感じる暇ひまもなかった。けれど今は違ちがう。死の体験を味わわされたあとにその時間を待っているのは、正直嫌いやな気分だ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしがいるでしょ。この煌フレ炎アマ師スターがね」

　肩かたをぽんと叩たたかれた。リルネは快活に笑っている。たぶん、俺を安心させようとしてくれているんだ。

　その心こころ遣づかいに報むくいることができない俺は、情けない気分でいっぱいだった。

「もっと真面目まじめに剣けんの修しゆ業ぎようをしておくんだった」

「人はそんな急には強くなれないでしょ」

「……ま、だったとしても、な」

　やるだけのことはやっておきたかったな。

　その直後、「火事だー！」という叫さけび声があがった。

　俺とリルネは顔を見合わす。

「始まったか？」

「かもしれないわ」

　そもそも俺が昨夜（と便べん宜ぎ上じようは呼んでおこう）の異変に気づいたのは、宿の窓から火が見えたからだ。

　これがその発ほつ端たんである可能性は高い。

　広場から若い男たちが次々と出火場所へと飛び出してゆく。

　俺たちはどうするべきか。

　一いつ緒しよにいったほうがいいだろうか。

「もう少し様子を見ましょう」

　焦あせる俺に対し、リルネは冷静に言い放った。

「騎士の仕し業わざだと特定できるまでここを動かないほうがいいわ。殺さつ戮りくはこの広場で行なわれていたんでしょう？」

「……そうか、そうだな」

　俺は拳こぶしを握にぎり締しめる。

　今は待とう。




　十分後、火の手はさらに勢いを増していた。

　それだけではない。別の場所からも火が立ち上っていたのだ。

　不始末が原因の火とは、もう考えられない。

　これは明らかな放火だ。

　このままでは第四区そのものが火に包まれると判断し、ウォードやレニィたちも火の始末に回ったらしい。

　この広場に待機しているのは、俺やリルネの他ほかには、子どもや年寄りばかりだ。

　敵がなにかを仕し掛かけてくるのなら、絶好の機会だろう。

　俺は歯を食いしばって耐たえていた。あの火の下には傷ついているものがいる。命が奪うばわれたものたちもいるのだ。そんな状況を前に、どうして俺は広場なんかで待っているんだろう。なにかもっと他にできることがあるんじゃないか、と。

　リルネはぽつりとつぶやいた。

「……でも、おかしいわね。あの黒衣の化け物の仕業だとしたら、ちょっと回りくどくないかしら」

「……それは俺も思った」

　テトリニの街に現れたメーソンは、目もく撃げき者しやなど関係なく、街そのものを破は壊かいし尽つくした。住人のすべてを石化させてから、その後に悠ゆう々ゆうとリルネを襲いに来たのだ。

　今回の事件はあれに比べると、明らかにスケールが小さい。

　あるいは本当の目的がなにかあって、そこに至るまでの布石なのだろうか。

「黒衣の化け物はこの一件にはまるで関係がなくて、人と人との争い、なのかもしれないわね。だとしたら、あたしたちがかかわる意味って」

「……意味は、ある」

　リルネが驚いたように俺を見た。

　俺は苦しい胸の奥から絞しぼり出すようにして、言う。

「死ぬはずだった人が助けられるなら、きっと意味はあるはずだ」

　リルネはため息をついた。

「あんたはそういうやつだってわかっていたけれど、この先、立ち寄るすべての街の面めん倒どうを見るつもり？」

「……」

「キリがないわよ。あんたは神様じゃないんだから。無理をしすぎたらどこかで死んじゃうわ。それがきょうではないとしても、いつか必ず」

　……きっとそうなんだろう。リルネの言うとおりだ。

　だがそれでも俺は、名前を聞いたやつぐらいは救ってやりたいと思う。

　センチメンタルな無む駄だ話ばなしはそこまでだった。

「見て、ジン」

　リルネが指差す方向に、おかしな一団が見えた。

　広場に侵しん入にゆうしてきた彼らは、全身を藍あい色いろの外がい套とうで覆おおっている。明らかに怪あやしい。その上彼らは腰こしに疑いようもなく剣を帯びていた。

「あれは、騎士団か!?」

「恐おそらくね」

　見るものが見ればひと目でわかるような、ずさんな変装だ。この襲撃自体が、入念な計画の上に立てられたものではなかったのかもしれない。

　一団は広場に押し入ってきた。その中のひとりが近くにいた子どもに剣を向ける。

　まさかあいつら、あんな小さな子まで──。

　俺は屋上から身を乗り出した。階段を下りている暇はない。

　飛び降りようとした俺の横を、銀色の影かげが風のように躍おどり出た。

「砲スプリ水ツトウ砲オーター！」

　リルネが空中で放った魔ま法ほうは、巨きよ大だいな水の塊かたまりを発射するものだった。

　水魔法は凄すさまじい勢いで今まさに剣を振ふり下ろそうとしていた騎士にぶち当たり、その体をまるでゴム鞠まりのようにはね飛ばした。

　騎士たちはこちらを見て騒さわぎ出す。

　リルネは華か麗れいに地面に着地すると、手のひらを騎士たちに向けながら叫んだ。

「あんたたちが何者か知らないけど、ここはあたしたちの住む場所よ！　土足で踏ふみにじらないでもらおうかしら！」

　その言葉は、自分たちが第四区の住人であることを意味していた。

　あいつらが先に剣を向けてきたんだ。だったらこれは正当防衛だろう。

　俺もまた、屋上からなんとか広場に飛び降りた。リルネの横に並ぶ。

　騎士団の連中たちは一いつ斉せいに剣を抜ぬいた。

　どうやら俺たちを排はい除じよするべき敵だと認めたようだ。

　なんつったってあいつらは、年とし端はもいかないような子どもを斬きり殺そうとしていたやつらだ。話なんて通じないだろう。

　時計を見た。今は七時半ちょうどだ。

　俺はリルネの耳元に囁ささやく。

「リルネ、あいつらが斬りかかってきたら、俺がなんとか相手をする。その間にお前は魔法を唱えて、あいつらを殺さないように無力化してくれ」

「殺さないでどうするのよ」

「情報が聞き出せるだろ」

　それならばひとりだけを生かしておけばいい。

　俺は気づいていたが、しかしリルネもそれを指し摘てきはしてこなかった。

「まあいいわ、ただし──」

　リルネは手のひらをくるりと回して、騎き士したちを見み据すえながら口を開いた。

「あんたの助けはいらないわね」

　次の瞬しゆん間かんだ。リルネは次々と水の塊を射出した。

　リルネの水魔法は第六位。第三位の炎ほのお魔法に比べれば決して得意な属性ではないだろうが、それでも騎士たちを圧あつ倒とうしていた。

　外套をかぶった騎士は合計で八人。その誰だれもが水魔法の弾だん幕まくを前に、リルネに近づくことすらできない。

　強い。リルネってこんなに強かったのか……。

　やがて叩きのめされた騎士たちは、広場に転がった。

「ま、こんなもんね」

　銀ぎん髪ぱつをなびかせるリルネは、スッキリとした顔だった。

　家に隠かくれていた第四区の住人たちも、騎士を倒たおしたリルネを見て嬉うれしそうだ。一いち躍やくヒーローだな、あいつ。

　魔法使いのお姉ちゃん、魔法使いのお姉ちゃん、とさっき助けた子どもも駆かけ寄ってきた。リルネは少し照れたような顔をしている。

　住人たちがそれぞれ手に縄なわや布を持ってやってきた。そうして騎士たちを次々と縛しばってゆく。さすがというかなんというか、みんな手て際ぎわがいい。針猫団の指導かね。

　さて、俺もジャッジでひとりひとりの名前を確かく認にんしておこう。なにかの役に立つかもしれないしな。

　騎士のステータスはあまり高くない。スキルは皆みな、剣技第八位だ。第八位になれれば騎士団に入団できるのか。

　地面に転がした騎士を見下ろしながら、リルネが杖つえで自らの肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「じゃあひとりひとり、尋じん問もんしていく？　なんでこんなことをしたのか、って」

「俺はそういうのあんまり得意じゃないな……」

「あたしだってやったことないわよ。みんなに任せたほうがいいかもしれないわね」

「それでもいい気がしてきた」
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　どっちみち、危機は去ったのだ。

　あとは火事をなんとかすれば、俺たちの仕事は終わりだ。

　リルネの水魔法なら、火勢だってすぐに収まるだろう。

「改めて見直したよ。お前、本当にすごいんだなー……」

「そりゃあ一流の魔法使いだからね。惚ほれ直した？」

　えっへんとリルネは冗じよう談だんめいた言葉とともに、胸を張る。いつもは生意気なその顔も、きょうはなんだかすごく魅み力りよく的てきに見える。

　俺はリルネの下にかしずいた。

「お嬢じよう様さまには心底感服いたしました。この辻つじ道みち尽じん、一生ついてゆく所存です」

「ちょ、ちょっとやめてよね、そういうの恥はずかしいってば」

　リルネは慌あわてて手を振った。その赤い顔はとてもかわいらしかった。口に出すと恥ずかしいから言わないでおこう。

　和なごやかな祝勝ムードに包まれているその最中だった。

　ざっ、ざっ、と土をこそぐような音が広場の入口のほうから聞こえてきた。

　それは少しずつ大きくなってくる。

　目を向けた誰かが叫さけぶ。人ひと垣がきの向こうに、その男が立っていた。

　鋼鉄の鎧よろいに身を包んだ壮そう年ねんの男性だ。後ろに撫なでつけた髪かみにはわずかな白髪しらがが交じっている。

　だがなによりも目を引くのは、背負っている巨大な剣けん。子どもの身長ほどもありそうだ。彼自身が大おお柄がらだからなおさら目立つ。

　なんだか、彼の周囲だけ空気が凍こおりついているような気がする。

　他ほかの者たちとは違ちがい藍色の外套を身にまとっていなくとも、彼が騎士なのは明らかだが、しかし、なんなんだこの威い圧あつ感かんは……。

「聖女の騎士だ」

　誰かがつぶやいた。

　聖女の騎士……？

　あ、こいつ聖女と一いつ緒しよにパレードをしていたやつか？　初日に見たな。

「なぜグロリアスがここに……」

「第四区になんの用だ……？」

　グロリアスと呼ばれた男は、まるで石像のような仏ぶつ頂ちよう面づらで俺たちに声をかけてきた。

「この中に、針はり猫ねこ団だん団長ウォード、並びに副団長クライは居るか？」

　岩をこすりあわせたような重じゆう厚こうな声だった。

　俺を含ふくめ、みんなは首を振った。

　ウォードは火事を鎮しずめにいって、クライってやつは居場所が知れない。レニィが今捜さがしているんだったっけか。

「左様か」

　戸と惑まどうような俺たちの反応を前に、グロリアスは剣を抜いた。

　白銀の剣が鈍にぶく輝かがやく。それがあまりにも自然な所作だったため、俺たちは誰も反応ができなかった。

「──ならば、我が宿命を果たそう」

　振り上げた剣をグロリアスは地面に叩きつける。

　閃せん光こうが走った。




　カッと瞬またたいた光が収まった時、俺とリルネはありえない光景を目まの当たりにした。

　グロリアスの近くに今まで立っていた住人たちが、子どもも含めて、その場に斬り砕くだかれていたのだ。

　その誰もが死んでいるのだとひと目でわかる。真っ赤なジャムが撒まき散らされたかのような有り様だった。

　これは──。

　同じだ。

　俺が見た広場の光景と。

　血の臭においが充じゆう満まんした、あの地じ獄ごくのような場所と──。

「皆、爆はぜるがよい」

　グロリアスは俺たちを光のない蒼あおい目で見つめながら、そう宣告してきたのであった。




　揺ゆれるかがり火と遠くの火事に照らされた、薄うす闇やみの中の広場。空には月もなく、辺りには風もなく、ただ生ぬるい湿しめった空気が肌はだを撫でる。

　ここにはうろたえる住人たちがいて、俺とリルネがいて、そして俺たちの前にはたくさんの死体が転がっていた。

　身の丈たけ二メートル近い大男。そいつが繰くり出した剣の一ひと振ふりで、大人も子どももみんな殺されたのだ。

　鼻を突つく鉄のような臭い。この広場に途と端たんに蔓まん延えんした死の臭いは、この異世界に来るまで、めったに嗅かぐことはなかったものだ。

　自分の感覚が麻ま痺ひしているのがわかる。

　現代日本で人が死ねば手厚く弔とむらわれ、親しん戚せき縁えん者じや一同が両手を合わせ、その人が生きた証あかしは綿々と紡つむがれてゆく。それが当たり前だ。

　だが、ここでは違う。

　人が死ぬということが、日常のすぐそばにあるんだ。

　俺の目の前には、たくさんの人が血を流して倒れている。

　道路の端はしで息絶える羽虫のように地面に突っ伏ぷして。

　息が苦しい。

　誰かを救おうと思って、誰かの役に立ちたいと思っていても、すべて無む駄だだ。人が死ぬのはこんなにもあっけないのだ。

　つらい、苦しい。

　俺は手のひらで顔を押さえた。今というこの状じよう況きように心が押しつぶされそうになる中、俺は岩のようにそびえる巨きよ大だいな騎き士しを見やる。

　くすんだ金きん髪ぱつと、そこに交じる白髪。顔に刻まれたシワは深く、その目の色は蒼。こんなところで出会わなければ、賢けん者じやのような印象を受けただろう。

　だがそいつは血まみれの大剣を片手に、鋼鉄の鎧を身にまとっていた。

　俺は小さく口を開く。

「なんなんだよ、お前は……」

　男はなにも答えない。

　明らかに身なりの違う俺とリルネを見ても、眉まゆひとつ動かすことはない。

　恐おそらく、眉ひとつ動かさずに俺たちを始末するのだろう。

　子どもたちを斬きり殺したように。

　そんなこと──やらせて、たまるかよ。

　俺は腹に力を入れる。

　この男を相手にして無事に済むとは思えない。

　まずはここを逃にげ出すことだ。倒そうだなんて考えちゃだめだ。みっともなくてもいい、生きるんだ。

　小さく「ジャッジ」とつぶやく。

　──だが、ステータスは俺の視界には表示されなかった。

　このスキルがまったく効かない相手……？

　そんなやつ、いるのか……!?

　メーソンのときは表示が出ても、そのほとんどは不明だった。グロリアスはそもそも表示すら出ない。どういう違いがあるんだ。

　いや、今はそんなことよりも。

　グロリアスが一歩踏ふみ込んできた。

　俺は身をかがめて足を肩かた幅はばに開く。

　見たところ、グロリアスは構えらしい構えを取っていない。無防備だ。よほど鎧の防ぼう御ぎよ力りよくが高いのか。だが、俺の迅じん剣けんならば貫つらぬけるだろう。

「アシード！」

　リルネの肩に一いつ匹ぴきの蜥蜴とかげが顕けん現げんする。

　水みず魔ま法ほうを使わず、即そく座ざにアシードを出したということは、相手の力量がただの騎士と同等ではないとリルネも気づいているのだ。

　リルネは後ろに飛び退のきながら、その腕うでからアシードを放つ。

「叩きのめして！」

　蜥蜴は空中で翻ひるがえると燃え上がって炎ほのおへと変化した。

『手加減はできんぞ！』

　リルネが時間を稼かせいでくれている、今のうちに──！

「お前たち！　早く逃げろ！」

　俺は振ふり返り叫ぶ。

　後ろで固まっていた人たちはその叫びでハッとして我に返ったようだ。それぞれ別々の方へと走り出して──。

　それぞれ悲鳴をあげた。

　まるで後ろから斬りつけられたかのように背中が引き裂さかれ、血が飛んだ。彼らは数歩走っては、そのたびに倒たおれてゆく。

　なんだこれは。いったいなにが起こっているんだ。

「蜥蜴バーン──！」

　そこで叫び声があがり、俺は再び振り返る。

　空中から振り下ろされる炎の槌を見み据すえ、グロリアスは剣を構えた。

　それでも俺はまだどこか期待していたのだろう。リルネならばあいつを倒せると。先ほどの騎士を一いつ蹴しゆうしたリルネが、そう簡単に負けるはずがない、と。

「──槌スト炎ライク！」

　リルネの渾こん身しんの炎ほのお魔法が繰り出される。それに合わせてグロリアスは剣を振り上げた。

　なにかが断たち切られた音がした。水を裂くような、空を斬るような。そんなバシュンという破は裂れつ音おんだ。

　リルネの魔法は最後まで発動せず、地面をなにかが転がる。

　傷ついたアシードだった。

「えっ？」

　リルネが目を剝むく。

　グロリアスは炎を斬ったのだ。

「うそ──いやっ!?」

　それとともに、リルネの右腕が燃え上がる。アシードがやられたからリルネも反動のダメージを受けたのだろうか。彼女はつらそうに顔をしかめた。

　グロリアスは再び剣を振るう。その瞬しゆん間かん、背後から悲鳴が飛んだ。

　あいつ……、あの距きよ離りから遠くの人を斬っているのか……!?

　誰だれも逃のがさないつもりなのか。

　目の前にいる俺とリルネのことなんて、どうでもいいっていうのか。

　凄すさまじいほどの実力の差を感じる。

　勝てるだとか、勝てないだとか、逃げられるだとか、逃げられないだとか、そんな葛かつ藤とうがすべて無意味だったことに俺は気づいてしまった。

　俺たちの命運は最初から、この男の手のひらの上だったのだ。

　グロリアスは俺たちを見ていない。その光のない瞳ひとみは、違ちがうなにかを見据えていた。

　弾はじかれたように、俺はグロリアスへと駆かけ出した。

「だめだリルネ！　逃げろ！」

「ジンっ！」

　グロリアスの巨きよ体たいを見据えながら踏み込む。

　せめてリルネだけは無事に帰さないと──。

　剣は抜ぬかない。抜いたところでなにもできる気がしなかった。撃うち出すのは俺の必ひつ殺さつ技わざ、あのメーソンを撃げき退たいした『トリガーインパクト』だ。

　握にぎった拳こぶしの先が熱くなる。力はこの手の中にある。もし一撃を叩たたき込むことができれば、俺にだって──。

　そう思った次の瞬間、俺の目の前が真っ暗になった。

　え？

　遅おくれて、生きながら焼かれるような痛みが左腕に襲おそいかかる。

　なんだこれ。

　左腕を熱した油の中に突っ込んだみたいな痛みだ。

　痛い。

　目も耳もなにも感じなくなった。あまりの痛みを浴びて、脳がオーバーフローを起こしているのだ。

　なんだこれ、なんだこれ。

　なんでこんなことになっちまったんだ。

　この広場に来たからか？

　針猫団とかかわっちまったからか？

　それとも、こんな異世界に来たからか──。

　ダメだ、もう、痛くてたまらない。

　一秒でも早く気を失いたい。そうでなければ、正気を保つことはできない。

「ああああああああああああああああああああ！」

　俺は自分が叫さけび声をあげていることすらわからず、地面をのたうち回る。

　なにもかもが真っ暗な中。

「ジン！　ジン！」と必死に呼びかけてくるリルネの声だけがやけにクリアに聞こえてきた。

　どうしてこんなことになっちまったんだ。
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　そして──。

　目が覚めた俺は再びきょうの朝に戻もどっているのかと思ったが──。

　違った。

　ここは冷たい石の上だった。

「……？」

　異い臭しゆうがする。不潔で不衛生な環かん境きようだ。目の端を嫌いやなものが横切って、俺はびくりと震ふるえた。なんなんだここは……。

　ゆっくりと身を起こそうとして、俺はあるべきものがそこにないことに気がついた。

　左腕がない。

「え、あ……」

　肩かたには包帯が巻かれていて、それも血でべっとりと濡ぬれていた。

　気づけば遅れて灼やけるような痛みが俺を襲った。

　痛い。少しでも動くとまた余計に痛い。俺はうずくまって涙なみだをこらえる。

　左腕はどこにいってしまったんだろう。こんなに血を流して、俺の命はそう長くないのか……？　回復魔法とか、そんな便利なものがあるんだっけか、この世界には……。リルネが以前に言っていたことを思い出す。外傷を治す程度の回復魔法しかないんじゃなかったかな……。だったら、腕を生やすことなんて、とてもじゃないが無理だ……。

　体は寒く、辺りは妙みように暗い。

　目を細めると、視線の先には複数伸のびる棒が行く手を遮さえぎっていて……、ああ、ここは牢ろう屋やなのか……。

　檻おりの奥、机の上でランプの火が揺ゆれている。なのになんでこんなに暗く感じるんだろう……。俺の目がおかしくなっているのか……？

　耳も遠い。外部のセンサーがすべて故障して、その代わりに左肩の痛みが内側から俺を突つき破ろうと暴れているようだった。

　あまりの痛みに、なにも考えられない。

　剣がなくなっていることや、あのあとに広場のみんなやウォードたちがどうなったかも、少しだけ思い出して泡あわのように弾はじけて消えた。

　俺が体の痛みを必死に耐たえていると、檻の向こうに人の気配があることに気づいた。いったい誰だろう。

　ああ、ここが牢なんだから、俺をここに連れてきたやつか。

　そう思うと、急に頭の中の回路が繫つながった。

　俺が意識を失う直前の出来事がフラッシュバックする。そうだ。

　あのグロリアスに左腕を斬きり落とされたのだ。

　それで俺は意識を失って……。

　違う、ええと、もっと大事なことがあったはずだ。

　痛みを味わいながらぼんやりとしていると、少しずつ視界の焦しよう点てんが定まってきた。

　檻の向こう側で人がなにやら動いている。男がふたりか。なにかを見下ろしている。椅い子すに誰かが座っていた。

　瞬間、音が戻った。

「もう、やめて……、いたいの、いやだよぉ……」

　か細い声。俺は男の隙すき間まから、椅子に座らされている銀ぎん髪ぱつの少女を見た。

　両手両足を縛しばられた下着姿の彼女は、体中を血で汚よごし、さめざめと涙を流していた。

　男たちが言う。

「チッ……、呪じゆ文もんの集中ができなくなるようにって投薬したら、このザマだ。泣いてばかりで話なんてできないじゃないか。なあ、バリトン」

「娘むすめより若い女を拷ごう問もんだなんて嫌な仕事だ。とっとと終わらせてしまおう、ジャッカス」

　目の周りを涙で腫はらした少女は椅子に縛りつけられている。彼女の両手には一本の爪つめも残っていなかった。

　指先から血を滴したたらせて、彼女は泣いていた。

「あたし……、なにも、しらない……、しらないってば……、ほんとうに、だから、いたいの、やめてよぉ……」

　俺は立ち上がっていた。

　檻を右手で握り、うめき声を漏もらす。

　まるで獣けもののような声だった。

　お前たち、なにしてんだよ。

　リルネになにしてんだ。

　ふざけるなよ！

　業ごう火かのような痛みと怒いかりが混ざり合い、俺の視界は赤く染まった。

　その様子に気づいた男のひとりが、俺を見た。

「ああ？　こっちのやつも起き上がっているな。とっくに死んだかと思っていた」

「だったらそっちに聞くか？」

「いや、どうも喉のどをやられたらしい。もう喋しやべれないだろう」

「生きているなら使い道はあるさ」

　男が近づいてくる。

　俺はそいつを射殺すほどに睨にらみつけていた。

　動いたためか、傷口が嫌というほどに痛みを主張する。

　なにも考えられなくなってゆく中、俺は怒りだけを燃料に立っていた。

　男は檻にカギを差す。こんな半死人相手に拘こう束そくはいらないと高をくくっていたのだろう。

　目にものを見せてやる。

　リルネの命を弄もてあそんだお前たちを、俺は許さない。

　俺は爆ばく発はつのイメージを思い浮うかべた。今は力をためて、敵がこの檻に入ってきた直後に爆発させるんだ。

　絶対にこいつらを殺してやる。

　殺すんだ、俺の手で。

　牢が開いた。

　俺はうなり声をあげながら、男に飛びかかる。

　だが片かた腕うでのない俺は、簡単に取り押さえられてしまった。

　傷口を殴なぐられる。それだけで脳に火花が散ったようだった。

「じん！　じんっ！」

　リルネが俺を呼ぶ声がする。

　俺は押さえつけられたままでもがいてみせる。だが、男の拘束は外れない。骨が折れそうに軋きしむ。

「やかましいやつだな。お前、字は書けるか？　お前が殊しゆ勝しような態度をしていれば、あの娘この命は救ってやらないこともないぞ」

　なおも暴れる。痛みでなにも考えられない。

　ただ目の前のこの男を殺すこと以外は。

「だめだな、そいつは。もう理性が飛んでいる。狂くるっちまったんだろうよ」

「そうか、参ったな。ったく、汚よごれ仕事だぜ」

　男の手が、俺の首を摑つかんだ。

　息が詰つまる。

　苦しい。

　それでも俺は右腕でその男の顔面を摑む。おいやめろと怒ど鳴なられて、俺の腕がもうひとりの男に踏ふみつけられた。発はつ狂きようしそうになるほどの痛み。だがそれでも俺は、俺は──。

　視界が真っ暗になった。

　無限に続くような苦しみの中、俺はもがく。

　だが痛みが連れん鎖さ的に拡大するだけで、そこに救いはなく。

　ある瞬しゆん間かんを境に、意識がぷっつりと途と切ぎれた。




　ざざ、ざざ……。という耳鳴りがした。







　俺の意識が、浮ふ上じようする。

　朝日が目に眩まぶしい。

　がやがやという賑にぎやかな声がする。

　ここは……。

「──ねぇ、大だい丈じよう夫ぶ──？」

　その声を聞いて、俺は我に返った。

　すぐそばに、こちらを見上げる銀髪の少女。リルネの姿があった。

　彼女は凛りんとした瞳ひとみで俺を映し出している。

「……なんだか、死人みたいな顔しているけど……？」

　その瞳に映る俺の姿は、ひどいものだ。

　そうか。

　戻ったのか、俺。

　また、この日の朝に。

「リルネ」

　俺はテスケーラの往来で、失ったはずの左腕を使ってリルネを抱だきしめた。

「えっ、ちょっと、えっ!?」

「リルネ」

　涙がこぼれた。

「ごめんな」

　椅子に座って泣き濡れるリルネの姿が、目に焼きついて離はなれなかった。

　俺はしばらくの間、戸と惑まどうリルネを抱きしめていた。




　この日、俺はテスケーラの街を出ることを決めた。
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　今思えば、あの牢は騎き士し団だんの駐ちゆう屯とん所じよにある牢屋だったのだろう。

　そこに運ばれたのは、俺とリルネ。恐おそらくグロリアスが探していた針猫団の居場所を知るための尋じん問もんか。それか、なぜ騎士団の襲しゆう撃げきがあることを知っていたのか、といったところか。

　左腕を斬り落とされた俺は牢屋に。リルネは魔ま法ほうを使用できないよう、精神を乱す薬物を使われて拷問されたのだ。

　あの男たちも騎士だったのだろう。

　年とし端はもいかない少女をよってたかって痛めつけて。

　リルネはなにも知らなかったっていうのに。

　あのあと、ウォードやレニィたちがどうなったのかはわからない。もしかしたら殺されたのかもしれない。グロリアスの実力は圧あつ倒とう的てきだった。やり過ごせたとは思えない。

「ちょ、ちょっと！　あんた、どこいくのよ！」

　後ろからあがった詰きつ問もんの声に、俺は足を止めて振ふり返った。

　ここはテスケーラの正門前広場。辺りにはたくさんの商人や通行人が行き交かっている。賑やかで、ひどく平和な光景だ。

　時刻は十一時五十分。太陽は頂上に輝かがやいている。じきに聖女さまを乗せた馬車が大通りを通過するだろう。

　そんな中、俺は無理矢理リルネの手を引っ張っていた。

「入ったばっかりで、なんで外に出ようとしているのよ、あんた！」

「そ、そうですよジンさま、どうしてそんなに焦あせって」

「ここに黒こく衣えの化け物が現れるかもしれないから、だから困っている人を救いたいんだってやってきたんでしょ!?　それなのに、なんでそんな早く」

　リルネとスターシアが俺を止めようと声をかけてくる。

　が、ふたりは俺の顔を見て、なぜだか言葉を失った。

　リルネがかろうじてという調子で、口を開く。

「……なんて目をしているのよ、あんた」

　俺は首を振った。

「説明している時間はない」

「そんなこと言われても、説明しなさいよ！　歩きながらだってできるでしょうが！」

「わかった、街を出てからな」

「なんなのよ、もう！　人の話を聞きなさいよね!?」

　リルネはひどく苛いら立だったように髪かみを乱す。

　スターシアも心配そうにしていたが、構っている余よ裕ゆうがない。

　俺は口をつぐんだまま、門へと向かってゆく。

　今の俺の力では、リルネは守れない。拷問されている彼女を見るのは、死ぬよりも苦しかった。だから、まずは彼女たちを外に逃にがすんだ。

　俺はその決意のもと、リルネの手を強く摑んで歩く。

「痛いっていうのよ……」

　リルネは不快そうな顔をしていたが、俺は迷わなかった。彼女をあんな目に遭あわせるぐらいなら、いくら悪者になったって構わない。

　俺は一いつ切さい立ち止まらず、門をくぐる。

「あとで説明はしてもらうわよ……」

「ああ」

　入ったばかりですぐ出るんだ。入場料はもったいなかったが、そんなことを言っているような場合じゃないしな。

　門番におかしな目で見られながらも、俺たちはテスケーラの街を後にした。

　──つもりだった。

「ジン？」

　リルネはきょとんとした目で俺を見返していた。

「なにしてんのあんた、どこにいくつもり？　この街を出るんじゃなかったの？」

「どこって……」

　辺りを見回す。

　そこは正門前広場だった。

　え？

「え、なんで」

「なんで、って……、あんたがあたしの腕を摑んだまま、回れ右したんでしょう。まったくもう、いい加減に離してよね。遊んでんの？」

「そんなはずは！」

　俺はしっかりと門を抜ぬけて、外に出たはずだ。

　いったいどうなっているんだ。

「リルネ、スターシア、ちょっと待っててくれ！」

　俺はふたりを置いて走りだした。

　今度はなんなのよ！　という怒鳴り声が後ろから聞こえてきた。

　俺は走り、人の群れをかき分けながら門の外に出る。

　今度こそ確かに街を出た。そのはずだった。

　──俺はまた、正門前広場にいた。

　リルネが眉まゆをひそめながら、なにしてんの？　という目で俺を見ている。

　俺は信じられず、さらに三度この街からの脱だつ出しゆつを試みた。

　水面に飛び込んで、現代日本に帰れるかどうかもやってみた。

　だが、無む駄だだった。何度も同じ所に戻もどった。

　そうか。

　悪い夢はまだ続いているのか。

　どこかで苦く悩のうする俺を見て嘲あざ笑わらっているやつがいるんだろうか。

　さぞかしいい見世物になっていることだろうな。




　宿にやってきた。大おお熊くまの樹じゆ洞うろ亭てい。

　俺が泊とまるのは、通算三度目だ。

　ベッドサイドに座る俺を、スターシアはそわそわと、リルネはイライラと見つめている。俺の態度の説明をろくにしていないからだろう。

　いい加減、しびれを切らしたかのようにリルネが詰つめ寄ってきた。

「で、今朝のあれはなんだったの？」

　俺を睨にらみつける視線は厳しい。返答次し第だいではぶん殴なぐったって構わないぞ、という目だ。

　俺は大きく息を吸った。

　その際に腕うで時ど計けいが目に入る。

　時刻は十四時十分。パレードはとうに終わっている頃ころだ。

　俺は頰ほおを張った。いつまでもふたりに心配をかけちゃいけない。

「じ、ジンさま、どうかされたんですか？　もしお体の具合が悪いなら……」

「いやあ」

　駆かけ寄ってくるスターシアに、俺は無理矢理笑え顔がおを作った。

「なんでもないよ、スターシア。新しい街にきて、少し嫌いやな予感がしていただけなんだ。胸むな騒さわぎがして、この街にいるとなんだかよくないことが起きる気がしてな」

「ええっ……、それで、あの、あんな風に慌あわてていらっしゃったんですか？」

「ああ、そうさ。悪かったな、今は気分も落ち着いてきたよ。いつもの俺だ。大だい丈じよう夫ぶ」

　肩かたを竦すくめると、突とつ然ぜんリルネが俺の前にやってきた。

　そして俺の胸むなぐらを摑つかむ。

「あんたそれ、本気で言ってんの？」

　あまりにも強い、真しん摯しな瞳。

　毅き然ぜんとして、何事にも揺ゆらがず、砕くだけぬ輝き。

　だがそれは、噓うそだ。

　俺は投薬されて泣き腫はらしていたリルネを知っている。

　彼女だって自分より強い相手が出てくれば負けるし、どんなに鋼の意思があっても少しのきっかけで心は砕けてしまうものなんだ。

　だから。

　俺はリルネを見返しながら、平然と噓をついた。

「本気だよ」

　リルネはまるで裏切られたような顔をした。

　言葉を飲み込み、グッとこらえて彼女は顔を背そむける。

「……そう」

　失望しただろうか。

　リルネに嫌きらわれるのはつらい。俺は暗あん澹たんとした気持ちを抱いだく。

　だが、こんなことには慣れっこだ。

　現実世界で俺は何度もこういう気分を味わってきた。ブラック企き業ぎよう勤めで訪問販はん売ばいなんかもやっていたからな。祖ば母あちゃんの教えに背そむきながら、人を騙だまして物を売る仕事を続けてきたのだ。それが嫌で異世界にやってきた俺だが、昔取った杵きね柄づかってやつだな。今さらリルネに噓をつくぐらい、大したことじゃないさ。

　そう自分に言い聞かせ、俺は伸のびをした。

「長旅で疲つかれたな。俺はちょっと寝ねるよ。お祭りが見たいんだったらお前たちで行ってくるといい。留守番しているからさ」

　ベッドに横になり、彼女たちに背を向ける。

　戸と惑まどうような気配のあと、リルネが苛立った口調でつぶやいた。

「シア、いきましょ」

「あの、でも、ジンさまが……。もしなにかがあったら困りますし、やっぱりわたしはおそばに……」

「本人が言っているんだからいいのよ。ほら」

　リルネがスターシアを引っ張ってゆく。ふたりは部屋を出ていった。

　俺はむくりと起き上がる。

　死人みたいな顔をしているって言われたな。

　ま、二度もぶち殺されりゃ、そうもなるってもんだよ。

「……さてと」

　俺は自らの頰を撫なでながらため息をついて立ち上がると、剣けんを置いて部屋を出る。

　忠告だけはしてこないとな。名前を聞いた縁えんだ。




　第四区への道順はもう覚えた。

　なんたって行くのはもう、きょうで三度目だからな。

　手ぶらで歩いているとよそ者だから警けい戒かいはされているみたいだが、騎き士し剣けんを持っていたときのような敵意は感じないな。

　あるいは、明らかに貴族然としていて目立つリルネがいないからかもしれないが。

　と、日当たりの悪い道を歩いていると、ふいに笑い声が聞こえてきた。

「アーッハッハッハ！　そこの男！　見慣れない顔をしているじゃないか！」

「んあ？」

「どこに行こうっていうんだい!?　ええ？　ここを通りたければこのアタシに金目のモノを置いていくんだなあー！」

　茶ちや髪ぱつに勝ち気そうな瞳ひとみ。自じ称しよう針猫団の副団長、レニィであった。

　彼女は腰こしに手を当てたまま俺の前に立ちはだかる。

　えーっと……。

　俺は頰をかいて、彼女を見返す。

「なあレニィ」

「え、なんでアタシの名前知っているの？　えっ、えっ、ひょっとしてアタシが顔忘れているだけだったりするん？　でも黒くろ髪かみの兄ちゃんみたいな人、初めて見るはずだし……」

　急に不安そうな顔をしてぶつぶつとつぶやき出すレニィ。

　とりあえず短剣を抜いてくる様子はないようだ。

　よく見れば、周りの家屋から子どもたちがチラチラと顔を出していた。出番はまだかとスタンバっているのだろう。なんだかな……。

「いや、あのさ、ちとウォードに話があるんだが、通してもらってもいいかな、ここ」

「えっ!?　兄ちゃんの知り合いなの!?」

　レニィは目を見開くと、その顔色を青くしていった。

　口をぱくぱくと開閉させる。面おも白しろいぐらいの変化だ。

「あ、あの……」

　先ほどの威い勢せいもどこへやら。彼女は目を伏ふせながら、子羊のようにぷるぷると震ふるえる。

「に、兄ちゃんには、アタシが邪じや魔ましたってこと、言わないでくださいデス……」

「あ、はい」

　ショートパンツの裾すそを握にぎって小さく頭を下げるレニィに、俺は思わずうなずいてしまったのだった。




　といっても、ウォードに会って俺が言うことはそう大したもんじゃない。

　広場のすぐそばにあるねぐらに顔を出すと、ウォードは退たい屈くつそうな顔で帳ちよう簿ぼらしきものをめくっていた。

　ウォードは顔を上げると、俺を見て片眉をあげた。

「ん？　誰だれだあんた」

「ジンっつーんだ、適当によろしくやってくれ」

「おう、オレになんか用か？」

「そんなところだ」

　俺が手ぶらでやってくると、ウォードの態度は驚おどろくほど軟なん化かしていた。これが本来のウォードなのだろう。初めて会ったときに俺を殺した男とは思えない。

　たぶんあのときは、先にグロリアスがやってきて、第四区の住人を皆みな殺ごろしにしていたんだろうな……。それでウォードも俺のことを騎き士しと見み間ま違ちがえたんだろう。

　ようやく時系列がわかってきた気がする。

「まあ気にするなウォード。誰にでも間違いはある。昔のことは水に流そう」

「いや、オレとあんたは初対面のはず、だろ……？」

　ウォードは怪け訝げんそうな顔をする。

　それはともかく、彼はいったん帳簿をぱたんと閉じた。

「話があんなら聞いてやるよ。適当なとこに座れ。茶なんて上等なモンは出さねえぞ」

「ああ、ありがとう。それでええと」

　なにから言おうか。

　そうだな、とりあえず……。

　騎士団がこの第四区を狙ねらっていること。そしてその件に聖女の騎士グロリアスが絡からんでいることを話した。

　俺を見る目が、急に怪あやしむようなものになった。

「騎士の連中はともかくグロリアスが動くわけがねえだろ。どこの情報筋だ。ロクなモンじゃねえな」

「え？　いや」

　吐はき捨てるように言うウォードに、俺は焦あせった。

　なんだ、俺はまたなにかを間違えたのか？

　なんでだ。

「で、でもグロリアスが来たら困るだろ？　あいつ、めちゃくちゃ強いし」

「そりゃ、第四区はなんもできず全ぜん滅めつだな。本当にあの男が来るってんならな」

　ウォードは耳をほじりながら、片目を瞑つむった。

「騎士の襲しゆう撃げきだって、昔から何度も言われていたことだ。あいつらはこの第四区が邪魔だからな。いつでも掃そう除じしてえって思っているだろうよ。話はそれだけか？　情報料は払はらわねえぞ」

「ち、違ちがう！　別にたかりに来たわけじゃ！」

　それ以上は俺がなにを言っても無む駄だだった。ウォードにはもう俺の言葉は届かなかった。真しん偽ぎのわからないうわさ話を持ってきて、金をせしめようとした男だと思われてしまったのだ。

　俺は追い出され、途と方ほうに暮れた。

　これ以上長居をすると、騎士団と鉢はち合あわせるかもしれない。

　一応忠告はしたんだ。信じてくれなかったのはあっちだ。

　……俺にできることは、したはずだ。

　宿に戻もどろう。




　俺が失意のままで宿に戻ると、すでにリルネとスターシアは帰ってきていた。

　コソコソしていた俺に対して、リルネは苛いら立だっていた。

「……どこいってたのよ。宿で留守番しててくれるんじゃなかったの？」

「ちょっとな」

「それってあたしにも言えないこと？　あんたきょうおかしいわよ。なんかあったんじゃないの？　ねえ」

　正面から聞かれて、俺は笑ってごまかした。

「いつか話せるときがきたら、話すよ」

　リルネは俺を睨にらみつけながら言う。

「あたし、そういう笑顔は嫌いだわ」

　さすがに胸に来る言葉だった。

　だが俺が落ち込んだ顔をしているわけにはいかない。

　だって、リルネのほうが俺より傷ついているだろうから。

「あんたに助けてもらって、あたしは嬉うれしかった。あんたなら信じられるって思ったのに。そんな態度じゃ、もうこれから一いつ緒しよにやっていくことなんてできないわ。じゃあね」

　リルネはとても悔くやしそうな顔で、部屋から出ていった。

　残された俺は唇くちびるを嚙かむ。

　でも、リルネに俺の事情を語ったら、リルネは俺のことを助けてくれるだろう。

　そうしたらまたリルネが傷ついて。

　あんなリルネの姿をもう一度見たら、俺の心が完全に折れてしまうだろう。

　だから、彼女は巻き込めない。

　ため息をつく俺の肩かたに、そっとスターシアが触ふれてきた。

「……ジンさま、お顔が疲つかれていらっしゃいますよ」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ、スターシア。ありがとう」

　だからそんな、痛ましいものを見るような目をしなくてもいいんだけどな。

　スターシアは俺に触れた手を引き寄せて、俯うつむきながら胸むな元もとに当てる。

「わたしはジンさまの奴ど隷れいですから、ジンさまがそう仰おつしやるなら、従うより他ほかありません」

　ですが、とスターシアは顔をあげた。

「ジンさまがつらいこと、悩なやんでいることを、お聞きすることはできます。なにか吐き出したい気持ちがあるなら、どうぞこのシアをご自由にお使いくださいませ。……わたしの体はそのためにありますから」

　俺はその言葉を曖あい昧まいな笑みで受け止める。

　口を開いたら、いろんなものがこぼれ落ちてしまいそうだったから。

　彼女たちにとっては、俺の様子がおかしいのはたったの半日だ。

　それなのにこんなにも心配してくれるリルネとスターシアの優やさしさに、涙なみだが出そうになっちまう。

　俺はスターシアの頭に手を当てた。

「ありがとう、スターシア。本当に俺がダメになりそうなそのときは、きっと頼たよらせてもらうから」

　その言葉は間違いなく本音だったのだけれど。

　俺が愛あい想そ笑いの鎧よろいを着たままだったから、あんまり効果はなかったみたいだ。

　スターシアはやはり心配そうな顔をしていた。

　その後、遅おそくにリルネが帰ってきて、俺たちは夕食の後に就しゆう寝しんした。

　深夜、俺は窓から差し込む赤い光で目が覚めた。

　時刻は夜の十一時。出火したのが七時過ぎだったから、完全に火が回りきるまで四時間もかかったんだな。

　俺はカーテンを閉めて、再びベッドに潜もぐった。

　悔しくて、悲しかった。

　救ってやれなかった。

　俺は毛布をかぶって、自分にはなにができたのだろうかと考え込んでいた。もっとうまくやるべきだった。俺が上手に立ち回れていたら、たくさんの命が救えたはずなのに。

　無力感に打ちひしがれていた、そのときだった。

　ドン、と近くで大きな音がした。俺は思わず飛び上がった。

　男が扉とびらを蹴け破やぶって入ってきたのだと知った。なぜこの部屋に？

　リルネやスターシアも同じように身を起こしている。リルネにいたっては、しっかりとその手にアシードを喚よび出していた。

「何者よ！」

　リルネの誰すい何かの声に男は答えない。ランプを持った男が横にどいたそのとき、俺は心臓が止まりそうになった。

　現れたのは、世界で一番見たくない顔。

　その巨きよ体たいを窮きゆう屈くつそうに屈かがめながらドアをくぐった男は、俺たちを順番に見回して、小さくつぶやいた。

「旅人だな。──では、我が宿命を果たそう」

　聖女の騎士、グロリアスがゆっくりと剣けんを抜ぬくのを。

　俺たち三人は、凍こおりついたような顔で見ていた。




　光が走ったと感じた次の瞬しゆん間かんに、俺の命は斬きり捨てられた。

　今度はほとんど苦痛を味わわなかった。それだけが救いだった。







　そして──。

　再び、朝。

「なんで」

　うめく俺を見てリルネが小首を傾かしげる。

「どうしたの、ジン？」

　俺は顔を手で覆おおった。

「なんであいつが来るんだよ……」

　人ひと混ごみの中、俺はまるで死神に心臓を摑つかまれたような気分だった。

　どうして宿にまで踏ふみ込んでくるんだ。

　俺がウォードに会いにいくのを、誰かが見ていたのか？

　そうだ、そうに決まっている。

「なあリルネ」

　俺の声は震ふるえていた。

「お祭りで混んでいるみたいだし、きょうは先に宿を探そうぜ。久々に温かいベッドで眠ねむりたいんだ」

「ああ、それはいいアイデアね」

　リルネは微笑ほほえんで賛同してくれた。

　俺は今でも誰だれかに見られているんじゃないかと思って、生きた心ここ地ちがしなかった。




　大おお熊くまの樹じゆ洞うろ亭ていではなく、さらに奥の路地に入った寂さびれた宿を取った。

「なんでこんなところなのよ！」とリルネは立腹していたが、俺がひどく疲れた顔をしていることに気づいてか、それ以上声を荒あららげることはなかった。

　宿について、俺は真っ先にベッドに倒たおれ込む。

　歩くと埃ほこりが舞まうような古びた部屋だ。まるで追われた泥どろ棒ぼうが寝ね泊とまりする部屋であるかのように、品がない。リルネやスターシアにはまったくふさわしくない場所だ。

　人目を忍しのんだら、こんな所まで来てしまったのだ。仕方ない。

　俺は目を閉じながらも、ずっとグロリアスの幻げん影えいに怯おびえていた。

　今にも扉を破ってあいつが現れるのではないかと。

　リルネたちにはくれぐれも注意するように言っておいた。知らない者の尾び行こうに気をつけろ、と。

　彼女たちにはじゃっかん気味悪がられたけれど、仕方ない。

　三度も殺されたんだ。四度目は絶対に嫌いやだ。

　ウォードたちに話をしに行くことはできなかった。

　もし第四区に出入りしているところを見られて、俺がマークされたのだと考えると……、宿から出るのも恐おそろしかった。

　救うことはできないのかもしれない。

　……どっちみちウォードは、俺の話を聞いてくれないだろうから。

　心が弱っているのを感じる。

　その日の夕食には行かず、俺だけが部屋で横になっていた。

　外で食べてきたリルネとスターシアが戻ってくると、彼女たちはハンカチに包んだパンを手渡してくれた。

　ふたりとも俺の体調が悪いと思っているらしい。それは半分正解のようなものだったから、ありがたくパンをいただいた。

　リルネはあちこちお祭りを見てきたらしく、珍めずらしくはしゃいで俺にみやげ話を語ってくれた。もしかしたら俺を元気づけてくれていたのかもしれない。

　なんだかリルネとこうして普ふ通つうに話をするのは、久しぶりな気がした。そんなはずがないのにな。

　だからか、彼女が妙みようにかわいらしく見えてしまった。

　スターシアもそばで微笑んでいてくれた。

　俺は、俺の手が届く人たちを守れるのだろうか。自信はない。だが、やらなければならない。

　そしてその答えは、──今夜出た。




　深夜になって、第四区が燃えて。

　そして、扉が破られた。

　警けい戒かいはしていたはずだった。窓から逃にげ出す準備もあった。

　だが、俺たちは逃げることすらできなかった。

「──ちょ、なんなの、あんたたち！」

　アシードを召しよう喚かんして起き上がったリルネが、まず斬られた。

　肩かた口ぐちから斜ななめに斬り裂さかれ、彼女は絶ぜつ叫きようする間もなく死んだ。

　見開いた目で地面を転がる。虚きよ無むの眼球は天てん井じようを睨みつけていた。

「リルネさま……、そ、そんな……、っ、ジンさま！　にげてくださ──」

　震えていたスターシアは俺をかばって腹を貫つらぬかれた。

　口からおびただしい量の血をはいた彼女の、その宝石のような美しい瞳ひとみから徐じよ々じよに光が消えてゆくさまを、俺はへたり込んだまま眺ながめていた。

　なんだよ。

　なんなんだよこれ。

「お前たちは、なんで俺たちを狙ねらうんだよ！　もういいだろ！　放ほうっておいてくれよ！　この街に来ただけで、俺たちがなにをしたんだよ！　なあ！　なんでこんな目に遭あわなきゃならねえんだよ！　いい加減にしろよ！　なあ！」

　泣きながら叫さけぶ俺の前に、そびえたつひとりの男。

　山のような体格の巨きよ漢かん。感情を感じさせない目と、一文字に結ばれた口。汗あせひとつかかずにふたりの少女を殺した男は、俺を見下ろして告げてくる。

「──我が宿命を果たすために」

　たくさんの騎き士したちとともに入ってきたその男が構える剣の、その刃やいばに俺の顔が映る。

　誰ひとり救えず、なにひとつ守れず、希望もなく、無力に打ちひしがれた男の顔だ。

　あれ。

　そういえば俺。

　こんな顔を、どこかで。

　見たような──。




　剣が振ふり下ろされた。

　俺の命がまたひとつ、裂かれて絶たれて砕くだけて潰つぶれて消えた。










　何度目だ？

　五度目か。

　ひどい有り様だ。

　意識が戻もどってきた俺に、差し込む日差し。気持ち悪くて、はきそうだ。

「あ、きょうはなにかお祭りがあるようですね」

　スターシアの穏おだやかな声が、耳に流れ込んでくる。それで少しだけ理性を取り戻すことができた。

　俺は死ぬ前に見た顔について、思い出していた。

　そうだ、あいつは──。

　正門前広場にて、俺はリルネたちに告げた。

「なあ、大通りのほうに行ってみようぜ」

　途と中ちゆう、様々な露ろ店てんが立ち並んでいる賑にぎやかな通りを抜ける。リルネはアクセサリーの店を見つけたらしく、スターシアを連れてそちらへと向かっていた。

　俺はひとりで大通りに出た。

　皆みんながパレード中の飾かざり立てられた馬車に夢中になっている。

　そんな中、俺は目を凝こらして人を探していた。

　いた。

　前と同じように、ここに。

　妙に気になっていた。

　一度目に聖女のパレードを見たときのことだ。お日さまの下で脚きやつ光こうを浴びる聖女とは裏腹に、この世の闇やみを煮に詰つめたような顔をしたやつがいた。目ま深ぶかにローブのフードをかぶったひとりの人ひと影かげ。彼か彼女かわからなかったけれど、フードから覗のぞいた目がひどく印象的だった。

　聖女ではなく、投げられたあとに馬車の車輪に轢ひかれて散っていったぼろぼろの花を見つめていたその人物。

　彼も深い絶望を、その胸に抱かかえたんだろうか。

　何度も何度も救えない現実に立ち向かい、それでも守りたいものがあって、それができず、己おのれの無力を嘆なげいていたんだろうか。

　すべてが俺の想像に過ぎず、勝手な憶おく測そくでしかない。

　だが、聖女の馬車を待つその姿は、彼がまるで渡わたし船ぶねを待つ死者のように思えたのだ。

　彼は、群衆の波をかき分けながら近づく俺に気づいたようだ。

　大きな瞳が、俺を映す。

　俺たちはきっと、同じような表情をしていた。

「あなたは」

　彼がゆっくりとフードを取る。白い肌はだに、青みがかった髪かみ。目を覆うほどに長い前髪の隙すき間まから覗く目は、鳶とび色いろに濁にごっている。

　体は華きや奢しやだ。どこか色気を醸かもし出しているように見えるのは、その少年がまとう退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きのためかもしれない。

　反射的に俺は「ジャッジ」と唱える。

　そして、すべての答えを知った。

　そうか、だから、俺は。

　同じ日を何度も──。

　息を吞のみ、名乗る。

「俺はジン」

　雑ざつ踏とうの中で俺たちはたったふたりきりのようだった。
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　彼はまるで幽ゆう霊れいを見るような目で、俺を見つめている。

　そりゃそうだろう。彼にとって俺は、この街にいるはずのない男なんだから。

「君を救うためにここに来た……、と言いたいけれど、今はちょっと事情が違ちがってな。俺も助けてほしいぐらいだ。だから──」

　俺は乾かわいた笑えみを浮うかべながら、彼に告げた。

「一いつ緒しよに、きょうという日を抜ぬけだそう、クライ」




　ジャッジで見た彼の──クライのステータス。

　その最後には、特別な一文があった。




《エンディングトリガー：２》




　そう、彼が二人目だ。

　この異世界で俺たちはきっと、出会うべくして出会ったのだ。




《テスケーラの街にて、クライを時の迷めい宮きゆうから救い出せ》




　きょうのこの日のために──。




　＊＊＊






名　前：クライ

種　族：人族

性　別：男

年ねん　齢れい：16

職　業：デュアルブレイダー

レベル：82

称しよう　号ごう：針猫団副団長、ウォードの右みぎ腕うで

スキル：人族語、短たん剣けん技ぎ第五位、二刀流

固　有：猫の爪つめ、タイムリーパー








　これがクライのステータスだ。

　ループを繰くり返して成長したからか、あるいはもともとそうだったのか、ウォードとほぼ遜そん色しよくのない戦せん闘とう能力を誇ほこる。俺よりよっぽど強いんだな……。

　ともあれ、俺たちは他ほかの人に聞かれないよう話をするため、場所を変えた。

　俺が言うと、クライは素す直なおにあとをついてきてくれた。

　大通りからひとつ外れた路地の階段に、俺とクライは座り込む。

　彼は先ほどから俺を見ようとはしなかった。

　その視線は、ここではないどこかに向けられているようだ。

　パレードの喧けん騒そうが遠くに聞こえる中、俺はクライに声をかけた。

「俺はずっと君を探していたんだよ」

「……」

　クライは足元を見つめている。

　俺は彼の気を引こうと、大きく身み振ぶりを交えながら話した。

「君と同じように、俺もこの日を何度も繰り返している。何度も死んで、何度も立ち上がってきた。俺たちは同じ運命を背負った仲間なんだ！」

　絶対に説得を失敗できないというプレッシャーを感じる反面、興奮もあった。

　ようやく見つけたんだという気持ちがあふれてとまらない。

　俺は彼と一緒なら、この世界を抜け出せるだろうという希望を抱いだいていたのだ。

　しかし、そう思っているのは俺だけのようだ。

　クライの瞳ひとみに光はなかった。

「ジンさん、でしたか」

「ああ」

「無む駄だですよ」

　クライは短く言葉を切った。

「あなたはわかりませんが、僕は死にます」

　青みがかった黒髪が風に揺ゆれる。彼の声は、風に吹ふかれて消えそうだった。

「運命は変えられませんから」

　俺は反射的に口を開く。

「──そんなことはない！」

　俺は事実、『エンディングトリガー：１』を攻こう略りやくし、リルネの運命を覆くつがえすことができた。だったらエンディングトリガーが表示されている以上、彼のことだって同じように救えるはずだ。そうじゃなきゃおかしいだろう。

　俺は半ばムキになっていた。『運命が変えられない』だなんて言葉を認めるわけにはいかなかったんだ。そうしたら俺は誰だれも救えなくなってしまうから。

　そんな俺の気持ちを見み透すかしたかのように、クライはつまらなそうな顔をしていた。

　彼の切れ長の瞳は、感情が凍こおりついたように冷たい。

「あなたがあがくのは勝手です。でも、僕にはもう無理だ」

　彼はおもむろに立ち上がると、俺に背を向けた。

　おいおい、噓うそだろ。まさかこんな、取りつく島もないなんて。

　彼だって、俺と会ったことを少しは喜んでくれると思ったのに。

　俺は慌あわてて彼の細い手首を摑つかむ。

　ここで彼を行かせてしまったら、もう二度と会うことはできない気がした。そうしたら俺もまた、永遠にこの街に閉じ込められたまま、どこへも行けず一日をただ繰り返すだけの存在になってしまう──。

「待ってくれ、クライ！」

「……力ずくで僕をとめますか？」

　無感情のまま告げられたクライの言葉に、俺は首を振ふった。

「違ちがう。そうじゃない。俺はお前のことも救いたいと思っていて！」

「──だったら来るのが遅おそすぎませんか」

　振り返るクライは、その目でハッキリと俺を糾きゆう弾だんしていた。

　俺の背筋が冷える。

「僕がどんな思いで、何度繰り返して、何度挑いどんで、何度殺されたか、あなたにはわからないでしょうね。それを今さらやってきて、救いたいだって？　あなたはいったいなにを言っているんだ」

　クライが俺の胸むなぐらを摑み、淀よどんだ瞳を見開く。

「この世界に閉じ込められたばかりの半人前が、偉えらそうにしないでくれ。あなたはまだ、本当の絶望を知らないだろう」

　俺より十センチは背の低い少年が、刃は物ものを刺さし込むように囁ささやいてくる。

　クライがどんな地じ獄ごくを見たのか、俺にはわからない。それこそ心が壊こわれて、人格すらも歪ゆがんでしまうような、俺なんかには決して耐たえられないものだったのかもしれない。

　そんな地獄にたったひとりで、あがいて、あがいて、あがいて、あがいて、あがいて、あがいて、あがいて、それでもダメだったから、ただひとり死んだような目をして踏ふみにじられる花を眺ながめていたのだ。

　わかった。確かに俺は彼に甘えていたのだろう。

　俺は息を吸って、はく。

「……ウォードは言ったよ。仲間には信しん頼らいが必要だってさ」

「彼の口くち癖ぐせだ」

「そういえばあいつとレニィがお前を捜さがしていたな」

「お祭りの準備だよ。パレードは第三区までしかいかないだろう。だから明日、僕たちもお祭りをやろうってウォードが言い出してさ」

　クライはまるで遠い星の物語のように、淡たん々たんと語る。

「その日のためにけっこう準備したんだけど、それもこれもすべて無駄だったよ。僕は彼らの下もとへは帰れない」

「無駄にはさせないさ、クライ」

　腰こしに提さげた剣を外して、俺はクライに鞘さやごと突つきつける。

　リルネを救うために、皆みんなを救うために。

　そして何よりも──俺の目の前で、今にも泣きそうな顔をしているこいつのために。

「お前が俺を恨うらむ気持ちもわかる。遅おくれて現れて身勝手なことを言ってさ。逆の立場なら俺だって『なにしに来やがったんだ』なんて食ってかかるだろうな。でもそれじゃ困るんだ。だから俺は、俺の覚かく悟ごを見せるよ」

「……覚悟だって？」

「ああ。俺にだって守りたいやつがいる。救いたいやつがいるんだ。そのために俺はここにいる。俺が、諦あきらめるわけにはいかないんだ。そのためには、なんだってするさ」

　そうだよ、ここからは俺の番だ。

《テスケーラの街にて、クライを時の迷宮から救い出せ》

　それが俺に与あたえられた役目だからな。

　ようやくできることを見つけたんだ。そのためになにをすればいいか、今ははっきりとわかる。信頼だ。それを勝ち取らなければならないのだ。

　俺が差し出した迅じん剣けんヴァルゴニスをクライは受け取った。訝いぶかしげに、俺を見上げる。

「僕は剣を使えない。扱あつかえるのは短剣だけだ」

「力いっぱい突き刺すぐらいはできるだろ」

　俺は自分の左胸を叩たたく。

「心臓はここだ。できれば一息に頼たのみたいところだが」

「……なにを？」

「文字通り、命を捧ささげてやるよ」

　そこで初めてクライが息を吞のんだ。

「なんで僕がそんなことを」

「俺のことがムカつくんだろ？」

「……ああ、殺してやりたいほどに。でも、だからといって……」

　クライは俺と渡わたされた剣を交こう互ごに見比べている。

　俺は胸を張る。

　臆おくしたり、怯ひるんだりはしない。ただクライの目を見返し続けた。

「俺はどうしてもお前とこの時間を脱だつ出しゆつしなきゃいけないんだ。気が済むまでやれよ。命くらいはくれてやるからさ」

　クライは剣をゆっくりと抜ぬいてゆく。

　白はく刃じんが陽ひの光を浴びて鋭えい利りに輝かがやく。その切っ先をクライは俺に向けてきた。

　彼の目の光は揺れている。

「……こんなことをしたって、なんにもならないだろ」

「お前の気が晴れればそれでいい。刺さずに許してくれるんなら、それが一番だけどな」

「おじさんは死ぬのがこわくないのか？」

　誰がおじさんだよ。俺はまだ二十五だ。つっても、クライから見ればオッサンか……。

　ま、だから子どもに格好悪いところは見せられないんだよな。

　俺は逃にげも隠かくれもせず、両手を広げた。

「こわいさ、こわいに決まってんだろ。痛いし、もういやだよ。どこにいたって思い出すような悪夢さ」

　でもさ、と続ける。

「それよりもっともっとこわいのは、大切な人が俺の目の前でなすすべもなく死んでゆくことだよ。それに比べたら痛みなんて大したもんじゃねえ。死ぬほど痛いけど、我が慢まんできる。大だい丈じよう夫ぶだよ、俺は男の子だからな」

　クライは歯を食いしばりながら、剣の先せん端たんを俺の胸に近づけてゆく。

「……僕だって、そうだった」

　剣をもつ手は震ふるえていた。

　切っ先が刺さる。ほんの数ミリ、刃が肉を断つ痛みに俺は顔を歪めた。

　まさか本当に刺すのかクライよ。俺が言い出したことだからいいんだけどさ……、でもこれでループが起きず、本当に俺の人生が終わりになっちまったらどうしよう……。あの世で待っている祖ば母あちゃんに呆あきれ果てられそうだ。くそ、考えていたって仕方ねえ！　俺はギュッと目を瞑つむる。

　人々の喧けん騒そうが遠くに聞こえる中、クライの口から言葉がこぼれた。

「自分が死ぬよりも、もっともっとつらかった」

　俺は薄うす目めを開く。クライはうつむいていた。

「助けようと思って何度だってやり直したけど、でもダメだった。本当に助けたかったんだ。それでもできなくて、僕は無力感に打ちひしがれた。なにもできなかったんだ」

　ああ、そうか。お前も同じだよな。そうだよな。

「馬ば鹿かだったのは僕だ。本当はすべて決まっていて、僕はその運命の道をなぞっていたにすぎない。無駄だったんだよ、あちこち駆かけ回って、思いつく手を全部試ためしてみても！」

　クライの声に初めて熱がこもった。

「僕にはできない！　力が足りない！　頭が足りない！　人脈もないし、僕が声を張り上げても誰も話を聞いてくれないんだ！　あいつらが死ぬのはすべて僕のせいだ！　僕がもっとうまくやれば、誰も死なないのに！　ダメなんだ！　ひとりじゃなにもうまくいかなかった！　だから──！」

　その手から剣が落ちて、カランと地面を転がる。

　俺はそんなクライを引き寄せて、抱だきしめた。

「……ごめんな、来るのが遅くて。本当に、すまない」

「っ」

　クライは声を押し殺しながら。

　そのまま、少しばかり泣いた。

　俺は、彼の絶望を少しは受け止めてやることができたのだろうか。




　しばらく経たって、落ち着いた彼は俺の隣となりでわずかに恥はずかしそうな顔をしていた。

「……さっきのは少し気が緩ゆるんだだけだ。勘かん違ちがいしないでくれ、まだあなたを信用したわけじゃない。その向こう見ずなところは、時の迷めい宮きゆうを脱出するために利用できるかもと思っただけだ」

「ま、それでもいいさ」

　俺は腰に剣を差し直しながら、肩かたを竦すくめた。

　クライは不ふ機き嫌げんそうに顔を歪める。

「あなたのように訳知り顔で近寄ってくる大人のことは、嫌きらいだ」

「刺すか？」

「それはすべてが終わってからにさせてもらおう」

　だったら俺そのまま死ぬんじゃ……。

　懐なつかない野の良ら犬いぬのようなこの顔が、クライの本当の顔なのだろうか。本音で喋しやべってくれているのは嬉うれしいな。多少憎にくたらしいがきっとうまくやれるだろう。

　クライはそっぽを向いたまま話を変える。

「で、あなたはこの街のこと、どこまで知っているんだい」

「ああ、そうだな」

　俺はこれまでのことを語る。何度繰くり返しても聖女の騎き士しグロリアスが追いかけてきて、自分たちを殺すのだと。

「ふむ」

　クライは顎あごに手を当てる。

「そうか、グロリアス。僕たち第四区の住人だけでは飽あき足らず、旅人までもその手にかけているのか」

「旅人……？」

　あっ、そうか。あいつ、もしかして俺たちが入場した際に記帳した名前を見て、俺たちを捜しにきていたのか。

　だとしたらその帳ちよう簿ぼを回収すれば……、いや、無理だ。俺じゃあ門の中までいけない。途と中ちゆうで戻もどされちまう。

　むしろそれよりもだ。

「なんであいつは見境なく人を殺しているんだ。あいつの身になにがあったんだ？」

　俺が問いかけると、クライはその理由をどうやら知っているようだった。

　彼は沈ちん鬱うつそうな表情を隠そうともせず、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「この日、テスケーラには大きな事件が起きた。そのせいで街は大混乱に陥おちいったんだ」

「その事件って……」

　クライは言った。

「……聖女が殺された」

「──!?」

　そうか、なるほど。

　聖女が死んだのならば、彼女を守護する役目のグロリアスはなんとしてでもその犯人を見つけ出すだろう。

　そして復ふく讐しゆうを遂とげ、その血で罪を贖あがなおうとするはずだ。

　第四区が襲おそわれたのも、犯人の手がかりがあったからだったのか。

　グロリアスは針猫団の団長ウォードと、その副団長クライを捜していた。彼らがきっとなにかを知っていると思っているのだ。

　その後にアテが外れたから、今度は旅人たちを襲ったっていうわけか。

　決して許されないような暴走だが、それは逆に考えれば聖女を殺した犯人さえわかれば、この惨さん劇げきを止められる可能性があるってことじゃないか。

　俺の胸に俄が然ぜん、希望がわいてきた。

「だったら、誰だれが聖女を殺そうとしているのかを調べれば……！」

　両手の拳こぶしを握にぎる俺と正反対に、クライは目を伏ふせている。

　まるで少女のように美しい彼の中性的な横顔は、物事がそう単純ではないと告げているようだった。

「……なんだ、他ほかにもなにか知っているのか？」

「もちろん僕もそう考えたよ。誰が聖女を……、ティリスを殺そうとしているのか。それを知るために駆けずり回っていたといっても過言ではない」

　クライはまるで結論を先延ばしにしているような喋り方だった。

　自ら認めたくないとでも言うように。

「どうしてもティリスのいるテスケーラ聖堂塔とうに侵しん入にゆうする必要があった。狭せまい下水道を抜けるために、腕うでを斬きり落としたことだってあった。あのとき手伝ってくれたウォードには、悪いことをしたな」

　テスケーラ聖堂塔はこの街の中心にある巨きよ大だいな建物だ。

　塔というよりはどちらかというと大聖堂といったイメージのほうが近いかもしれない。まるで城のように大きくて、有事の際は実際に要よう塞さいとして使われるようだ。

「そんなことまでしたのか……」

　いくらループで元に戻れるからといって、すごい胆たん力りよくだ。

「僕に胸を刺ささせようとしたおじさんだって、似たようなものじゃないか。それとも僕がやらないとわかっていたのか？」

「いや、そんなことはなかったけどさ……」

　そのとき俺はクライの顔を見て、さらに恐おそろしい可能性に気づいた。

「クライ、お前……、まさか、誰が聖女を殺したか、……知っているのか？」

「知っているよ。僕はその現場をこの目で見たんだ。ティリスが一刀のもとに斬り捨てられる光景を」

　クライは顔を手で覆おおった。その指の隙すき間まから覗のぞく目は、地面を映す。だが彼が本当に見ているものは、その瞬しゆん間かんの光景なのだろう。

「ティリスを殺したのは──、グロリアスだった」

「──」

　それはさらなる地じ獄ごくへと落ちる前まえ触ぶれのような言葉だった。




　俺は一度、リルネたちのところへと戻った。彼女たちがアクセサリー屋を見ている間にこっそりと抜ぬけ出してきたからな。

「どこいってたのよ！」と目を吊つり上げる彼女に、俺はクライを紹しよう介かいする。とりあえずループ主人公だということは伏ふせて。

「実は彼が雑ざつ踏とうで困っていたから、その手助けをしていたんだ」

「はあ!?　まったく……アンタってやつはどこでもそうなんだから、せめて一言いってからどっかいきなさいよね！」

「ああ、悪い悪い。気をつけるよ」

　その会話を聞いたクライは、俺を見て理解できないという顔をした。

「あなたはいつもこんなことばかりしているのか？」

「祖母ちゃんから、人の助けになりなさいって教えられてな」

「……頭がどこかおかしいんじゃないか？」

「よく言われる」

　俺は苦にが虫むしを嚙み潰つぶす。実際によく言われるのだから、俺ってやつは救いようがない。

　一方、スターシアの様子が少しおかしかった。

　彼女はクライを見るなり、眼帯をしている方の目を手で押さえた。少し痛みを感じているような声でつぶやく。

「あの、ジンさま、こちらの方は……」

　そういえば、彼女は黒こく衣えの化け物と襲われている人ひと影かげを見たんだ。テスケーラへと向かうきっかけになる出来事だった。スターシアはなにかに気づいているのかもしれない。

　だが、俺はいつものようにごまかす。なにも気づいていないフリで笑った。

「ああ、話してみるとけっこうイイやつなんだ」

「……そう、なんですか」

　スターシアは言葉を飲み込んだ。それでいいんだ。彼女が危険に飛び込む必要はない。

「それでさ、俺はこれから少しクライの手伝いをしなきゃいけないんだ。代わりに宿を教えてもらったから、お前たちは先にそっちへ向かっていてくれよ」

「はあ？　……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　リルネはあからさまに不信感を抱いだいていた。

　無理もない。クライの身なりは第四区から出てきた姿そのまんまだ。失礼な言い方をすれば、小こ汚ぎたないものだった。

　俺は笑え顔がおで両手を広げる。

「まあまあ、感じが悪かったら移ればいいだろう。あ、泊とまるときにはクライの名前を出せばちょっとおトクな感じになるはずだぞ。それとこれ、俺の荷物も頼たのむな」

「あ、ちょっと、アンタねえ!?」

　俺は背負っていたリュックをリルネに押しつける。

「じゃあ俺たちもういくから！　じゃあなー！」

「なんなのよもう！　勝手なことばかり！」

　クライの手を引っ張って、俺は急いでリルネたちから離はなれてゆく。

　しばらく走ったところでクライが不安を口に出した。

「たぶんだけど、彼女たちには僕が紹介した宿は合わないと思うよ」

「大丈夫だ。あれはあれでリルネは真面目まじめだからな。きっと待っていてくれるさ」

「……あそこは人に見つかりにくい場所ではあるけれど、絶対に安全とは言えないよ。グロリアスが踏ふみ込んでこないとも限らない」

「どこにいたって襲われるんだ。だったらお前のことを信じてみるよ」

　クライは嫌いやそうな顔をした。

「そんなに簡単に信じるだなんて言わないでくれ。あなたの言葉に重みがなくなる」

「んなもん気にして生きているわけじゃねえからなあ」

　俺が歩くその後ろをクライがついてくる。

「それにしても、いったいどこに行くんだ？　僕の話を聞いて『考えがある』と言っていたけれど」

「俺の好きな言葉を教えてやろうか？　人事を尽つくして天命を待つ、っていうんだよ」

「……聞いたことがない。僕は学がないんだ」

「だったら教えとくよ。やるだけやったら、あとは運命に身を委ゆだねるって言葉だ」

「なんだか無責任だね」

「そうでもないさ。このやるだけやるっていうのが大事でさ」

　俺は通りの向こうに建つ巨大な聖堂塔を親指で指し、クライを振ふり返りながら笑った。

「だから、──まずはグロリアスに会いにいこうぜ。なんで聖女を殺そうとしているのか、問いただしてみようじゃないか」

　そのときのクライの顔は、俺が初めてみる呆あつ気けにとられた少年そのものの顔だった。




　テスケーラの大通りを聖堂塔へ向かって歩いてゆく。

　クライは俺が本気だとわかったらしく、ため息混じりの声を出した。

「あの怪かい物ぶつ相手に話せばわかるとでも本気で思っているのか？　あなたのその楽観的な性格はどこからきたんだ。よくそれで今まで生きてこられたものだよ」

「ちなみに試ためしたことはあるのか？」

　俺が問いかけると、クライの言葉からわずかに勢いが失われた。

「……ないよ、あるはずがない。僕の言葉が届くと思ったことなんて一度もないからな」

「それはいい情報だ。よし、だったらどうなるかまだわからないってやつだな」

「つまみ出されるか、その場で斬り捨てられるのがオチだ。こんな死に方あまりにも無む駄だすぎる」

「別に、お前ひとりで死ぬわけじゃないだろ？　死ぬなら俺も一いつ緒しよさ」

　そう言ったところで、クライが納なつ得とくする様子はなかった。ま、そりゃそうか。

　パレードが終わったからか、辺りには人の流れが戻もどってきた。様々な格好をした人たちが街にカラフルな色しき彩さいを加えている。この街に住んでいる住人の他、遠くから行商にきた商人などが入り交じっているからだろう。

　しかし通りを歩いていると、たくさんの視線を感じた。それはもっぱら俺にではなく、隣となりのクライへと注がれている。

　やはりというかなんというか、クライの身なりのせいだろう。

　彼は翳かげりのある美少年といった容姿をしていて、現代日本ならさも人気が出そうなルックスなのだが、ボロをまとった姿はどうしても第四区以外の人間に警けい戒かい心しんを抱かせてしまうようだ。

「……本当に聖堂塔に向かうつもりなら、門を越こえなきゃいけないよ」

「門？」

　俺の問いに「……本当になにも知らないんだな」とつぶやくクライ。

　別にいいと思うんだ。この街のことをなんでも知っているクライが隣にいるなら、俺がなにも知らなくても……。

　そんなことをのうのうと口に出すと、芽生えかけたクライとの信しん頼らいがぶち壊こわされてしまいそうな気がしたので、俺は適当に笑ってごまかした。これが大人の余よ裕ゆうってやつだ。

　クライはしばらく俺に冷ややかな目を向けた後、道の先にある詰つめ所しよのような建物を指した。何人かの騎き士しが立っている。

　門というよりは、検問のような感じだ。

「あれがそうか？」

「聖堂塔は第一区にあるから、第二区の商人や第三区の平民は通してもらえるけれど、僕みたいなのにとっては近づくのも容易じゃない」

　第一区。貴族街か。

　その話を聞いて、俺はなんだか少し寂さみしい気持ちになってしまった。

　聖女サマの加護がこの街を守っているっつったって、第四区の人間は聖堂へ拝みにいくこともできないんだな。

　第四区は街の住人と思われていない、か。

　物もの陰かげに隠かくれて門の様子を窺うかがいながら、俺はぽりぽりと頰ほおをかいた。

「なあ、クライ。お前たちはどうして他ほかの街にいったりしないんだ？」

「それは僕たちがなぜ第四区のような劣れつ悪あくな環かん境きように甘んじているのか、ということかい？」

「ん、まあ……」

　ちょっと深入りしすぎた質問だったかな。

　反省する俺に、クライはこともなく言う。

「僕とウォード、それにレニィはもともと針はり猫ねこ隊たいという商キヤラ隊バンにいたんだ」

　六年前の事だった、とクライは言う。

「針猫隊は街から街へと移動し、交易をしながら暮らしている小さな二十人程度の商隊だった。扱あつかうものもそんなに高価じゃない。それでもあの頃ころは平和だった。護衛の爺じいさんに僕たちは剣けんを習って、将来はきっと商隊を引き継つぐんだろうと信じていた」

　クライは自らの手のひらを見下ろしながら、語る。

　彼はまるで遠すぎる過去を思い出す老人のような目をしていた。

「ウォードはボスの息むす子こで、責任感もあったし、僕たちはみんなウォードが次のボスになるんだろうと思っていた。だけど南のリオネスの街からテスケーラに来る途と中ちゆう、事件が起きてしまった」

　語り口は淡たん々たんとしている。怒いかりや悲しみ、憎にくしみといった感情をどこかに置き忘れてきてしまったかのようだ。

「街かい道どうを進んでいる最中だ。野盗の集団が僕たちの商隊を狙ねらったんだ。彼らは近きん隣りんでも有名なやつらだった。僕たちは必死に抵てい抗こうをしたが、歯が立たなかった。家族は殺され、僕とウォードとレニィ、そしてもうひとりだけが逃のがされた」

　当時、ウォードやクライはまだ十歳だ。訓練された盗とう賊ぞくにかなうはずがないだろう。

「追われて殺される寸前に、今度は何者かが野盗に襲おそいかかった。きっとそのどさくさに紛まぎれて、僕たちはテスケーラに逃にげ延のびることができた。ウォードは今でもその『何者か』を探しているみたいだけれど、僕は興味がない。どうせ野盗同士の仲間割れかなにかだろう」

　クライは首を振った。

「生きてテスケーラに辿たどり着けたのは、数少ない幸運のひとつだった。あのとき野垂れ死んでいたら、今のように時の迷めい宮きゆうに閉じ込められることにはならなかったんだろうけど……、皮肉な話だね」

「……それで、それからずっとテスケーラに？」

「ああ。僕とウォードとレニィ、そしてもうひとりはこの街に隠れるようにして住むことにした。身寄りのない僕たちが第四区に流れ着くのは当然の帰結だ。あの区画は治安も悪いし、水も汚きたなくて、人の住むような場所じゃない。それでも第四区を出ようとは思わないよ。なぜなら、街の中は安全だからだ」

　安全。俺はその言葉が妙みように耳に残った。

「魔ま物ものもいないし、野盗が集団で遅おそいかかってくることもない。だから僕たちは第四区にとどまっている。生き方がもう変えられないとしても、それでも僕たちは現状を受け入れてしまっているんだ。──これが、僕たちが塀へいの中にとどまっている理由さ」

　希き薄はくなクライの感情の奥に、俺は苦い連帯感を覚えた。

　それはなんだろうか。俺が会社に勤めて、人を騙だましてものを売るような仕事を続けながら、『生活のためだ』と自分に言い訳をして過ごしていた日々を連想させるようなものだった。

　クライは恐おそらく今の状じよう況きようが最善だとは思っていないのだろう。だがそれでも、今の自分を変えられないと思っている。思い込んでいるのかもしれない。

　なにもできないはずがない。でも、できないと思っているうちは、それが自分を縛しばりつける呪のろいのように作用するものだ。

「……なんだよ。なにか言いたいことがありそうな顔だけど」

　クライが不ふ機き嫌げんそうな目を向けてきた。

　俺は大人ぶってなにか言おうとしたが、結局は「いや」と首を振った。

　オッサンが人生経験に基もとづいたアドバイスをしたところで、若者は嫌がるだけだろう。

「事情はわかったよ。不ぶ躾しつけな質問をしてすまなかったな」

　俺が素す直なおに謝ったのが意外だったのか、クライは「へえ」とつぶやいた。

「そういう殊しゆ勝しようなところもあるんだね。知らなかったよ」

「当たり前だろ、いい大人だぞ。お前は今まで俺をどういうやつだと思ってたんだよ」

「強ごう引いんで理り不ふ尽じんで性急なおじさん、かな」

「いいところないなー！」

　俺は頭を抱かかえて叫さけぶ。

　そこでクライは物陰から検問を眺ながめ、「さてと」と話を変えた。

「じゃあまずは聖堂塔とうに向かうために、あの門を越えようか」

　そうだ、クライは以前に聖堂塔に忍しのび込んだことがある。あの門を越える方法も知っているんだ。

　俺にとっては心強いが、彼に引っ張られているだけというのは申し訳ないな……。

「なにからなにまですまないな、クライ……」

「問題ない。最初からあまり期待していないからね」

　あんまりにもあんまりな言葉を浴びて、俺たちは商業区である第二区へと戻った。




　大通りから外れた古びた市街の片かた隅すみに建っていたのは、ごく普ふ通つうの衣料品店だった。

　小物やバッグなんかも並んでいて、旅人向けというよりは、この街で過ごしている住民のための品しな揃ぞろえといった感じだ。

　俺たちの他に客はいない。クライは戸を押し開いて中に入っていった。

「こんにちは」

　カウンターの奥にいた店主のばあさんにクライが挨あい拶さつする。ニコニコと笑うばあさんは温和そうな雰ふん囲い気きだ。

「クライじゃないか。きょうはどうしたんだい？　今の季節の新作ならまだだよ」

「ターフィさん、こっちのおじさんはジン」

　俺は素直に頭を下げる。おじさんって年じゃないけどな……。

「あら、いい男じゃないか。ちょうどいいね、似合いそうな服があるんだ」

「それはあとで。彼は信頼できる男かどうかはまだわからないけれど、少なくとも僕のために死ぬ覚かく悟ごはあるようだ」

「ん、んっ!?」

　俺は勢い良くクライを見やる。なんだそれ、どういう紹しよう介かいだ!?

　だが、その言葉を聞いたばあさんは細めた目をゆっくりと開いた。俺が勝手に思っていたよりもずっと鋭するどい眼光が俺を貫つらぬく。な、なんだこのばあさん。

「あんたがそこまで言うなら、いいだろうよ。そいで、きょうはなんの用だい？」

「第一区に潜せん入にゆうしたい。服と通行証を見み繕つくろってくれ」

「そいつはまた、穏おだやかじゃないねえ」

　なるほど、どうやらここは非合法なことも取り扱っている店のようだ。薄うす々うすそんな気はしていたが。

「ウォードの使いかい？」

「いや、これは僕の独断だ」

「へえ、珍めずらしく無茶するじゃないか。ずいぶんと顔色も悪いし、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「……」

　クライは押し黙だまった。もしかしたら彼は、こういう荒あら事ごとが苦手なタイプだったのかもしれない。

「ま、金を払はらえば用意してやるよ。そっちの兄ちゃんの分もだね？」

「うん、お願い」

「ちょっと待ってな、今持ってくるから」

　ばあさんは立ち上がった。後ろのドアを開いてその奥へと入ってゆく。

　クライが小さくため息をついた。

「別にしたくて無茶をしたことなんて、一度もないんだけど」

　そのつぶやきはひどくつらそうに聞こえた。

　境きよう遇ぐうを聞いたときにも思ったが、こいつは望まない人生を送ってきたやつなんだろうな……。彼になにか声をかけようとした、そのときだった。

「み、見つけたああああああああああああああ！」

　あまりにも場ば違ちがいな叫び声に驚おどろきながら振り返る。すると、外に面したウィンドウにぴったりと顔をくっつけて、茶色い癖くせ毛げをもつ女子中学生ぐらいの少女がいた。

　その猫のような吊つり目がキラキラと輝かがやいている。

「レニィ……」

　嫌きらいな食べ物を目の前に突つきつけられたような顔で、クライはうめいた。

　そういえばレニィはずっとクライを捜さがしていたんだっけか、ウォードの命令で。

　レニィはドアを開いて中に入ってくると、クライの胸むな元もとに指を突きつけてきた。

「もう！　どこにいっていたんだよ、クライ兄ちゃん！　おかげでアタシは街中走り回ることになっちまったんだかんね！　この恨うらみは一生覚えておくかんね！」

　クライは目を逸そらす。その様子だと、ずいぶん会っていなかったようだな。

　しかしレニィは彼の様子に気づかず突っかかってゆく。

「どこでなんで油売っていたか知らないけどさ！　クライ兄ちゃん連れていかないとアタシがウォード兄ちゃんに怒おこられるんだかんさー！　ホラホラ、いくいく、ホラいくからね！　まったくクライ兄ちゃんは昔からホントそういうところあるんだから、だからアタシが面めん倒どう見てないといけないんだからホントもうそういうところホントもー！」

　レニィがクライの腕うでを強く引くものの、クライはその場から動こうとしなかった。

　ほえん？　と顔をあげたレニィに、クライは冷たい目で告げる。

「僕は少し、やることがある。君たちの下もとには帰らないよ。ウォードにもそう伝えておいてくれ」

「え!?　帰らないってなに!?　家出!?　いやそんな子どもじゃないんだから、ほら、さっさと歩く歩くー！」

「……」

　クライはレニィに背を向けた。拒きよ絶ぜつの姿勢だ。

　今までそんな態度を取られたことがないのだろう。少女の顔がさーっと青ざめてゆく。

「え、ちょっとどうしたのクライ兄ちゃん、いつもとなんか、様子がちがくない……？」

　そこで初めてことの重大さを知ったかのように、レニィは小さな体を震ふるわせる。

　レニィは目に見えて狼ろう狽ばいしていった。

「ちょ、ちょっとそんな、もしかしてお祭りの打ち合わせがめんどかった……？　ウォード兄ちゃんが強引だった？　ね、ねえちょっと、帰らないってそんなこと言わないでよ、クライ兄ちゃん、レニィがなんかしちゃった……？　あ、そ、そうだ！　ほら、帰らないとレニィが兄ちゃんに叱しかられちゃうから！　だから、ね、帰ろ!?　ね!?　まったくもー、クライ兄ちゃんのせいで怒られるなんて、アタシやだからねー!?」

「……」

　茶色の癖毛を振って取り乱すレニィに、クライはなにも言わない。完全に心を閉とざしていた。

　その後もレニィは冗じよう談だんめかしたり拗すねたフリをしてクライを懐かい柔じゆうしようとするが、そのどれもがうまくいかず、ついには半べそをかいてしまった。

　レニィはクライの正面に回り込みながらその大きな瞳ひとみを潤うるませて、すがりつく。

「も、もしかしてなんか怒っているの？　レニィなんか悪いことした？　ねえ、クライ兄ちゃんがそんなツンケンするなんて……。ね、ねえ、これなんかの罰ばつなの？　だ、だったらレニィ反省したからさ、お祭りの準備とかお手伝いしなくても、レニィがやってあげるからさ……ね、いつもの優やさしいクライ兄ちゃんに戻もどってよぉ！　ねえ、ねえ……」

　ぐずぐずと洟はなをすするレニィを見るクライは、俺と初めて会ったときのようになんら表情を浮うかべていない。押し殺しているのだろう。

　俺にはクライの気持ちが痛いほどにわかる。

　初めてリルネを死なせてしまったとき、俺は彼女を遠ざけた。リルネは怒ったが、それでも俺は優しい言葉を告げたりはしなかった。どんなに嫌われても、疎うとまれても、怒られても、彼女が死ぬよりはマシだと思ったのだ。

　拒絶されるほうはつらいだろう。けれど、自分の親しい人を遠ざけようとしなければならない立場の気持ちも、俺にはわかる。

　クライは耐たえ忍んではいるが、身を切られるほどに痛いはずだ。

　俺はふたりの間に割り込んだ。

　頭の中のリルネに『おせっかい』だとか罵ば倒とうされながら。

「まあまあ、待ってくれ、おふたりさん。ここは俺、ジンに説明させてくれ」

　今回のループでは初対面のレニィがまるで親の敵かたきを見るような目を向けてきた。

「……なんなのよ、あんた」

「いや、まあ、俺はおせっかい焼きでさ」

「……」

　なにも言わないクライをちらと横目に見て。

「あのさ、レニィちゃんだっけ」

「兄ちゃんたちじゃないんだから気安く呼ばないでくんない？　おじいちゃん」

「…………」

　俺の笑え顔がおが引きつった。おじいちゃんは初めて言われたな……。

　なんとか心を強くもち、言葉を続ける。

「クライは帰らないんじゃなくて、実はまだ帰れないだけなんだよ。なあクライ？」

　俺は馴なれ馴れしくクライの肩かたに腕を回す。

　レニィは猫ねこのような目をきょとんと瞬しばたたかせていた。

「……なに、それ」

　はっはっはと笑いながら、俺は両手を広げた。

「いや実はさ、クライはお祭りでちょっとやりたいことがあってさ、そりゃもう壮そう大だいで盛大で偉い大だいなものすごいイベントなんだよー」

「……は？」

　クライが顔をしかめて俺を見上げた。

　俺はアイコンタクトで合図を送る。まあまあ、俺に任せろ。

「で、実はそのことをウォードとレニィには隠かくしておきたかったんだ。つっても、今バレちまったけどさ。だから『きょうは』帰れないってことを言いたかったんだよクライは。まったくもう、こいつってば本当に噓うそをつくのが下へ手ただから、あんな言い方しかできなかったんだろうなー。なー、なー？」

　レニィは半信半疑の目で俺とクライを見比べる。

　クライはしばらく押し黙っていた。角度的にレニィからは見えなかっただろうが、なにか非常に苦く悩のうをしているように眉まゆを寄せていた。

　やがて彼は諦あきらめたように大きなため息をつくと、顔をあげた。

「まったく……、誰だれにも言うなよ、レニィ」

　困ったような笑みを浮かべながら、クライは唇くちびるに人差し指を当てた。

　レニィは大きく目を見開く。

「僕はきょう姿を隠す。だけど明日になったらアッと驚くような、誰も見たことがないようなお祭りにしてやるからな。チビたちみんなにも、一生忘れられないような思い出を作ってやるよ。だから、ウォードにもナイショだぞ」

「う、うん！」

　レニィは拳こぶしをギュッと握にぎって、その場で何度も大きくうなずく。

　潤んだ目を拭ぬぐうと、レニィはしかしその顔を赤く染めた。

「だ、だからって！　あんな風になにも言わないなんて、ずっこいぞ！　クライ兄ちゃんが噓をつこうとしたって、アタシにはすぐわかんだからな！」

「泣きべそをかいていたのは誰だっけかな」

「──ッ、あ、アタシじゃないかんね！」

　クライと彼に食ってかかるレニィの姿を眺ながめながら、俺はなんだか胸の中が温かくなるのを感じていた。

　じゃれあうふたりの子どもたちを絶対に守りたいという決意が、再び大きくなってゆく。

　涙るい腺せんが刺し激げきされて、目の前がかすんできた。あれ、俺ってこんなに涙なみだもろかったかな。

　笑いながら目を潤ませる俺を横目に、クライは眉根を寄せた。

「……なんであなたが泣きそうになっているんだよ、もう」

　呆あきれた口調だったが、その声の響ひびきは優しかった。




　レニィと別れ、ばあさんから通行証と上等な服を受け取り、着き替がえて、俺たちは聖堂塔とうへと向かった。

「あんな約束をしたところで、死んじゃったらなんにもならないんだからな」

　愚ぐ痴ちるようにつぶやくクライの肩を叩たたいて、俺は笑った。

「だったら、なんとしてでも、明日まで生きておかなきゃな」

　クライは不ふ機き嫌げんそうに口をへの字に結んだ。

「……アッと驚くような、誰も見たことがないようなお祭りだなんて、僕にはちっとも想像できない。だから、そのときにはあなたにも手伝ってもらうからな」

「ああ、任せておけ」

　ドンと胸を叩く俺からそっぽを向いて、クライはため息をついた。

「なんでそんなに嬉うれしそうなんだよ……」

　そううめくクライもまた、わずかに頰ほおを緩ゆるめていた。







　第三区の商人に変装した俺とクライは検問を抜ぬける。許可証があるからか、まったく疑われることはなかった。第一区の中にさえ入ってしまえば、あとは祭りの活気にあふれた街に紛まぎれることは容易だ。

　ちなみに服装を整えたクライは見み違ちがえるような美少年になっていた。彫ほりの深い顔立ちと、わずかに青みがかった髪かみが高貴な美び貌ぼうを引き出している。こいつのそばにいると、まるで俺がお付きみたいだ。

　そういえばリルネのときもそうだったな……。俺はもはや、そういう運命を背負っているのかもしれない。

「坊ぼつちゃま、さあ参りましょう」

「……？　何の真似まね？」

「まあ気にするな。俺はそういう星の下に生まれているんだ」

　俺は腰こしを折って、そそくさと先導する。クライは首を傾かしげながら俺についてきた。

　少し歩いて、俺たちは目的地に到とう着ちやくした。聖堂塔の周りはさすがに人が多い。祭りだからかな。初はつ詣もうでのようだ。聖堂にお参りするとなんらかのご利り益やくがあるんだろうか。

　俺は日本人的な考え事をしつつ、辺りを見回す。

　塔の周りには槍やりをもった見張りの兵士が何人も立ち並んでいる。

「ずいぶんと警護が厳重だな」

「そりゃあ聖女さまがいらっしゃるテスケーラの中ちゆう枢すうだからね。むしろ表の見えているところにいる兵士は少なすぎるぐらいだよ」

　そうか、中にはもっとたくさんの兵士や騎き士しがいるわけか。

　人の列に並んでいると、クライが声をひそめて俺に説明をしてくれた。

「聖堂塔は五階構造になっている」

　見物客が入れるのは一階のみ。そこには初代聖女の像があり、さらには代々の聖女の肖しよう像ぞう画がが飾かざられているんだとか。

　それをひと目見るためにこの人だかりか。すごいな。

　二階に騎士団の詰つめ所しよがあり、三階は聖女の身の回りの世話をするものたちの部屋。四階が聖女の儀ぎ式しきを執とり行う部屋になっていて、そして五階が聖女のプライベートルームなんだという。

　つまりグロリアスは二階にいるわけか。

　俺は塔を見上げながら、ぼんやりとつぶやく。

「聖女ってここでなにをしているんだろうな」

「退たい屈くつを潰つぶしているんだろう」

　クライは吐はき捨てるように言った。

　いや、そういう曖あい昧まいなことを聞きたいわけではなくてな……。まあいいか。

「で、どうやってグロリアスに会いにいくつもり？　プランは？」

「正面から堂々と訪ねていくんじゃだめだろうか。用があるんだし」

　俺の言葉にクライは「どうせそんなことだろうと思った」とつぶやく。まあ、俺は聖堂塔に来るのは一回目だしな……。

　クライは顎あごに手を当てる。

「手段はいくつかある。けれど、この時間にグロリアスが聖堂塔のどこでなにをしているかは、僕も正確に把は握あくしていない。だから、ある程度は賭かけになってしまうよ」

「そうか、ま、しょうがねえな」

　俺はぽりぽりと頭をかく。クライはそんな俺を見て眉根を寄せた。

「やぶれかぶれで回数を重ねるつもり？　何度も戻れるからといっても、そんな風に命を粗そ末まつにするような行ないは嫌きらいだ」

「いやいや、誰もンなこと思ってねえって」

　俺は手をパタパタと振ふって否定する。

「俺だって痛いのは嫌いやだし、もう死にたくなんてねえよ。だけど、動き出さなかったら確率はゼロだろ。やってみないとわかんないことは、やってみないとわかんねえんだよ」

　クライは俺を見上げたまま、さらに顔をしかめた。

「……そんなつもりで言ったようには聞こえなかったから」

　それはたぶん自分でも言い訳がましく聞こえたのだろう。きまり悪そうに目を逸そらす。

　俺はニッと笑って、クライの肩を叩いた。

「オッサンはいちいちシリアスになりすぎねえもんなんだよ。無む駄だに疲つかれるだろ？　ほら、クライも肩の力抜ぬけって」

「そういう人生の先せん駆く者しやを気取って自じ慢まんげに助言をするような人は、嫌いだ」

「あ、そ……」

　めっちゃツンケンしてんじゃん……。

　ともあれ、クライはなにか算段を立てたようだ。

「ま、たとえ失敗したとしても、オッサンと一いつ緒しよなら僕ひとりが落ち込むことにはならなさそうだ。どうせ失敗するのはオッサンのほうだろうし」

「んだよそれ」

　俺が笑うと、つられてクライもわずかな微び笑しようを覗のぞかせた。それは俺が初めて見るクライの笑え顔がおだった。




　剣けんや短剣は入口で没ぼつ収しゆうされた。まあ当たり前だな。

　俺たちは迷い込んだフリをして、二階への階段をあがる。この時間の見回りのルートはクライがすべて把握していたようで、驚おどろくほどにすんなりと二階へつくことができた。

「問題はここからだ」

　石造りの階段を上ったクライは物もの陰かげに隠れながら、辺りを窺うかがう。

　細長い廊ろう下かが左右に伸のびており、細い窓からは陽ひの光が差し込んでくる。

　二階は騎士団の詰所があるフロアだ。ここで俺たちが騎士と出くわさずにグロリアスを探し出せる可能性は低い。だったらせめて目星をつけてから向かわなければならない。

　確率が一番高いのは、聖女の騎士でありテスケーラ騎士団の団長であるグロリアスが事務作業をする団長室。パレードに出たあとでたまった仕事を片づけているのではないかと。聖女の騎士とはいえ、四六時中聖女と一緒にいるわけじゃないのは、俺たちにとってありがたい話だ。五階までいかなくても済むからな。

　次に二階にある稽けい古こ場ばで剣を振っている可能性。あるいは詰所で他ほかの騎士の指導にあたっている可能性。最悪なのはやはり、予定があって聖女の下もとへと行った可能性か。

　だったら、確率順に潰していこうか。

「クライ、案内を頼たのむ」

「あいよ」

　俺たちは身を屈かがめながら二階を歩く。

　クライはほとんど足音を立てない歩き方だ。それに比べて俺はどうしてもわずかな音が響いてしまう。せめてこいつの足手まといにはならないようにしなければ。

　しかしあちこちにあるドアの中からひとりでも騎士が出てきたら、一発アウトじゃないかこれ。心臓がドキドキする。

　まさか一いち撃げきで斬きり伏ふせられるとは思わないが、騒さわぎは起こしたくない。目的の達成が遠ざかってしまう。

　俺は無事を祈いのりながらクライのあとをついてゆく。

「ダメだ」

　刃は物もののような鋭するどい声を発して、クライが立ち止まった。

「かすかにドアの開く音がした。誰だれかが来る。このままじゃ鉢はち合あわせだ」

「マジかよ」

　辺りには隠かくれられるような場所はない。こういう場合は手近なドアの中に身を潜ひそめるのがセオリーなんだが……。

　くそ、どこもカギがかかっていやがる。

「仕方ない」

　クライはしゃがんで靴くつ底ぞこに手を当てる。すると彼の手のひらの中には、小さなナイフが収まっていた。隠しナイフか。

「お前、それ」

「こんなときのためにだよ。おじさんが注意を引きつけていてくれ、僕がやる」

「いや、待ってくれ！」

　時間はないが、俺は小声でクライを引きとめる。

「できれば殺したくはない。グロリアスと話をする前から騎士団と敵対したくないんだ」

「だったらどうするつもりなんだよ。もうそこまで来ているんだぞ」

「……俺に、任せてくれ。なんとか、してみせるから」

　俺は拳こぶしを握にぎって、彼にそう言い聞かせる。

「……」

　クライは舌打ちをしてナイフを懐ふところにしまう。

　いったいどうすればいいのかは俺自身にもわかっていない。

　だが、誰かに殺されたからといって、罪のない人を殺してまで目的を達成しようというのは、なにかが違ちがうんじゃないだろうか。聖女殺しの犯人だって、騎士団がグルになっているかどうかはまだわからないのだ。

　クライにうまく説明できなかったのが心残りだが、やるしかない。結果で彼を納なつ得とくさせなければ。

　俺は息を吸い込んで、「ええっと」とひとりごとをつぶやきながら曲がり角を曲がった。

　するとそこには、騎士と思われるふたりの男がいた。ひとりは髭ひげ面づらでゴツく、もうひとりは一流企き業ぎようの社員のようにスマートな顔立ちをしている。

「おいお前、なにやってんだここで」

「んん？　下の観光客か？」

　言葉が出なかった。

　目の前が赤く染まり、記き憶おくが刺し激げきされる。こいつらは──。

　泣きじゃくるリルネの姿が思い出された。そうだ、こいつらは俺を檻おりに閉じ込めて、リルネを拷ごう問もんしていたふたりじゃないか──。

　なんでこんなところで鉢合わせなきゃいけないんだ。俺は己おのれの不運を呪のろう。

　固く握った拳の内側で爪つめが皮を貫つらぬく。怒いかりが、衝しよう動どうが弾はじけ飛びそうだ。

　だめだ、こらえないと。

　内側から『復ふく讐しゆうせよ』という声が響ひびく。

　リルネの無念を晴らすのだ、と。

　黒き欲よく望ぼうは俺の胸を焦こがす。

「よ、よお！」

　俺は笑顔で手を挙げた。

「ジャッカス！　バリトン！　お前らここで働いていたんだな！」

　あいつらは顔を見合わせた。今ならどうだ。一撃は入れられるんじゃないのか。相手は戦せん闘とう訓練を受けた騎き士しとはいえ、不意を突つけばひとりぐらいは。

　いいのか、リルネのあの泣き顔をなかったことにしてもいいのか？　俺の中のなにかが俺を責める。

「誰だ？　お前の知り合いか？」

「いやあ……、そういえばバーで隣となりに座っていたのが、こんな顔だった気が……」

　あやふやな記憶をたぐり寄せる男の前、俺はバカのような愛あい想そ笑いを浮うかべていた。

　殺意は十分に隠せている。これだったらあいつらは無防備に俺の間合いに踏ふみ込んでくるはずだ。

　体が熱い。なにも知らない顔でこちらに近寄ってくるこいつらが憎にくい。お前たちのせいで、俺たちは──。

　俺は思いきり唇くちびるを嚙かみ締しめた。端はしが切れて血がにじむ。その痛みが、俺に理性を与あたえてくれる。

　──そうだ、ダメだ。

　違う。なかったことにしてもいいのか？　じゃない。

　なかったことにしなければならないんだ。そうだ、あんなことは起こらなかったんだよ。

　俺は顔をあげた。

「いや、実はさ、俺は」

　あ。

　声をあげたその直後、騎士たちの後ろにいつのまにか立っていたクライが、動いた。

　ひとりの男の口元になにかガーゼのようなものを当てる。すると男はたちどころに意識を失った。もうひとりの男が振り向いた頃ころには遅おそい。さらにその口元にガーゼを当てる。これでふたりはいともたやすく無力化された。

「お、お前っ」

　俺がなんとかするって言ったのに……。

　まあ、殺さずにいてくれただけ、マシか。

「おじさんの様子がおかしかったからだよ。そうじゃなかったらもう少し見ていてもよかったけど。ま、そっちが引きつけてくれていたから、楽にできた」

　こともなげにクライは言う。

　俺はというと、ふたりの騎士がその場に崩くずれ落ちる寸前に彼らを支えていた。あの勢いで倒たおれたら、どこか怪け我がしてしまうだろうしな。

　先ほどまで憎んでいたはずのふたりに、なぜそんな気き遣づかいをしてしまったのかはわからない。だが、考える暇ひまもなく俺は動いてしまったのだ。

　クライはそんな俺を見て、怪け訝げんな顔をした。

「……あなたも、この人たちにひどいことをされたんじゃないのか」

「え？」

　そうか。

　度たび重かさなる繰くり返しの中で、クライが一度も拷問を受けなかったなんてことは……。だとしたらクライも、こいつらにやられたことがあるんだな。

「騎士たちは口では街に住む人を別わけ隔へだてなく守ると言っておきながら、第四区の人間がどうなろうと知ったことじゃないんだよ。こんなやつらを殺すことに、躊ちゆう躇ちよする必要はないだろ」

　そこでクライは懐からナイフを取り出した。薬で昏こん倒とうした彼らにトドメを刺さすつもりか。

　俺はクライの手首を摑つかむ。

「……やめよう、クライ」

「なんでだよ。だってあなたも」

　俺は背中にびっしょりと汗あせをかいていた。

　こちらを睨にらむクライに、腹の中に抱かかえた憎しみを認めながらつぶやく。

「今はまだ、彼らは俺たちになにもしていない……。それがすべてじゃないか」

「……」

　クライは立ち上がる。

　彼はナイフを靴底にはめ直すと、ふたつ隣のドアを指さした。

「こいつらはあそこから出てきた。中から物音はしないから、そこに隠しておこう」

　俺は自分の主義にクライを付き合わせてしまっただろうか。

「悪いな、クライ」

「……いや」

　少年は首を振ふった。

「あなたの言うとおりだよ」




　さらに歩くと、グロリアスの団長室の前に辿たどり着いた。中の構造に詳くわしいクライがいなければ、絶対に途と中ちゆうで捕つかまっていただろうな……。

　俺は深呼吸をしてドアをノックする。

　クライは嫌いやそうな顔をしていたが、何事にも手順は必要だ。

「入れ」

　中から岩をこすりあわせたような声がした。

　いた。

　それは幸運のはずなのに、俺はここから今すぐにでも逃にげ出したい衝動に駆かられる。

　まるで自分自身の恐きよう怖ふと向き合う時間だな。俺は何度も斬り殺されたことを思い出しながら、ゆっくりとドアを開いた。

　中央には大きな机がひとつ。その奥に腰こし掛かけて書類の山に埋うもれながら、巨きよ体たいの怪かい物ぶつはこちらを見やる。

　白髪しらがの交じった金きん髪ぱつを後ろに流し、顔に刻みつけられたシワは厳しい半生を象しよう徴ちようしているがごとく深い。細めた目から覗のぞく眼光はなにもかもを白日のもとにさらすかのようだ。

　聖女の騎士グロリアス。お互たがいに剣けんをもっていない状態で対たい峙じをするのは、初めてだ。

　さて……、ここからが本番だ。

　俺とクライは中に入って、後ろ手にドアを閉めた。

「……なんだ？」

　グロリアスが警けい戒かいする様子はない。当然だ。こいつぐらいの強さなら、相手が誰であろうが余よ裕ゆう綽しやく々しやくで構えていられるだろう。

　ここから先はさらに慎しん重ちようにやらなければならない。まったく、緊きん張ちようが続くぜ。

　俺は宿で待ってくれているであろうリルネやスターシアの顔を思い浮かべながら、勇気を胸に口を開く。

「俺の名前はジン。折り入ってあんたに話があるんだ」

　クライは黙だまっていて、グロリアスは俺を値ね踏ぶみするように見つめている。

　恐おそろしい。妙みように喉のどが渇かわく。内臓が重く感じる。

　だが、これが前へ進むための手がかりになるかもしれないのなら──。

「きょう、聖女さまが危険な目に遭あうかもしれない。俺たちはそれを伝えに来たんだ」

　グロリアスが目を細める。

「我ら騎士団の仕事を侮あなどりに来たのか？」

　それだけで魂たましいを握り締められたような気持ちになった。

「ち、違う、そうじゃない」

　これじゃあウォードのときと同じ、二の舞まいだ。同じ轍てつを踏むわけにはいかない。

　本当にグロリアスが聖女を殺すのか。そうだとしたらその動機はなんなのか。今は少しでも多くの情報を集めなければならないんだ。

　やっとここまでこられた。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんだから。

「グロリアス、俺たちはあんたに聞きたいことがあって──」

「──なぜティリスを殺す」

　底冷えのするような声は、俺の隣の少年が発したものだった。

　クライ……？

　ここまで大人しくしていてくれたのに、なぜ急に。

「あんたがどうしてティリスを殺すんだ。あんたはずっと守るって言ったじゃないか。だから僕たちは、あんたにティリスを」

　彼は悔くやしさと憤いきどおり、そして悲しみを背負ったような瞳ひとみでグロリアスに迫せまる。俺はそれを止められなかった。

　グロリアスはクライを見て、眉まゆをあげた。それは明らかな驚おどろきの感情を示していた。

「……まさか、クライか？　なぜここに。いや、それよりもどうして私がそんなことを」

「しらばっくれても無む駄だだよ。僕はハッキリと見たんだ。あんたがティリスを斬きり殺すその光景を」

　なんだ……？　このふたり、知り合いなのか？

　ティリスって聖女のことだよな？　いったいなにをいっているんだ、クライは。

　だがそれよりも俺が気になったのは、多弁なグロリアスの態度だ。

「待て、クライ。私は我が宿命のために生きている。代々の聖女を守るという宿命のためにだ。剣に誓ちかい、ティリスさまに危害を加えるはずがない」

「だったらどうしてあんなことをしたんだよ！」

　これまでに出会ったグロリアスとはまるで違ちがう。俺が今までずっと、彼と敵対していたからだろうか。いや、きっと違う。まだなにかこの事件には隠かくされた仕し掛かけがある。

　俺は衝しよう動どうに駆られて、『鑑かん定てい』の力をグロリアスに使った。

　すると、以前とは違った情報が示された。






名　前：グロリアス＝ミョルニラン

種　族：人族

性　別：男

年ねん　齢れい：57

職　業：ナイト

レベル：？？？

称しよう　号ごう：？？？

スキル：？？？

固　有：？？？








　その多くは伏ふせられている。俺のレベルが足りないからだろうか。いや、それよりも、なんで『鑑定』がグロリアスに効いたんだ？

　聖女が殺される前と後。そのふたつでグロリアスのなにが違うのか。

　それは──。

　俺の思考とクライの怒いかりに水を差すようなタイミングで、ドアがノックされた。

「団長、お話が」

　返事の間もなくドアが開く。

　そこに立っていたのは、先ほど昏倒させたばかりの男。髭ひげ面づらのほうだ。彼は部屋の中を見回すと、俺に目をつけた。

「お前か」

　激高でも、使命感でもない。感情のない目が俺を捉とらえる。

　先ほど気絶させた男とは、まるで雰ふん囲い気きが違う。

　こいつは、何者だ──？

　まさか。

　──瞬しゆん間かん、俺は直感した。

　髭面の男はためらわずに剣を抜ぬき、俺に向かって斬りかかってきた。

「ジャッカス、待て！」

「オッサン！」

　グロリアスとクライが同時に叫さけぶ。

　俺はその瞬間、避よけるための一手を犠ぎ牲せいにして、彼に言葉を放った。

「──ジャッジ！」

　剣が振り下ろされて、俺の体が斜ななめに斬り裂さかれる。

　痛い、なんて痛みだ。

　喉のどからせり上がってきた鉄の味がする塊かたまりを口から逆流させながら、俺はその場に崩くずれ落ちてゆく。

　足に力が入らない。目に入るものは天てん井じようを照らすランタンの光だけだ。

　命が少しずつ失われてゆく。血が流れ落ちて床ゆかを濡ぬらす。クライやグロリアスの怒ど鳴なり声が遠くに聞こえる。

　そんな中、俺は笑っていた。

　視界に『鑑定』結果のウィンドウは表示されなかったから。

　やはり、そういうことだったのか。

　スターシアの見た黒こく衣えの化け物は、間ま違ちがいではなかったんだ。

　痛い。

　でも、よかった。

　これで、次こそは──。

　必ず、お前にこの拳こぶしを、届かせてやるからな──。




　──こうして、俺の意識は、五度目の闇やみに堕おちていった。










　意識が浮ふ上じようする。

　もはやそれは慣れた感覚だ。

　気がつけば俺は外に立っている。

　この目に差し込む太陽の光が眩まぶしい。

　続いて音が戻もどってきた。

「……あ、きょうはなにかお祭りがあるようですね」

　スターシアの声だ。いつもは焦しよう燥そう感かんに包まれながら耳にしていたその声を聞いて、俺は今なぜか、心が休まるのを感じた。

　そばに立つスターシアが童女のように目を細めて手を打つと、腕うでに挟はさまれた彼女の胸が柔やわらかそうに形を変えた。かわいい。

「あ、そう、お祭り、お祭りだったのね」

　リルネもちょっと顔を赤らめつつ、物もの珍めずらしそうに辺りをきょろきょろと見回している。

　意味がないことだとわかっていながら、俺は腹に手を当てた。そこに傷きず跡あとはない。俺は戻ってきたのだ。

　よし。

　やれる。俺の気持ちはまだまだ萎なえちゃいない。

　拳を握にぎり締しめて、顔をあげる。

　ごく自然に見えるよう笑って、ふたりに向かって手を伸のばした。

「じゃあ大通りのほうにいってみようぜ！」

「はい、ジンさま」

「まったく、はしゃいじゃって……、あんたは子どもねえ」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべるスターシアと、からかうように口元を緩ゆるめるリルネを連れ、心の底から思う。

　──俺は、この時の迷めい宮きゆうを脱だつ出しゆつする。

　今回でこのループを、最後にするんだ。




　クライは相変わらず、人ひと混ごみに紛まぎれながら大通りの雑ざつ踏とうに立っていた。あいつのスタート地点はここか。俺が来るのを待っていてくれたんだな。

　リルネとスターシアを急いで連れてきたため、まだパレードは大通りに到とう達たつしていない。通りに並ぶ人々は、今か今かとその時を待っているようだ。

「おーい、クライ！」

「……ん」

　声をかけると、クライはぼんやりとこちらを振ふり返ってきた。

「ああ、おっさん」

「ジンだよジン、いい加減覚えろ」

　クライに邪じや険けんにされうめきながらも、俺は内心ホッとしていた。前回の経験を共有できていることに対してだ。

　やはり俺たちは同じループを体験していたのだ。というよりも、クライのループに俺が巻き込まれたってことになるんだろうか。

　なんにせよ、また一から仲良くならなきゃいけないわけじゃないからな。だいぶありがたいことだぜ。

　ちなみに俺が引っ張ってきたリルネとスターシアは、俺にこの世界の知り合いがいることに驚いているようだ。「え？　誰だれ、誰？」というきょとんとした顔でこちらを眺ながめている。すまん、あとで事情は話すから。それより様子のおかしいクライが気になった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかお前。ちゃんと意識はっきりしているか？」

「……うん、ああ」

　俺の言葉にクライは気のない答えを返してきた。まるで白昼夢を見ているような顔だ。

　元に戻った時はいつもこんな顔をしているんだろうかと俺が心配していると、クライはぽつぽつと語り出した。

「あのあと、ジャッカスが僕に飛びかかってきたんだ。ナイフで応戦したが、狭せまい室内で逃にげきれずに刺さされてしまった。冷たくなりながら死を待っていたら、そうしたら……」

　彼は認めたくないとでもいうようにためらい、口を開く。

「あのグロリアスが、僕を守ろうとして……。致ち命めい傷しようを受けていた僕は、生き残ることができなかったけれど……、あのグロリアスが、何度も僕を斬り殺したはずのグロリアスが、僕を、かばって……」

　首を振るクライに、俺はなんて言おうかと考えていた。

　彼がグロリアスに抱いだいている憎にくしみは途と方ほうもない。それらすべてが間違いだと知らされたそのとき、どんな気分に陥おちいってしまうだろうか。

　わずかに悩なやむ。

　だが、結局は単刀直入がいいだろう。彼だって、真相に辿たどり着きたいと願う気持ちは本物のはずだと信じて。

「クライ、お前が今まで襲おそわれていた男は、グロリアスじゃなかったんだよ」

「……え？」

　顔をあげたクライの目には動どう揺ようが走る。

「俺の能力のひとつ『鑑定』は、相手が生物ならば確実に発動する。それがどんな化け物だろうがな」

「……」

「だが、俺を殺そうとしてきたグロリアスには発動しなかった。それはなぜか。やつの中身はもう生きているグロリアスじゃなかったってことさ」

「……言っている意味が、わからない」

「俺たちは、黒衣の怪かい物ぶつを追っている」

　俺は「いったいなんの話をしているのよ」とつぶやくリルネを横目に、クライへ告げた。

「グロリアスを操あやつっているのはきっと、俺たちの街を滅ほろぼした存在だ。俺たちが倒たおすべきは、そいつなんだ」

「……信じられない。まさかそんな、ありえない」

　クライは首を横に振った。

「ありえないってことなら、俺たちが同じ日を繰くり返すというこの現象だって、ありえないことのはずだろ」

「……それは、そうだけど……」

　言葉を飲み込んでゆくクライ。

　するとリルネが俺の手を引いた。

「ねえ、もしかして、その子って」

　ああ。リルネにはこう言ったほうが早いだろう。

「『エンディングトリガー』保持者だ」

「……そう、なんだ」

　驚おどろくというよりも、リルネの顔はむしろ不ふ審しんげであった。彼女は銀ぎん髪ぱつのツインテールを揺ゆらしながら、俺の胸に人差し指を当てて問い詰つめてくる。

「でも、なんでこの街にやってきたばかりのあんたが知っているの？　ていうかいつの間に知り合ったのよ。てか、黒衣の化け物はどこにいるの？　謎なぞが多すぎるんだけど」

「ああ、もっともな疑問だな。そのことに関しては、ちょっと長くなるんだけど、今は時間がなくてさ」

　そこで俺はスターシアが口元を押さえて固まっていることに気づいた。蝶ちよう々ちようのブローチが取りつけられた眼帯の奥の目から、わずかに液体がにじんできている。涙なみだだ。なぜ。

「スターシア？」

　彼女の肩かたを揺すると、目の焦しよう点てんが戻ってくる。

「なあ、スターシア、どうかしたか。お前、今」

「あ、ジンさま……」

　スターシアは安あん堵どしたような顔で、俺の手をぎゅっと握ってくる。両の手のひらは温かくて、女の子の感かん触しよくがした。突とつ然ぜんの行動に少しドキッとしてしまう。

「ど、どうしたんだよ」

　寄りかかってきた彼女は俺の胸に頭を預けてきた。まるで走った後のように息を切らしている。

　もしかしたらスターシアは、その魔ま眼がんでなにか違ちがうものを見ていたんだろうか。

「お前、今、視みえたのか？」

「はい」

　スターシアは力なくうなずく。

　しかしその態度とは裏腹に、発する言葉には力があった。

「わたしが感じた小さな人ひと影かげは、間ま違ちがいなくこの方です。黒こく衣えの怪物も、この方のすぐそばにいます。悪あしき気配があるんです」

　クライは押し黙だまっている。本当に倒すべき敵が他ほかにいると知って、心の整理がまだつかないのだと思う。
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　そしてリルネは腕うで組ぐみをしながら嘆たん息そくした。

「……よくわからないけど、シアの言うことだし、本当みたいね。ていうか、あんたもシアも便利系の能力があってずるくない？　あたしには火力しかないっていうのに」

「大丈夫さ。すぐにその火力を使わせてもらうからな」

「はあ？　こんな街中で？」

「ああ、こんな街中の人混みで、だよ」

　もうすぐで聖女さまを乗せたパレードがやってくる。その前にやるべきことはやらないとな。俺はみんなを道の隅すみに集めて、小声で作戦を話し出す。

　今度こそ誰も死なせず、誰も苦しませず、黒衣の化け物を倒すんだ。

　俺だけじゃない。クライだけでもない。俺たちの力で、必ず。

　──作戦を伝え終えると、クライとリルネは啞あ然ぜんとしていた。

「……それ、本気でやるのかい？」

「あんた、マジで言ってんの？」

　俺は拳こぶしを握にぎって大おお仰ぎようにうなずく。

「当たり前だ。お前たちにならできるだろう」

「そりゃ、可能か不可能かで言ったら、あたしにはできるけど……」

　リルネはクライをじっと見つめた。

「この子のこと、信しん頼らいしてもいいのね？」

「ああ。クライは俺たちの仲間だ。間違いない」

「そ。あんたが言うなら、いいわ、信じてあげる」

「なんでそれだけで……」

　間かん髪はつ容いれず断言した俺と、それを受け入れたリルネの態度に、クライは驚いていた。

　どこか不安げな顔をして、クライは俺を睨にらむ。

「……どうして出会ったばかりの僕を信じられるんだよ、オッサンは」

「そりゃま」

　俺は笑いながらクライの頭を乱暴に撫なでた。

「同じ剣けんで貫つらぬかれた仲だろ、俺たちは」

「それこそどんな関係だよっ！」

　腕うでを振ふり払はらいながら声を荒あららげてくるクライが面おも白しろくて、俺はニヤついてしまった。




　パレードがやってくるまで、俺とクライは大通りから外れた物もの陰かげに潜ひそんでいた。

　二手に分かれるのは心配であったが、リルネとスターシアならうまくやるだろう。

「まったく、なんなんだ」

　フードを深くかぶったクライがぼやいた。

「あなたの仲間たちは、みんなあなたみたいなやつらばっかりなのか。なんの保証もない僕を信用して、無茶な作戦に身を委ゆだねるだなんて。なにを考えているんだ、本当に……」

「別に、お前を盲もう目もく的てきに信用しているわけじゃないだろうよ」

　俺はつぶやく。

「ただ、リルネもさ、黒衣の化け物のせいで不幸になったやつがいるなら、助けてあげたいって思っているんだ」

「あなたたちは、どうしてそこまで……。ただのお人ひと好よしなんかじゃ済まされないぞ。死ぬかもしれないっていうのに……」

「リルネはさ」

　言葉を区切って、俺はぽりぽりと頰ほおをかいた。

「街が滅ぼされたって言ったろ。それがあいつの生まれ故郷だったんだ」

　クライの顔色が変わった。

「さっきもそんなことを言っていたけれど、……まさか、一夜にして住人が石に変わったという、テトリニの生き残りなのか……？」

　ああ、有名になってんだな。

　ま、さすがにそうか。

　後頭部に手を当てながら、あのときのことを思い出す。

「知っているなら話が早いな。あいつはそこの領主の娘むすめでさ。街のために戦ったが、ダメだった。ひどい有り様だったよ。あいつも、街も。知り合いも家族も友達も、みんな石に変えられてしまった。俺たちは凶きよう行こうを止められなかったし、自分たちの無力を嘆なげいた。もう二度と、他の人をあんな目には遭あわせたくないんだ」

「……」

「だから俺たちは、黒衣の化け物は許さない。そして助けられるやつは助けたい。そういうことさ」

　クライは俺の言葉を聞いて、しばらく黙り込んでいた。

　勝手にリルネの事情を喋しやべっちまったけど、あとで怒おこられるかな？　まあいいや、そんときはそんときだ。潔いさぎよく謝ろう。

「ま、恐おそらくこの時の迷めい宮きゆうは黒衣の化け物が作り出しているはずだが……、もしかしたら、聖女さまの力かなにかで、繰り返しが発生している可能性もある。その場合は、どうにかして別の手段を見つけなきゃいけないわけだけど……」

「……その点は、問題ないよ。これは聖女の仕し業わざじゃない」

「ん、そうなのか？」

「ああ」

　クライは確信をもった顔でうなずく。

「なんたって当代の聖女は、なんの力ももっていないお飾かざりでしかないんだからね」

　まるで神を嘲あざ笑わらうようなその発言に対し、俺は思わず聞き返していた。

「は？　そういうこともあるのか？」

「ないだろうね、普ふ通つうは」

　ため息をついて、クライは語り出す。

「聖女ティリスは、僕たちの幼おさな馴な染じみなんだ」




　クライの語った内容は、部外者の俺が聞いても驚おどろくようなことだった。

　もしこのテスケーラの街の住人が聞いてしまったら、どうなるのだろうか。

「僕とウォード、レニィとそれにティリスの四人は、命からがらこのテスケーラに辿たどり着いた。入場料も払えなかった僕たちは、街の外でただ死を待つだけの身のはずだった。けれどそこに通りがかったんだ。聖女の騎き士しグロリアスと、その一味が」

　一味とは、ずいぶんと刺とげ々とげしい言葉を使うものだ。

「それは偶ぐう然ぜんじゃなかった。当時の聖女さまは幼い頃ころから病弱で、十歳になる頃にはもう命は残り幾いくばくもなかったらしい。その聖女さまの遠見の力によって、瓜うり二ふたつの顔をもつティリスが見つけ出されたんだよ。グロリアスはティリスを引き取る代わりに、僕たちを街の中に住まわせてくれると言った。レニィはまだ小さかったし、僕たちはグロリアスの誘さそいに乗ったんだ」

　そう語るクライはまるで、罰ばつを待つ罪人のような顔をしていた。

「……それって、聖女の血筋は途と絶だえていたってことか」

「とっくに途絶えていたんだろうさ。この街はずっと昔から不思議な力をもつ女の子をさらってきては、聖女に祭りあげていたに違いないよ」

　そうか、同じように商キヤラ隊バンで旅をしていたもうひとりの幼馴染みか……。

　だからやけに親しげに聖女の名を呼んでいたんだな。

「そのティリスとは、その後は？」

「言葉を交かわしたこともないよ。彼女は街の守り神であり、僕たちは小こ汚ぎたない第四区の住人だ。住む世界が違ちがうんだ。ずっと、ずっと、そうだった。遠くからティリスを眺ながめて、僕はそれだけでよかったんだ。彼女が着るものに困らず、安全な場所で寝ねて、腹いっぱいご飯を食べれたなら、それだけでさ。僕にとっては十分なんだ。それなのに──」

　少年は心の中になにかを押し殺しながらも、語り続けた。

「この時の迷宮で、ティリスは何度も死んだ。殺され続けたんだ。きっと痛かっただろうに。グロリアスがティリスを殺したと言っただろう？　あのとき、目が合ったんだ。ティリスは死ぬ間ま際ぎわ、僕を見ていた。そうして、静かに微笑ほほえんだんだ。そんなことってあるかよ。あの弱虫で、泣き虫なティリスがだ。僕はなにもできなかった」

　クライは心の底から悔くやしそうだった。決して自分を許さぬように唇くちびるを嚙かみ締しめていた。

　俺はそんなクライを見ながら、何度も自分が死に続けたことを思い出した。リルネを助けてやれなかったことが悲しくて、心が壊こわれてしまいそうだったときのことを。

　そうか……。

　こいつはずっと、自分のためじゃなくて……。

　たったひとりの、大事な女の子のために、戦い続けていたんだな。

　そんなにもぼろぼろになって、さ。

　大したやつだよ。

　俺を見上げたクライが、顔をしかめた。

「おい、オッサン……、なんであなたが泣いているんだよ」

「え？　あ、あれ？　おかしいな」

　俺はゴシゴシと顔を手の甲こうでこすった。

　これから作戦があるっていうのに。泣いている場合なんかじゃないのに。

「ごめんな、クライ。でも、俺は感動したよ。絶対にお前を助けてみせるからさ。いや、もちろん頼たのまれなくても助けるつもりだったけどな」

　そんな俺を眺めながら、クライは鼻を鳴らす。

「……ふん、言っておくけれど、僕はあなたに一度も『助けてくれ』だなんて言っていないからな」

「ん、そういえばそうだった、か？」

　別にそんな大事なことではないから、気がつかなかったよ。

　俺はクライを助けたいから、ただ助けようとしているだけだしな。

「それを踏ふまえて、あなたに言いたい」

　クライはそっぽを向いたまま、頰を赤くした。

　ためらいがちに俺を横目で見て、小さく口を開く。

「助けてくれ。どうかティリスを。……頼む」

「ああ」

　一も二もなくうなずいた俺は、クライの背中を叩たたいた。

「絶対に、約束する。俺に任せろ、クライ」

「……うん」

　その直後だ。

　大通りのほうから爆ばく発はつ音おんが響ひびいてきた。

　炎ほのおに灼やかれた風は乾かわいていて、俺たちの髪かみを揺ゆらす。

　目配せもなく、俺たちは弾はじかれたように駆かけ出した。

　始まったのだ。




　大通りには、ひとりの娘むすめが行く手を塞ふさぐように立っていた。浮うき足立つ騎士たちを正面に見み据すえ、少しも怯ひるむことなく。

　やっぱりああいう役はすげー似合ってんな、あいつ。

　銀の髪をもつ彼女は炎の精せい霊れいを使し役えきし、顔に巻きつけた布で正体を隠かくしながら叫さけぶ。

「お祭り騒さわぎはここまでよ！　今すぐみんな馬車から降りて、パレードを中止しなさい！　さもなくば──」

　彼女が腕を振るえば、再び爆発が起きた。砕くだかれた大地には炎の跡あとがこびりつく。

　逃にげ惑まどう街の住人の叫び声にも負けない大声を張り上げ、リルネは宣告した。

「──皆みんなここで、焼け死ぬことになるわ！」

　さあ。

　この繰くり返す時を、終わりにしようじゃないか──。
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　騎士たちが続々と集まってくる。包ほう囲い網もうが形成される前にリルネは飛んだ。

　同時に風の魔ま法ほうを使用しているのか、彼女の跳ちよう躍やく力りよくは人間離ばなれしている。近くの建物の屋根に飛び乗ったリルネは、騎士たちを前方に捉とらえながら炎の精霊に命を下す。

「アシード！」

『承知』

　するとリルネの右みぎ腕うでに絡からみつきながら顕けん現げんしたサラマンダーは、その口こう蓋がいからいくつもの火か炎えん弾だんを放った。

　次々と地上に降り注ぐ炎は、うまく住人たちを避よけて打ち込まれていたものの、浴びせられる側の騎士たちにとってそんなことはわからないだろう。

「ゆけ！　ゆけ！　早く捕つかまえろ！」

　怒ど鳴なり声をあげているのは、赤いマントを着た騎士だ。他ほかのやつらに指示を下している。この現場の指揮権を持っているのはあいつか。

　俺は民家の陰かげに隠れながら小さく「ジャッジ」とつぶやく。

　よし、ステータスが表示された。あいつは黒こく衣えの化け物じゃない。妻と子どもがいる四十二歳の平へい凡ぼんな騎士長だ。

　リルネが騒ぎを起こしているところで、集まってきた騎士を俺がどんどんと『鑑かん定てい』してゆく。目的は鑑定が効かない敵を見つけ出すことだ。

　まあ、騒ぎってレベルじゃないけどな、これ。大通りはパニック状態だ。叫び声や悲鳴が響いている。

　そんな住人たちをかき分けているため、騎士たちは思うようにリルネを捕まえられずにいた。

　グロリアスは──。

　まだ動いていない。あくまでもあいつは仮面の聖女を背にかばっている。

　すまんリルネ、もう一息だ。

「まったく、本当に無茶言うんだから！　なんなのよ！　急に！　こんな！　言っとくけどあたしは普ふ段だん、虫も殺せないようなか弱い女の子なんだからね！　──邪じや魔まだ！」

　取っ摑つかまえにきた騎士めがけて、リルネは暴風を手のひらから発生させた。その場に踏みとどまれない騎士たちが一いつ斉せいに吹ふき飛ばされてゆく。虫も殺せないが、騎士は平気でぶっ飛ばせるらしい。
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　風魔法も第四位のスーパー魔法使いサマは、さすがだな。

「ああもう！　もう二度とくじけないとは言ったけど！　ちゃんとあとで説明してもらうからね！　ジンー！」

　しかし、ろくに説明もしていないのに、ここまで大暴れしてくれるなんてすごいなリルネ。騎士たちがまるで枯かれ葉はのように吹き飛ばされてゆく。下級騎士では相手にならないようだ。

　あいつ、やっぱり才能あるよ、うん。大暴れする才能。あるいは子どもの頃からずっとテロリスト相手に無む双そうする光景を妄もう想そうしていたのかもしれない。

　と、見とれている場合じゃない。

　しかしどんなに探しても、騎士たちの中に黒衣の化け物は見当たらなかった。

　こんなに『鑑定』を連打するのは初めてだ。

　やがて一回ステータスを見るごとに、頭痛が走るようになった。これはなんだろうか。痛みは回を重ねるごとに、ズキンと主張をし出す。やがて思わず声が漏もれるほどの苦痛へと変わった。

　こんなの聞いていないぜ。

「うぐっ……、く、なんだよこれ……、ただ見るだけの能力に、こんな代だい償しようがあったのかよ……」

　早くこの中から黒衣の化け物を見つけないと……。

　効かない相手がいるはずだ、鑑定が……。

　いるはずなのに、見つからない。

　もしかしたら俺たちの目的に気づいて、高みの見物をしているのか？

　パレードには、来ていない？

　だとしたら、このままでは。

　リルネはまだ余よ裕ゆうがありそうだけれど、追い込まれてからじゃ離り脱だつする時間がなくなっちまう。

　いい加減焦じれてきたそのときだ。

　──ついに、グロリアスが動いた。

　仮面の聖女に一礼をすると、彼は事態の収しゆう拾しゆうを図はかるために、馬車を降り立つ。

　俺はリルネに合図をするため、バッグから発はつ煙えん筒とうを取り出した。近所のホームセンターで買ってきた発煙筒だ。お値段は七百九十八円。すり薬をこすって点火する。それを思いきり投げつけた。

「なんだ!?」

「これは、火薬か!?」

「火が出ているぞ、下がれ！」

　この世界の人はだれも発煙筒なんて見たことないもんな。

　浮き足立つ騎き士したちの足元で、赤い光が激しく燃える。それを見たリルネは手はず通り後方へと飛び立った。

「む」

　馬車から降りたグロリアスが、突とつ然ぜんテロを仕し掛かけてきた謎なぞの女を追おうか追うまいか一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした隙すきに──。

　──クライが姿を現した。

　少年は騎士たちの間を駆け抜ぬけてゆく、人ひと混ごみに紛まぎれながら間かん隙げきを縫ぬうように馬車に近づくと、音もなく跳とんだ。

　馬車の上に降り立った少年は、先ほどから立ちすくんでいた仮面の聖女へと、手を伸のばす。

「いこう、ティリス」

「──」

　そのとき、聖女がなにを言ったか、俺には聞こえなかった。

　だが、彼女は抵てい抗こうをしなかった。

　クライが聖女を抱だきかかえて、馬車からさらに跳んだ。

「えっ、あ、きゃああああああああああああああああ！」

　絹を裂さいたような叫び声をあげる聖女を見るのは、きっとみんな初めてだろう。

　人々は目を丸くしていた。それは騎士たちもだ。どちらかというと聖域に踏み込んでしまったような、そんな戸と惑まどいが強かったのだろう。皆が足を止めた。

　ただひとり、グロリアスだけが己おのれの職務を全まつとうしようと動いていた。

「聖女さま──！」

　グロリアスは剣けんを抜く。だが剣を振ふるえば聖女も巻き添ぞえにしてしまうだろう。

　だから彼はクライを追うことにした。その行く手を遮さえぎるのはやはり、我らがスーパー魔法使い。

「蜥バー蜴ンス槌トラ炎イク！」

　いくらグロリアスといえども、クライの姿に気を取られ、聖女を追いかけながらでは、リルネの魔法をまともに食くらうのも致いたしかたないことだろう。

　我らが煌フレ炎アマ師スターの放った炎の槌つちは、まさしく跳躍した瞬しゆん間かんのタイミングにドンピシャ。グロリアスに打ち下ろされる。

　地面に叩たたきつけられたグロリアスは動かない。周囲にいた騎士たちも動どう揺ようを隠せないようだ。なんといっても、あの化け物のように強いグロリアスが叩きのめされたのだから。

　リルネは自らの雪せつ辱じよくを、自ら果たしたのだ。

　しかしこれが致ち命めい傷しようには至らないことを、俺やクライはもう十分すぎるほどわかっていた。不意の魔法一発で仕留められるほど、聖女の騎士はやわではない。

　仮面の聖女をさらい、俺たちはその場から逃とう亡ぼうした。

　さあ、追ってくるがいい、グロリアス。

　そこにきっと黒衣の化け物が現れるはずだから──。




　俺たちはスターシアが用意していた馬車に乗って、第四区へと向かっていた。

　今のところはなにもかもがうまく行きすぎている。こわいほどだ。

　だがここに辿たどり着くまでに、クライの何十回もの失敗ループがあったことを考えれば、この成功は必然とも言えるだろう。

　すぐに騎士たちは追っ手を差し向けてくるだろうが、それまでに多少なりとも時間は稼かせげる。その間に、こちらも準備を整えなければならない。あとは時間との戦いだな。

　馬車の中は手て狭ぜまで、俺とクライ、それにリルネと聖女とスターシアの五人でいっぱいいっぱいだった。

　聖女には、リルネの着ていた外がい套とうを頭からすっぽりとかぶせてある。彼女の長い金きん髪ぱつはちょっと目立つからな。

　クライの顔を見たからか、聖女さまはずっと大人しくしてくれていた。もし泣き喚わめかれたら、違ちがったルートで第四区に向かわなければならなかったところだ。

「傍はた目めにはあたしたち、完全に人さらいの集団よね……」

「傍目というか、やっていることはそのまんまというか……」

　御ぎよ者しやに聞こえないようにリルネと囁ささやき合う。

　スターシアひとりがうふふと笑っていた。

「なんだかこういうの、楽しいですね」

「そ、そうか？」

「はい、とってもドキドキします」

　それはドキドキというか、ハラハラなんじゃないだろうか……。

　ぎゅうぎゅうの車内で熱っぽくスターシアに見つめられて、俺もドキドキしてしまう。

　密着していると、耳からこぼれ落ちる亜あ麻ま色いろの髪かみから漂ただよってくる香かおりが、鼻び孔こうをつく。ここしばらくずっと人ひと心ごこ地ちつけなかったからな……。久々のスターシアの色気にくらっときちゃうな。

　そんなことを思っていると、リルネが面おも白しろくなさそうな目でこちらを眺ながめていた。

「ちょっとそこのふたり。こんなときにえっちなムードにならないでくれない？」

「だ、誰だれがだよ！」

「そ、そんな、わたしは、違いますっ」

　慌あわてて顔を赤くしながら否定するスターシアに、リルネはため息をつく。

「まったく、これだから今どきの若い娘むすめは……」

　スターシアが今どきの娘かどうかはともかくとして、そう言っているリルネは完全にお局つぼね様のようだ。外見年ねん齢れいは十五歳なのに……。

　それはそうとして、だ。

「……急にごめんな」

　クライは俯うつむきながら、隣となりの少女へと声をかけた。

　少女は声を出さずにふるふると首を振った。

　俺は『鑑定』を使う。

　脳が引っかかれるような強きよう烈れつな痛みが俺を襲おそった。思わず両目をきつく瞑つむってしまう。そのうち痛みで気絶するんじゃないだろうか。ひどいもんだ。こりゃあ、もうあと何度も使えねえな……。

　出てきた聖女のステータスは以下の通りだ。






名　前：ティリス＝ミルキス＝テスケーラ

種　族：人族

性　別：女

年ねん　齢れい：16

職　業：聖女

レベル：21

称しよう　号ごう：十九代目聖女、まがい物の聖女

スキル：人族語、森族語、岩族語、呪族語、政治第八位








　固有スキルもなにももっていない。

　本当に、ただの女の子なんだな。

　クライはなにか話しかけようとしているが、言葉が出てこないようだ。意味のない「あー……」といううめき声が漏れている。彼はようやく決意して、ぎくしゃくと聖女に話しかけた。

「元気に、していたか？」

　少女はこくりとうなずいた。

「急にこんなことして、ごめんな」

　再び謝罪。少女は首を横に振る。

「乱暴に担かついだけど、大だい丈じよう夫ぶか？　どこか痛むか？」

　ふるふる。少女は首を振る。

　見ているこっちが恥はずかしくなるような青春のムードが漂ってくる。隣ではリルネが焦れているような顔をしていた。いや、わかるけどお前、そんな態度に出すなよ……。

「ていうか、なんで聖女サマをさらったわけ……？」

「それには深い事情があってだな……」

「さっきからあんた、あたしのこと後回しにしすぎじゃない……？　優先順位低すぎて、だんだんムカついてきたんだけど……」

「いや本当に心から申し訳ないとは思っているんだ」

　俺は平身低頭の姿勢で平謝りをした。

「だから『エンディングトリガー』を達成するため、せめてきょうが終わるまでは事情もわからぬまま戦ってくれ」

「丸一日って長くない!?」

　まったく……、とぶつぶつ言いながらもリルネは口を閉じた。本当にきょうが終わるまで事情もわからぬまま戦ってくれるんだろうか。なんだよこいつ、天使か。あるいは年の功か。

　口に出すとまた怒おこられそうなので、俺はもじもじしている目の前の青春ふたり組に向き直った。

「ティリスちゃん、って言ったか」

「……え？」

　女の子は自分に話しかけられたことにしばらく気づかなかったようだ。顔をあげて、仮面の奥のぼうっとした目で俺を見つめてくる。

　そこで初めて容姿を観察する機会を得られた。

　金色の髪を結ゆって、長い三つ編みにして前に垂らしている。肌はだは透すけるように白かった。遠巻きに見ているときは神こう々ごうしくも感じたが、近くにいるとその肌の白さは病的だ。長くは生きられないカゲロウを連想させられる。

　仮面の奥の瞳ひとみは、両方ともに水面のような蒼あお。片方を眼帯で隠かくしているスターシアとは違い、特別な目をもってはいないのだ。それを隠すための仮面でもあるのだろう。

　俺は頭をかきながら、口を開く。

「こんなことになっちまったのには事情があるんだ。実は君の身に危険が迫せまっていてさ」

「……」

　ティリスはぼんやりとしている。俺の話を聞いているのかどうか。

「その危機を脱だつするために、俺たちやクライがいる。手て荒あらな真似まねはしない。俺たちを信じてついてきてくれないか」

　するとティリスはなにかを探すように目を左右に振る。クライではないのか。

「私は」

　ぽつりとつぶやく。

「別に、いい」

　え？

「私が死んでも、別に、誰も悲しまない」

　ティリスは俯きながら、そう言った。

　その言葉にクライはショックを受けているようだ。口を開いて声にならない言葉を探していた。

　突つっかかったのは、リルネだった。もともとイライラしていたのもあったのだろう。

「ちょっと、そういう言い方はよくないんじゃない？　これだけの人があんたの安否を心配して、それに騎き士し団だんの人たちだってあんたのために戦っていたのに」

　ティリスは首を振ふった。

「私が死んだら、また新しい人が聖女になるだけ、だと思います」

　確信めいた声で、彼女はそう言う。

「必要なのは聖女という器うつわ。私が死んだら次の聖女を探さなきゃいけないから、みんながちょっと面めん倒どうそうな顔をすると思いますけど、でも、それだけです」

　仮面の奥のくぐもった声に迷いはなかった。

　俺はティリスに尋たずねる。

「それはグロリアスもか？」

「はい。あの人とも、職務以外に口を利きくことはありませんでした」

　こともなげにうなずくティリス。再びリルネがなにかを言いかけていたが、しかし俺はそれを手で制した。リルネは不満そうに俺を睨にらむ。ごめんな。

　でも、俺たちなんかより、よっぽど腹に据すえかねているやつがいるからさ。

「……ティリス」

「クライ」

　少年が顔をあげる。彼はティリスを力強い視線で見つめていた。

「僕はそんなの信じない」

「信じない、って……」

　ティリスが戸と惑まどう気配。

「お前は助けてもらいたがっている。本当は死にたくなんてないはずだ」

「……そんなの、どうしてクライにわかるの」

　ティリスは拗すねたようにつぶやいた。

「わかるんだよ」

　クライがティリスの肩かたを摑つかんだ。狭せまい車内で、彼女と顔を突き合わせる。

「だって、僕は見たから。お前が僕に向かって手を伸のばしていたときのことを」

「……そんなこと、していないよ」

「噓うそつけよ。僕たちの中でお前が一番のビビリだったくせに、そんなにすましているなんて似合わないんだよ」

　その発言で、ティリスはムッとした声になる。

「そんなの昔の話。私は大人になったの。もうクライの知っている私じゃないんだから」

「僕だって大人になった。でも変わらないものだってあるだろう」

「そう信じたいのはわかるけれど、私は聖女なんだよ。お互たがいの立場だってなにもかも変わったのに、そんなの虫がよすぎるよ」

「意地を張っているのはお前だよ、ティリス。なんと言おうと僕はお前を救うんだ。嫌いやだって言われたって、知ったこっちゃない」

「なにそれ、すぐにグロリアスがやってきてお仕置きされちゃうよ」

「僕はあんなやつ怖こわくない」

　言い争うふたりを前に、リルネは肩を竦すくめて『呆あきれた』とでも言いたげな眼まな差ざしを送ってきた。

　まあそう言うな、リルネ。三み十そ路じのお前はもう忘れたかもしれないけど、これだって大切な通過儀ぎ式しきさ。

　ティリスはクライを見て、怒いかりをあらわにした。

「それで、私を誘ゆう拐かいするために、こんなおおごとにしたの？　いろんな人に迷めい惑わくをかけて、……捕つかまったらクライが殺されちゃうよ」

「僕のことは、今はいい」

「よくないでしょ」

　歯は嚙がみをして、ティリスはうなる。

「だったら私がなんのために我が慢まんして聖女なんてやっていたのか、わかんなくなっちゃうよ……」

「それは」

「ウォードもクライもレニィちゃんだって、私のおかげで中で暮らせているんだから……、私が聖女さまだから、みんな助かっているんでしょう……！　私がちゃんと聖女をしているから、第四区がお目こぼししてもらっているって……。だから、ちゃんと聖女をやらなきゃって、ずっと思って、がんばってきたのに、クライが死んじゃったら……」

「ティリス」

　クライがティリスの肩に手を置いた。

「僕は、お前が死ぬのが、一番嫌だよ」

「……なんなのそれ、今は私が話をしているのに。人の話を遮さえぎっちゃダメって、私ちゃんと習ったんだよ」

「僕はそんな礼儀は習っちゃいない」
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　そのまま、少年は少女の頰ほおに手を当てる。

「いつだって、お前が苦しんでいるときには力になろうって、そう思っていたんだ。ずっと、そうだ。だから僕はテスケーラにとどまっていた。いつかこんな日が来るときのために、強くなりたかったんだ」

　その声はとても優やさしかった。

　死の淵ふちに立つ男が、娘むすめを想おもって告げるように。

「ずっと見てたよ、ティリス。毎年、独立祭で、お前が馬車に乗っているのを見るのが、一年の楽しみだったんだ。お前が毎年毎年、少しずつ背が伸びて大人になってゆくのを見るのが幸せだった。手が届かなくても、ただそれだけで」

　ティリスはしばらく押し黙だまっていた。

　わずかにこわばった声を漏もらす。

「……知ってる」

　ティリスは少年を上うわ目め遣づかいに見上げた。

　仮面の奥の瞳が潤うるむ。

　涙なみだ声ごえがこぼれた。

「だって、私も毎年、見ていたから……、クライのこと」

「ティリス……」

　クライはそっとティリスを抱だきしめた。

　彼にもまた、ずっとずっと言いたい言葉があったんだろう。

　それがあったからこそ折れずにいた心が、思いの丈たけを語る。

「僕はお前に死んでほしくない。会えなくても、生きていてほしいんだ。そのためになら、僕はなんだってする。今度こそ、絶対に守るから、だから、──僕たちと一いつ緒しよにきてくれ、ティリス」

　何十回も助けられずに少女を失い続けたクライの、万ばん感かんの想いが込められた言葉だ。

「……うん」

　クライが両手でティリスの仮面を外すと、そこにはまだあどけなさを残した少女がいた。誰だれがどう見ても、大人には見えない。自らの生き死にに悩なやむ必要のない年とし頃ごろの、少女だ。

　しばらくふたりは見つめ合っていた。その沈ちん黙もくはなによりも尊いものに見えた。

　いかん、涙なみだぐんでしまう。

　俺は洟はなをすすっていた。

　クライはそんな俺を見て、かすかに微笑ほほえんだ。

『ありがとう』と言われた気がした。どういたしましてだよ。

　よかったな、クライ。だが肝かん心じんなのはこれからだぞ。

　一方、少年少女を眺ながめていたリルネは頰ほお杖づえをついてつぶやいた。

「……結局、のろけじゃないの」

「おいおい」

　その言葉は俺にしか聞こえなかっただろうが、ちょっと少年少女を羨うらやむのはみっともなくありませんかね、リルネさん。




　第四区の入口前で俺たちは馬車を降りた。

　御ぎよ者しやをしてくれたのは衣料品店の店主、ターフィさんだった。馬車を用意してくれたのも彼女だ。俺が頭を下げて「ありがとうございました！」と言うと、にやりと笑って。

「兄さんがいい男だったからね、特別さ。クライの坊ぼうやを頼たのんだよ」

　そんなことを言ってくれた。クライは顔をしかめていたが、ターフィさんは笑っていた。なんだかんだ街の人に愛されているじゃないか、クライ。ターフィさんはそのまま馬車を回れ右させて、去ってゆく。

　さて、急いで第四区へと向かおう。すると、遠くから蹄ひづめの音と馬のいななきが聞こえてくる。騎士団が俺たちを追ってきているのだろう。

　のんびりとはしていられないな。早く行かなくては。

「大だい丈じよう夫ぶか？　僕が担かつごうか？」

「ううん、走れるよ、へいき。ちゃんと運動はしていたんだよ」

「そうか。でもなにかあったらすぐに言うんだよ」

「うん、ありがと。クライはあいかわらず、優しいね」

　ティリスの手を取りながら彼女を気き遣づかうクライを見て、俺は思わずにやけてしまった。

　それに気づいたクライが俺を見て、照れ隠かくしに目を吊つり上げる。

　ふっ、いいじゃないか若わけえの。そういうのはどんどんとやればいい。青春だな。

　と、俺がおっさん臭くさくそんなことを思っていると、リルネに背中を叩たたかれた。

「あんたもまだ若いでしょ。ほら行くわよ」

「なんで考えていることがわかったんだ。てかリルネも、見た目は若いよな」

「なに言ってんの？　あたしは十五歳になったばかりでしょうが」

「お、おう？　……そうだな」

　なんだリルネ、そういうキャラでこれから押し通そうとしているのか。

　頰をぷっくりと膨ふくらませながら、リルネが俺を上目遣いに睨にらむ。

「なによ、なんか言いたいことでもあるの？　ジン」

「大丈夫か？　担ごうか？　なにかあったらすぐに言うんだぞ」

「ぶん殴なぐるわよ」

　あのふたりを羨んでいると思ったのに。お嬢じよう様さま、手厳しい。

「大丈夫です、リルネお嬢様。お嬢様は若くてお美しいです。俺のカリスマです」

「今度はなんかすんごい噓うそくさいわね……。こっちは物心ついたときからお世辞なんて言われ尽つくしているんだからね。だからあんたはいつも通りでいいのよ」

「俺のカリスマっていうのは本当なんだけどな」

　魔ま法ほうも使えるし、それにリルネはいつもカッコイイからな。

「え？」

　ぼそっとつぶやいた言葉を聞いて、リルネの顔が少しだけ赤くなる。

「い、いいから！　そんなこと言ったって別になにも出ないんだからね！　ていうかあんたにはスターシアがいるでしょうが！　変なことを言っていないで、いくわよ！」

「はいはい」

　スターシアになんの関係がと思いつつも、俺たち五人は第四区へと向かった。そこでグロリアスたち騎き士し団だんを待ち受ける予定であった。

　寂さびれた通りや打ち捨てられた区画を走る俺たちは、住人の目に奇き異いなものとして映っただろう。

　だが、先頭を走るのが針猫団副団長として名が知れ渡わたっているクライであるため、それに気づいた人々は特に行く手を塞ふさいでくるということはなかった。

　ティリスは走りながら、不思議そうな目であたりを見回している。

「話には聞いていたけど、第四区って本当にこんな感じなんだ」

「悪いな、聖女のお前を汚きたない場所に連れてきちまってさ」

「ううん、商キヤラ隊バンにいたときを思い出して、楽しいよ」

　ティリスは笑え顔がおを見せた。いい子だな、聖女さま。

　そんな俺たちの前に立ちはだかったのは、まいどお馴な染じみの悪い子であった。

「アーッハッハッハ！　そこをゆくあなた方、高そうな杖つえと剣けんを持っているじゃないか！　命が惜おしければ、その高そうなモンを置いて──」

　路地裏で待ち構えていたレニィだ。

　その前にぬっと歩み出たのは、仏ぶつ頂ちよう面づらのクライ。

「僕のツレなんだけど、命が惜しければなんだって？」

「ひええ!?　クライ兄ちゃん!?」

　スタンバイしていた子どもたちが空気を読んで引っこんでゆく。取り残されたのはレニィただひとりである。

「レニィちゃん、昔はあんなに優しい子だったのに、今は追い剝はぎなんてやっているんだねえ……」

「えっ!?　えっ、えっ、まさかティリス姉ちゃん!?」

　久しぶりと手を振ふる女の子に、レニィはぽかんと大きく口を開いた。

　慌あわてて自分の前まえ髪がみを押さえ、それから自分の薄うす汚よごれた格好を見下ろし、うーと恥はずかしそうにうなる。

「なんだよー！　クライ兄ちゃん、ティリス姉ちゃんを連れてくるんだったら、先に言ってよー！　もー、恥ずかしいよお！」

「そういう予定ではなかったんだよ。こんなの僕だって想定外さ……」

　ティリスはくすくすと笑っている。

「よかった、ふたりはずっと仲良しのままなんだね」

「う、うん！　もちろんダヨ！　ね、クライ兄ちゃん、ね!?」

「お前が悪ささえしなければな」

「あっ痛いっ！　ぶ、ぶたなくたっていいじゃんかよー！」

　頭を押さえながら涙目で抗こう議ぎするレニィに、クライは嘆たん息そくしていた。それを見てティリスがまた笑う。

　しかしこの妹ちゃん、いっつもロクな目に遭あっていないな……。慣れないことはやめたほうがいいんじゃないかな……。俺は心の底から余計な心配をしてしまった。

　クライは思いついたようにレニィに言う。

「そうだ、今この第四区に騎士たちが乗り込んでこようとしているんだ」

「えっ、なんで!?　お祭りだから!?」

「違ちがう。……ティリスをさらってきたからだ」

　目をそらしつつクライがつぶやくと、レニィは嬉うれしそうな顔をして指を鳴らす。

「わーお！　兄ちゃんやるぅー！　じゃあこれからずっとティリス姉ちゃんとも一緒に暮らせるってこと!?」

　当時幼かったレニィには、あまり凄せい惨さんな記き憶おくが残っていないのだろう。目を輝かがやかせながら無む邪じや気きにそう言った。

　一いつ瞬しゆんだけクライの表情が曇くもる。だが彼はそれを少女に見せないようにして、告げた。

「……それはどうかわからない。けれど、騎士たちが奪うばい返しに来るのは明白だ。お前はそいつらが入ってこようとしたら、邪じや魔ませずに入れてやれ」

「え、なんで!?　追い返すんじゃないの!?」

「追いかけてくるのは、聖女の騎士グロリアスたちだ。邪魔したら斬きり殺される。いいか、絶対に中に入れるんだぞ。他ほかのやつらにもそう言っておけ」

「う、うん、わかった！　アタシ、クライ兄ちゃんの言う通りにするよ！」

　レニィは仔こ犬いぬのように何度もうなずくと、ティリスに手を振った。

「じゃあね、ティリス姉ちゃん、またね！」

「……うん、またね」

　ティリスは微笑み、レニィに手を振り返す。

　駆かけてゆくレニィの後ろ姿を眺め、振った手を胸むな元もとに引き寄せながら、小さくつぶやいた。

「またね、か」

「いいんだ、ティリス。レニィにはあとで僕から言っておくから」

「……うん、ありがとね」

　寂しく微笑むティリスは、恐おそらくこの騒さわぎが終わったら再び聖堂塔とうに軟なん禁きんされることを想像しているのだろう。

　俺は拳こぶしを握にぎりしめながら、皆みんなを促うながした。

「今は目の前のことに集中しよう。追いつかれる前にいこうぜ」

　すべては終わってからだ。その後のことは、その後に考えればいい。

　そう言うと、クライが張り詰つめた表情でうなずいた。彼は思い出したのだろう。これまでに何度も何度も死に続けた日々のことを。

　今こうして、ティリスと話せているこの瞬しゆん間かんが、まさしく奇き跡せきのような時間であるということを。

「目的地まではあと少しだ。第四区の広場で、グロリアスたちを待ち構える」

「りょーかい」

　俺の声にリルネがうなずき、皆はまた走り出した。




　広場で待っていたのは第四区の王──ウォードだった。

　彼は広場の中央に腕うでを組んで立ち、鋭するどい視線でこちらを睨みつけていた。

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きだ。

　クライが歩み出て、手を伸のばす。

「ウォード、実は話が」

「──なぜこんなことをした、クライ」

　ウォードの声は、まるで俺たちに敵対しているかのような響ひびきがあった。

　……どういうことだ？

　もしかしたら第四区に入った時点で、俺たちの行動はウォードによって察知されていたのだろうか。だったら彼は今、騎士という名の虎とらの尾おを踏ふんだ愚おろか者を前にしている気分なのかもしれない。

　クライはティリスの手を握りながら、ウォードに訴うつたえる。

「ウォード、話を聞いてくれ」

「第四区を出たところでならな」

　ウォードは頑かたくなだ。腕を組み、こちらを睥へい睨げいしている。

　それがなぜなのかわからず、クライは両手を広げたままウォードに詰め寄った。

「ティリスが殺されそうになっているんだ。もしティリスが殺されたら、すべて僕たち第四区の貧民に罪が押しつけられる。第四区の住民は見つかり次し第だい殺されるんだ。だから第四区のみんなのためにも、ティリスを守らなきゃいけないんだよ」

　その説明は、やはりウォードには受け入れられなかった。

「クライ、俺たちが住んでいるのはこの第四区だ。なぜそこに厄やつ介かい事ごとを持ち込んだ。こともあろうか聖女だと！」

　第四区の王に、クライは首を振る。

「聖女じゃない、ティリスだ！」

「言葉遊びはたくさんだ！　聖女をさらうだと!?　お前は馬ば鹿かか！　俺たち第四区の立場をこれ以上悪化させて、住人を皆みな殺ごろしにするつもりかよ！」

「順番が違うんだよ、ウォード！　ティリスが殺されたら、その罪は全部僕たちに被かぶせられるんだぞ！」

「さらったって同じことじゃねえのか！」

　クライとウォードは互たがいに怒ど鳴なり合っていた。

　確かに傍はたで聞いていると、クライの言葉には不ふ明めい瞭りような点が多いと言わざるをえない。なにより証しよう拠こがなにもないのだ。

　ふたりの剣幕にティリスも少し戸と惑まどっているようだ。

　未来を知っているクライの言うことに間ま違ちがいはない。だがそれはウォードから見ればすべては根こん拠きよのない推論になってしまうだろう。このもどかしさは俺にもよくわかる。いったいどうすればウォードを納なつ得とくさせられるのかわからない。

　クライは俯うつむいたまま口ごもる。

「ウォード、やっぱり君はわかってくれないのか」

　過去何度も試ためしたかのような口ぶりだ。

　いや、実際その通りなのだろう。

「……きょうのお前はおかしいぞ、クライ。こんな大それたことをするようなやつじゃなかったはずだ」

　今、ウォードは自分ひとりのために怒鳴っているわけではない。第四区の治安を守る針猫団の団長という立場から、この第四区全員の命の心配をしているのだ。

　ウォードはティリスに目を向けた。口の端はしを嚙かみながら、彼女に重々しく告げる。

「というわけだ。俺たちはなにも見なかった。そうだな、テスケーラの聖女よ」

「……はい」

　ティリスもまた、静かに聖女の仮面をかぶろうとする。

　だがその直前、手を止めた。

「ほんの少しだけでも会えて嬉しかったよ、ウォード」

「……」

　ウォードはなにも言わなかった。

　しかし、久しぶりに再開したはずの幼おさな馴な染じみ同士がこんな風に仲なか違たがいをしたまま別れてしまうなんて、あんまりだ。

　俺が横から口を出そうとした寸前、仮面をつけようとするティリスの手首を摑つかんで止めたのは、我らがお嬢じよう様さま、リルネだった。

「リルネ、さん……？」

「ちょっと待って、ティリス」

　つかつかと前に歩み出てきて、リルネは腰こしに手を当てた。

「さっきから黙だまって聞いてりゃ、あんたはずいぶんと臆おく病びよう者ものなのね」

「……なんだと？」

　人付き合いが苦手なはずのお嬢様は、そんな印象をおくびにも出さず、下から突つき上げるようにウォードを見やる。

「厄介事を持ち込まれたって、それをどうにかするのが領主の、上に立つものの責務ってもんでしょ、ええ？　厄介事を持ち込んできた仲間を虐しいたげてどうすんのよ。器うつわが知れるってもんよ」

「なんなんだよてめえは。知ったような口を……」

　自分より年下の少女に正論をはかれて、ウォードの顔がゆがむ。

　それは恐らく彼自身が一番わかっているはずだ。だからこそ胸に刺ささる。

「俺たちの立場も事情も知らねえくせに、勝手なことを言うんじゃねえよ！　今までどれだけ騎き士しに辛しん酸さんをなめさせられてきたか、貴族のてめえには想像もつかねえだろ！」

「あなたたちの境きよう遇ぐうがどうだろうが、今は関係ないことだわ。それに、あたしはあたし、貴族って名前じゃないわ。リルネ＝ヴァルゴニスよ」

　そう言ってリルネは腰に括くくりつけた道具袋ぶくろの中から、小さな記章を取り出した。彼女が故郷から持ち出してきたものだ。

　ヴァルゴニス家の紋もん章しよう。それは銀色の獅し子しをかたどったものである。

　リルネは今、上に立つものの責任の話をしている。それをする以上、自らの身分を隠かくし立てして話を進めるのは卑ひ怯きようだと思ったのだろう。

　故郷が崩ほう壊かいしたリルネには、ウォードの態度に思うところがあるはずだ。彼女もまた、自らが守れなかった人々のことを思い、立場をウォードに重ねているのかもしれない。

　一方、ウォードはリルネの記章をじっと見つめていた。

「……まさか、それ」

「え？」

　口元に手を当てるウォードは、記憶の扉とびらを探さぐるように目を瞬まばたかせる。

「そうだ、これだ……、この、銀色の獅子……、なにか動物が描かかれていたと思っていたんだ。だけど、それだけじゃ手がかりがなくて……、そうだ、これじゃねえか！」

　ウォードはリルネの手首を摑んだ。「きゃ」と悲鳴をあげたリルネ。その細い手ごと、記章をクライとティリスに向ける。

「なあ、お前たちも見ただろ！　この紋章だったよな！」

　クライとティリスは顔を見合わせた。もしかしてという顔でクライが口を開く。

「……ひょっとして、あの時の、か？」

「ああ、そうだよ！　そうだとも！　そうだったのか！」

　先ほどまでとは打って変わって、ウォードの顔が輝かがやいてゆく。男に手を摑まれたままのリルネは「あわわわ」と口元を震ふるわせていた。気を抜ぬくと人見知りが再発するようだ。

　仕方ない。俺はウォードとリルネの間に割って入ってやった。

「で、なんの話だよ？」

　スターシアに慰なぐさめられているリルネを横目に、ウォードたちに問う。

　すると、ウォードが拳を握りながら言った。

「俺たちはもともと商キヤラ隊バンにいたんだけどさ、その商隊は賊ぞくに襲おそわれて壊かい滅めつしちまったんだ」

　それはクライから聞いたことだ。

「だけど、その後に賊を襲った一団があった。そいつらのおかげで、俺たちは命が助かったんだ。もう六年も前のことになる。俺はそいつらをずっと探していたが、今の今まで見つからなかった。手がかりなんて、あの騒ぎの中で見た紋章ひとつだけだったしな」

「……それって、もしかして」

　俺は思い出していた。

　リルネの母を含ふくむ親類は、南方にある自由都市群への視察の際、現れた刺し客かくに殺害された。その後、父であるクルスが家か督とくを継つぎ、兵を動かして刺客たちを皆殺しにしたと言っていた。刺客はたまたま雇やとわれただけの野盗だったらしい。普ふ段だんは行商人を襲って金品を巻き上げているような──。

　なんてタイミングだ。野盗どもがクルス率いる兵に意い趣しゆ返がえしされたのは、ウォードたちの商隊を襲っている最中だったのか。

　リルネも同じことに思い至ったようだ。

「父様の……？」

　だとしたら──。

「そうだ、俺はきっと、あんたの親父おやじに命を救われたんだ。ああ、ようやく見つかった。ずっと、お礼を言いたかった」

　ウォードはまるで騎士がするかのように、リルネの足元にひざまずいた。

「ひゃ」

　リルネの口から悲鳴がこぼれる。ウォードはリルネの手を取って、その革かわ手て袋ぶくろの上から──手の甲こうに接せつ吻ぷんをした。

　野生動物のような少年はリルネを見上げ、目を細めて笑う。

「上に立つものの責務の話、シビれたぜ。俺、あんたのためだったら誰だれとでも戦うさ。助けてもらったこの命、あんたのために使わせてくれ──」

　その言葉の途と中ちゆうで、ウォードは顔面に手袋を叩たたきつけられた。リルネが脱ぬいだ手袋をブン投げたのだ。

「ばっ、ばかじゃないの!?　あんたなにやってんの!?　ちょっと気持ち悪いんだけど！　ち、違ちがうんだからね、ジン、これは！　その、不ふ可か抗こう力りよくで！」

　ええ？　なんで俺に言い訳してるんだ。

　くすくすと笑うスターシアに手を拭ふいてもらっているリルネの顔は、緊きん張ちようと恥はずかしさからか、真っ赤だった。

　ウォードは顔面に張りついた手袋を指でつまんで引っ剝ぺがしながら、立ち上がる。

「ま、というわけだ、クライ。ヴァルゴニス閣下のためになら、俺はなんでもやるぜ。遠えん慮りよせずに言えよ。仲間を見捨てる真ま似ねはしねえ」

「はあ」

　どんと胸を叩くウォードに、クライは生返事をした。結果的には良かったのだが、釈しやく然ぜんとしないような顔をしている。それはリルネも同じようだ。

　俺はリルネに囁ささやく。

「まあ、よかったじゃないか。これもクルスさんが繫つないでくれた縁えんだろ」

「それはそうかもしれないけど……、ていうか、あんただってあたしの用心棒なんだから！」

　ん、とリルネは俺に素す肌はだの手の甲を差し出してきた。彼女の頰ほおが赤い。なんなんだ。

　俺はなにげなくその手を取る。

「ん？」

「じゃなくて、ほら、ほら！　わかるでしょ！　なんでわかんないの!?　あたしをからかってんの!?」

「いやあ……」

　よくわかんねえよ。なんだ。

「あっ、ちょっと待って！」

　リルネは慌あわてて外がい套とうの内側で手をこすって、もう一度俺に手を差し出してきた。

　とりあえず俺はひざまずいて、ウォードがそうしたようにリルネの手を取る。

　上うわ目め遣づかいでリルネの様子を窺うかがう。ウンウンとうなずいているようだ。顔は真っ赤だが、どうやらこの行動で間違いではないらしい。あとで怒おこるなよ。
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　ちょっと緊張しながらも、俺はリルネの手の甲に唇くちびるを近づけてキスをする。

　彼女の手はわずかに汗あせばみ、そうしてほんの少しだけいい香かおりがした。

　あ、生肌に唇をつけちまったけど、いいのかな。

　リルネの様子を確かく認にんする。彼女はぷるぷると震える声で「そ、それでいいのよ」とつぶやいた。

　よかったらしい。スターシアもリルネに「よかったですね」と微笑ほほえんでいた。

　謎なぞの儀ぎ式しき？　が終わって立ち上がると、すでにクライやウォードは動き出していた。

　ウォードはなるべく広場から第四区の人を逃にがすために指示を飛ばしていた。どうやらクライもその手伝いをするようだ。

「まさかおじさんがこんな切り札をもっているとは思わなかったよ。あのウォードが簡単に手のひらを返すだなんてね」

「俺だって驚おどろきだよ。世の中ってやつはうまい具合にできているんだな……」

　これで御お膳ぜん立だてはすべて済んだ。

　馬の蹄ひづめの音が近づいてきた。いよいよだ。




　俺たちは第四区の広場の中で配置につき、騎士たちを待ち構える。中央にいるのは俺とリルネ、ティリスとクライの四人。ウォードは陰かげに隠れ、スターシアは家の中に避ひ難なんしてもらっている。

　先頭を駆かけるのは、聖女の騎士グロリアス。まだ黒こく衣えの化け物に操あやつられていない状態のその男が、聖女を取り返しに部下を連れてやってくる。

「ティリス」

　クライが、ティリスの手を握にぎりながら彼女の名前を呼ぶ。

「うん」

「絶対に、死ぬんじゃないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ティリスは微笑み、クライの目を見つめながら言った。

「だって、クライが守ってくれるもん」

　いい話だな。

　俺もまた、リルネに耳打ちする。

「というわけで、がんばろうぜ」

「ええ、当然だわ」

　リルネは杖つえを握りながら、広場の前で馬を降りた騎き士したちを見み据すえ、つぶやいた。

「子どもの希望を守るのは、大人の役目だもんね」

　ああ、そういうことだ。







　第四区の広場に現れたのは、鈍にぶい鉄色の鎧よろいを身にまとった騎士たちであった。

　幾いく人にんかがリルネに気づいて「あいつは……」とつぶやく。リルネは銀の髪かみをなびかせて、堂々たる有り様だ。自分がテロリストまがいの行こう為いをしたことに対する後ろめたさなど、微み塵じんも感じていないだろう。強い。

　騎士たちは一様に硬かたい顔をしている。この街の象しよう徴ちようたる聖女の身み柄がらを奪うばわれ、そのことが意味する重責に押し潰つぶされそうな顔だ。

　ただひとり、先頭の男だけが冷厳なる目をして、俺たちの前に立っていた。

　巨きよ大だいな剣けんを背負った、聖女の騎士。グロリアス。

　彼が本気になれば、俺たちがどんなに束になってかかったところで、一いつ瞬しゆんでやられてしまうだろう。

　頼たのみの綱つなのリルネの魔ま法ほうも、グロリアスには通用しなかった。

　しかし、今の彼は正気だ。

　壮そう年ねんの騎士は俺たちではなく、素す顔がおを晒さらした聖女を見据え、手を伸のばしてくる。

「帰りましょう、聖女さま」

　彼の言葉は存外に穏おだやかだった。

　それはあるいは、ティリスのそばに立つのがクライだったからかもしれない。ふたりはまるで大人たちの脅きよう威いに決して屈くつしまいと、寄り添そうようにして立っていたのだ。

　常にティリスの近くにいて彼女を守り続けてきたグロリアスなら、すぐにわかっただろう。聖女は今、自分の意志でそこにとどまっているのだと。

　それとともに、俺はなぜ騎士たちが十数人程度しか追いかけてこなかったのかを知る。

　今代の聖女は『聖眼』を所持していない。その事実を仮面で隠かくしているのだが、今のティリスは素顔のままだ。

　もし誰かが、聖眼の秘密に気づいてしまえば、永く続いたテスケーラの聖女信しん仰こうは壊かい滅めつ的てきな大だい打だ撃げきを食くらってしまうだろう。

　それを避さけるためにグロリアスは少人数を率いてやってきたのだ。

　俺は鑑かん定ていを続ける。少し休んだからか、頭の痛みはやや治まっていた。

　騎士たちのステータスはすべて確認できる。もちろん、グロリアスもだ。そこに化け物の影はない。

　今のところ、事態は俺たちに有利なままだが、果たしてどうなるか。

「聖女さま」

　グロリアスの呼びかけに、ティリスが前に歩み出た。

「……グロリアス、あなたにはお話ししておかなければならないことがあります」

　ティリスはゆっくりと仮面を装着した。そうして背筋を伸ばすと、超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きをもつ神聖不ふ可か侵しんの生き物のように見える。隣となりにいるはずなのに、ここではないどこかに存在しているかのようだ。

　これが聖女として受けた数年間の教育の産物なら、大したものだ。

「私は何者かに命を狙ねらわれています。この少年は私の命を救うために手を貸してくれたのです」

　その言葉に、騎士たちはざわめいた。

　グロリアスはわずかに眉まゆをひそめる。

「……しかし、それは」

　ティリスは胸に手を当てて言い放つ。

「私の『聖眼』によって、未来が視みえたのです。私の言葉が信じられないのですか？　グロリアス」

　おお……、と騎士が声を上げた。

　ティリスが単なる飾かざりでしかないことなど、知っているものはほとんどいない。ならばティリスがこうして堂々と宣言することによって、その言葉の信ぴょう性は一気に高まるだろう。

　ただひとり、グロリアスだけが感情を表に出さないように努めながらも、苦い顔をしている。彼はティリスとクライが共きよう謀ぼうしていることに気づいたはずだ。

「では、なおさらこの場にいるのは危険ではありませんか。独立祭は中止いたします。一刻も早く、塔とうへ向かいましょう。もしその若者が必要というのならば、我々が連れてゆきますゆえ」

　グロリアスは少しずつこちらに近づいてくる。

　クライがティリスをかばうように前に出た。

「……グロリアス、あんたが強いのは十分知っている。だけど、だからこそ、僕はずっとあんたにティリスを任せれば済む話だと思っていたんだ。そうすればティリスは幸せになれるだろうってさ」

　その声は広場に響ひびいた。

　聖女の騎士グロリアスを呼び捨てにするその少年はいったい何者か、という戸と惑まどいが騎士たちの間を伝でん播ぱしてゆく。

「でも、それは違ちがった。誰だれかに任せちゃいけないんだ。それは見て見ぬ振ふりをしていることと、一いつ緒しよだったんだよ。僕は僕の手で、ティリスの未来を拓ひらく。あんただけに委ゆだねたりはしない！」

　熱くなるクライに、グロリアスは氷のような言葉をはく。

「……聖女さまになにを吹ふき込んだかは知らぬが」

　その威い圧あつするような声は後ろの騎士たちには聞こえていないようだ。

「あまり思い上がるなよ、小こ僧ぞうが」

「……」

「この六年、様々な謀ぼう略りやくや刺し客かくから聖女さまをお護まもりし続けていたのは、この私だ。多少は強くなったようだが、お前が積み重ねた研けん鑽さんの日々など、私の膨ぼう大だいな経験に比べれば児じ戯ぎもいいところだ」

「そうか」

　クライはグロリアスを見上げ、睨にらみつけた。

「じゃああんたは、ティリスのために何度でも死んだって構わないっていうんだな」

「……聖女さまを守ることが私の使命。必要ならば、そうするまでだ」

「僕はもう死なない」

「なんだと？」

　ティリスの横に並び立ち、クライは言った。

「僕はティリスを守り切る。だけど、死なない。絶対に、生きて彼女のそばにいる。僕は彼女と一緒に生きるんだ。もう二度と大切なものをこの手から離はなさないと決めたから。今ある命を大切にすることが、僕の決意だ」

「自分か相手か。どちらかの命を選せん択たくしなければならないこともある。そんなときに選べなければ、どちらも死ぬだけだ」

　そう断じるグロリアスの言葉は重い。彼が騎士として生きてきた長い歴史を否いや応おうもなく叩たたきつけられるかのようだ。

　しかしクライは引かない。

　経験や理り屈くつではとまらない。彼は今、死に続けた無念を爆ばく発はつさせるように叫さけぶ。

「僕はどちらも選ばない！　僕が望んだ未来を必ず、この手で摑つかみ取ってみせる！　何度だって心が折れそうになったけれど、そのたびに僕は歯を食いしばりながら立ち上がった！　すべてはティリスのために！　そして、僕自身の未来のために！」

　仮面の奥で、ティリスが息を吞のむ。

「グロリアス！　お前にとってティリスを守ることが使命ならば、僕がティリスを守るのは己おのが運命だ！　この魂たましいにかけて、彼女のそばにいることを誓ちかおう！」

　ティリスはしばらく驚おどろいていたが、すぐにクライの手をそっと握り締しめる。「ありがとう」と誰にも聞こえないほどの大きさで、ティリスが彼に囁ささやいた。

　まったく、なんて熱い男だ。

　まるで主人公みたいじゃないか。

　俺なんかここにいらないんじゃないか、って思えてくるな。

　あのグロリアスですら、クライの宣せん誓せいに気け圧おされたように口をつぐむ。

　誰もが肩かたで息をするその少年の気き迫はくに吞まれたような顔をしていた。

　やがて小さな沈ちん黙もくが訪おとずれた後に、グロリアスが問う。

「……聖女さま、あなたに危機が及およんでいるというのは、誠まことですか？」

「真実です」

　ティリスはもはや迷いなくうなずいた。

　クライの言葉を心から信じているのだろう。

　それでもグロリアスは無理矢理聖女を連れてゆくだろうか。彼がその気になったら、俺たちは恐おそらく、死力を尽つくさなければならない。

　全力で戦い、その上で幸運に微笑ほほえんでもらわなければならないような勝負など、まっぴらごめんだ。

　だが、クライがティリスをどうしても守りたいって言うのなら、やらないわけにはいかないだろう。

　俺の役目は、そんなアイツを救たすけてやることなんだから──。

　グロリアスは俺たちの顔を順番に眺ながめてゆき、やがて彼は俺に視線を合わせた。決して目をそらさない俺を見て、わずかに口元を緩ゆるめた……ような気がした。

　……なんだ？

　その直後である。

「わかりました。ならば私にできることがあれば、なんなりとお申しつけください」

　聖女の騎き士しは、その場にかしずいた。

「……あなたさまの、仰おおせのままに」

　俺たちは思わず顔を見合わせてしまった。

　先ほどの宣誓によって、グロリアスがクライを認めたのだろう。

　クライは戦わずに勝ったのだ。

　これはまさしく、クライとティリスの絆きずなが導いた結果だ。

　俺は思わず拍はく手しゆをして少年少女を讃たたえたい気持ちでいっぱいになったが、それをすると恐らくリルネから白い目で見られると思うのでやめた。気持ちだけ贈おくろう。

「兄ちゃんー！」

　俺が良からぬことを考えている最中のことだ。第四区の騎士たちの後ろから黄色い声が飛んできた。

　それはたくさんの子どもたちを引き連れた、レニィだった。

　場にそぐわないような笑えみを浮うかべながらやってきた彼女は、両手を振り回しながら自らの功績を誇ほこる。

「クライ兄ちゃんとティリス姉ちゃんの言うとおり、騎士たちをこうして通したよん！　アタシ偉えらい!?　アタシすごい!?」

　ひとまず危険が去ったとはいえ、なんかちょっと脱だつ力りよくしてしまうな……。

　いや、子どもは可愛かわいいんだけどさ、うん。

　レニィと子どもたちはわらわらと騎士たちの間をすり抜ぬけてこちらにやってくる。

「なんでその子たちを連れているんだよ」

「えっ、だって気がついたら大人の人たちみんないなくなってるし、ひとりにしておくわけにもいかないじゃん？　アタシってば面めん倒どう見みいいでしょ？」

　褒ほめて褒めてという顔をするレニィに「偉いね」とティリスが手を伸のばす。

　大人を逃にがしたのはウォードだったか。彼は身寄りのない子どもたちをレニィに任せたのだろう。意外と信しん頼らいされているんだな、レニィ。一クラスまるごとくらいの数の子どもたちを統とう率そつしているとは、レニィも案外やるのかもしれない。俺は彼女の評価を改める。

　そのときだった。

「──ダメです！」

　叫び声があがった。

　俺たちはみな、弾はじかれたように声の主を振り向く。

　よろめきながら路地から顔を出したのは、左目を押さえたスターシアだった。

　その手のひらからは血が漏もれ、滴したたり落ちている。

　魔ま女じよの力──『未来眼』の発現だ。

「シア……？」

「スターシア、その目は！」

　俺たちが呼びかけると、彼女は首を振りながら無我夢中で叫ぶ。ただひとつそのことだけを俺たちに伝えるために。

「──その子どもたちの中に！　あの化け物が！」

　え──。

　俺は動転しながら振り返る。あの野や郎ろう、騎士じゃなくて今度は子どもの中に紛まぎれていたのか。

　やばい、鑑かん定ていをしなければ。

　せっかくスターシアが先手を打って教えてくれたんだ。彼女がいなければ、俺はなすすべもなく殺されていたかもしれない。前回のループのときのように。

　だが動き回る子どもたちを瞬しゆん時じに全員確かく認にんすることはできない。なら一いつ旦たん遠くに──。

　その時、音もなく現れたのは、ウォードだった。影かげのように出現したウォードは、ひとりの幼い男の子の首を絞しめながら、片手で持ち上げていた。

「ウォード兄ちゃん!?　ちょ、なにやっているの!?」

「う、あ、ぐ……」

　ウォードは無表情で、腰こしから短たん剣けんを抜いた。

　その男の子が化け物だというのか？　でも、なぜわかった。

「離してあげてよ！　すっごく苦しそうにしているよ！」

「しっかりと見ろ、レニィ。ったく、妹アホの不始末の尻しり拭ぬぐいをしてやるのは、いっつもオレの仕事なんだからな」

「え……？」

「こんなガキ、第四区にはいねえ」

　逆手に握にぎった短剣を今まさに突つき立てようとしたその瞬しゆん間かん、黒い風がその場を薙ないだ。

　ウォードは慌あわてて男の子から手を離す。いや、正確にはその男の子だったものから。

　その場に落ちたのは、ただの抜ぬけ殻がらであった。

　決して比ひ喩ゆではない。文字通り、衣服と人間の皮だけの、抜け殻だ。

　萎しぼんだ皮ひ膚ふはまるで空気の抜けた風船のように地面に落ちた。目のあるべき場所の空くう洞どうや、頭から生えている頭とう髪はつが呪じゆ術じゆつ的てきな不気味さを醸かもし出している。

　ひょっとして──。

　俺はあたりを見回した。あの黒い風は、今どこに──。

　ティリスの目の前にあった。

　もやのような黒い風はやがて人の形を取る。その右みぎ腕うではティリスへと伸びていた。

　俺は目を見開き、地面を蹴ける。

「そいつか──！」




　一いつ瞬しゆんの間に、いくつものことが同時に起きた。




　異形の化け物に対し、身をこわばらせるティリス。アシード召しよう喚かんの呪じゆ文もんを詠えい唱しようするリルネ。黒い風を目で追いかけるウォード。そして凍こおりつくレニィ。

　そのすべては「ティリス──！」というクライの叫び声が搔かき消えるまでの出来事。

　必死に手を伸ばすが、クライは届かない。

　黒い風から生えた腕うでは、まさしくティリスの心臓を貫つらぬこうとしているように見えた。

　届かない。

　あの速さに届くことができたのは、唯ゆい一いつ、固有スキル『猫ねこの足』をもつウォードだけだったのだろう。だが彼は虚きよを突かれた。

　今、ティリスを救えるものは、誰だれも──。

　またやり直さなければならないのか。

　今度も彼女を助けることができないのか。

　俺とクライの顔が歪ゆがんだ、そのとき──。

　巨きよ大だいな剣が風を断ち斬きった。

「──」

　そうだ、この男は火を裂さいたんだ。

　ならば風とて、断てるだろう。

　聖女の騎士グロリアスは渾こん身しんの力で剣を振ふり下ろし、黒い風からティリスを救ったのだった。彼は振り切った姿勢からゆっくりと剣を持ち上げてゆく。

「貴様が、我が聖女さまに仇あだなすものか」

　黒い風はいまだそこに渦うず巻まき、形を取ろうとはしていない。

　その化け物に対し、グロリアスは宣告した。

「──ならば、我が宿命を果たそう」

　遅おくれて、先ほどの剣圧を受けた地面に亀き裂れつが走る。大地が割れた。

　聖女の騎士グロリアスの死神のような目を見て、恐らくクライも震ふるえ上がっていただろう。このオッサンに、俺たちは何度も何度も殺されたんだからな──。

　まったく、仲間になるとこれほどに頼たよりがいのある存在もいねえぜ。




　ティリスを後ろに下げ、その前にクライが立つ。

　俺とリルネ、さらにウォードが黒い影を囲む。

　騎士たちにレニィと子どもたちを預けたグロリアスは、真っ向から向かい合う。

　テトリニのときとは違ちがう。今度はこんなにもたくさんの仲間がいる。もうこれ以上、犠ぎ牲せいは出させない。

　お前たちの好きにはさせない。

　そんな決意を込めて、俺たちが身構えていると、だ。

「ナルホド、なるほど」

　やけにくぐもった声がした。癖くせはまったく違うのに、俺はそれがあのメーソンの放っていたのと同質の異質さであるとすぐに気づいた。

「ツマリ、聖女ではなく、三人の主人公メサイアを同時に滅ほろぼすこと。ソレコソ、この街を落とすための条件だったということか」

　黒い風が形を取る。四し肢しが質量を得て、肉のように膨ふくらんでゆく。彼はすぐにひとりの男へと変へん貌ぼうした。なぜ男だとわかったかというと、その人物はこの世界でも高級な仕立てとされるような背広を身にまとっていたのだ。

　ただ、頭だけがフードに覆おおわれ、その中には虚きよ無むのような闇やみが広がっている。

　これが本ほん性しようか。

　もしかしたらと思っていたが、こいつはメーソンとは違う個体のようだ。こんな化け物が何なん匹びきもいることに衝しよう撃げきを受けつつ、俺は拳こぶしを握り締しめた。

　化け物はゆっくりと腕を持ち上げ、クライを指す。

「オマエニハ、手こずらされた。ナンドモ、心を殺したというのに、いまだ立ち上がる。ダガ、それもここで終わりだ」

「っぐ……！」

　うめき声は、前に立つ聖女の騎士のものだった。俺たちは弾かれたようにグロリアスを見る。彼の様子がおかしかった。

　両りよう腕うでの先が真っ黒に染まっている。あれは、グロリアスの一ひと太刀たちによって断ち切られたはずの風だ。それが彼にまとわりついているのだ。

「これは──」

「ワガナハ、テイラー。イゴ、お見知り置きを」

　仕立て屋テイラーが大おお仰ぎようにお辞じ儀ぎをしたその直後、ずるりとグロリアスの肩かたから先が地面に落ちた。大剣が地面を転がる。

「グロリアス!?」

　ティリスが叫さけぶ。だが違う、落ちたのは腕じゃない。

　グロリアスは目を真っ赤に染めて自らの両腕──赤い肉があらわとなった腕を見下ろしている。

　──グロリアスの腕の皮が、まるで包装紙のように剝むけたのだ。

「うぐぐっ……ぐっ……！」

　尋じん常じようじゃない量の脂あぶら汗あせが流れ落ちている。空気に触ふれるだけでも発はつ狂きようしそうなほどの痛みがグロリアスを襲おそっているのかもしれない。俺は思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　テイラーは顎あごのあるべき場所に手を当てて、感心したようにつぶやく。

「ホウ、気を失わぬだけで大したものだが、耐たえられるというのはより辛つらかろう。ワガカゼニ、触れたその腕は月が満ち欠けるまで動くまい。オマエサエ、いなければあとは烏う合ごうの衆しゆうよ」

　グロリアスはついにその場に膝ひざをついた。その顔面は真っ青だ。聖女の騎き士しが動けなくなるほどの痛みなど、俺たちには想像もできない。

　しかし、頼たのみの綱つなのグロリアスが動けないんじゃ。

　俺とリルネ、それにウォードはほんの少しだけ、後ずさりをした。

　ウォードがリルネに問う。

「おい、なんだよあいつ……、ヤバいんじゃねえか？」

「ヤバいのよ……、だから、あたしたちが倒たおさなきゃいけないんでしょ！」

「そうか、まあ、そうだな！」

　ウォードは腰から短剣を引き抜ぬき、両手に構える。

　リルネが杖つえに魔力を送り込み、アシードを呼び出す。

「だいたいあんたには聞きたいことが山ほどあるのよ。あんたたちの正体だとか、主人公メサイアってなんなのよとか。メーソンの居場所とか、テトリニを元に戻もどすための方法とかね！　洗いざらい吐はいてもらうわよ！」

　俺も迅じん剣けんヴァルゴニスを抜いた。

「みんな、最優先は己おのれの身の安全だ。危なくなったら逃にげてくれ。そのときは俺がやる」

「ばか言わないでよ。あたしだってあんたの傷つく姿なんて、もう二度と見たくない」

「お互たがい様さまだな。だったらその願いを叶かなえるために、全力を尽つくすとしようじゃねえか」

　テイラーは姿勢を正し、俺たちを改めてぐるりと眺ながめる。

　そうして自らのネクタイをキュッと締め直すと、その奇き妙みような声で告げてきた。

「サア、滅めつ亡ぼうを始めよう」




　テイラーが告げた途と端たんだ。地中からいくつもの影が飛び出てきた。

　グロリアスの腕を奪うばったあの黒い風かと思ったが、そうではない。それは腐くさった皮をまとった蠢うごめく死者だった。合計六匹ぴき。くそ、ゾンビの群れかよ。

　死者たちはだらりと手を垂れ下げるようにして立っている。凄すさまじい臭しゆう気きが広場に漂ただよい始めるとともに、テイラーは満足気に顎のある場所をさすった。

「ワガ、作品をお目にかけよう。ミギカラ、ご紹しよう介かいすると、シャリアン、ロンドビ、ブラッポス、バンムー、それにエフクトとリードだ。ドレガ、一番お気に召めすかね？」

　いったいこいつはなにを言っているのかと思ったが、しかし改めて死者の軍団を見て気づく。ゾンビどもは皆みな、奇妙な服をまとっている。それは明らかに人間の皮で作られた服であった。

　骨を編んで作られたジャケットや、目玉が胸むな元もとにあしらわれたシャツ、爪つめや指先のボタン。どれも醜しゆう悪あくでひどく気持ち悪い。そのおぞましい姿を見て、リルネが「うえぇ……」とうめいた。これは精神的に来る。

　そういえばメーソンも人間の石像を『芸術品』などと言っていた。いったいこいつらはなんのために人間を玩がん具ぐのように扱あつかっているのか。あるいはそこに意味などなく、ただ楽しいからやっているだけなのかもしれない。

　自分のブランド品を披ひ露ろうするように両手を広げるテイラーに、俺は剣を突きつける。

「そんなもん誰が見たって気味悪いの一言に決まってんだろ。材料にした人の分まで、てめえには報むくいを与あたえてやるよ！」

「ハ、これは失敬。ワレワレノ、仕立ては下等なニンゲンたちには理解ができないものであったな。ソレデハ、せいぜい素材となって役立ってくれたまえ」

　ゾンビたちは一いつ斉せいに動き出した。その動きは意外にも俊しゆん敏びん。左右から襲いかかってくるその攻こう撃げきを、割って入ったウォードが両手に構えた二刀で防いでくれた。

「ぼさっとしてんなよ、オッサン！」

「あ、ああ、すまない」

「くっ、こいつら、力が馬ば鹿かみたいにつええ……！」

　ウォードは左右のゾンビを目にも留まらぬ勢いで斬り裂く。だがゾンビたちは後ろにのけぞっただけで、倒れる気配はなかった。力が強くて動きも速く、そしてひたすらにタフ、といったところか。厄やつ介かいだな。

　そのとき、背後で炎ほのおが弾はじけた。リルネも魔ま法ほうで援えん護ごをしてくれているのだ。

「雑魚ざこはあたしたちに任せなさいジン！　あんたはテイラーを！」

「わ、わかった！」

　次々と飛びかかってくるゾンビは、そのたびにリルネの──というかアシードの──炎に弾かれて、吹ふき飛ばされる。

「ウォード！　あんたもジンの援護を！」

「あ、ああ！　任せてくれ、閣下！」

　スキル『高速詠えい唱しよう』の力か、リルネはまるで剣を一ひと振ふりするような速さで、炎の鞭むちを振り回していた。まさしく俺の道を切り拓ひらいてくれているようだ。

　しかしその鞭が不意に消失した。

「くっ！　ジン！　ティリスとシアを守るクライが押されているから、あんた後回しにするけどいいわよね！」

「へいへい！　なんとかしてみせるよ！」

　だが、助かる。リルネが戦局を見ながら行動してくれるなら、俺は目の前の敵をぶちのめせばいいだけだ。

　左からさらにゾンビが襲いかかってきた。テイラーへの行く手を阻はばむのは、こいつが最後だ。

「はっ！」

　俺はゾンビには届かない位置で、迅剣ヴァルゴニスを振ふる。当然、その刃やいばは当たらない。しかし途と中ちゆうで俺は手を離はなした。つまり剣を投げつけたのだ。

　刃はゾンビの胴どう体たいに突つき刺ささった。勢いに押されたゾンビが体勢を崩くずす。その胸元を蹴けり飛ばすと、もう障害はない。俺はテイラーを睨にらみつけた。

　戦場となったこの第四区の広場を駆かけながら、俺は拳を握にぎり固める。

「テイラー！　この悪夢はもう終わりにさせてもらうぜ！」

　右手が熱い。燃えるように輝かがやき出す。光は拳から溢あふれ、この広場を照らす。

　こいつら化け物を倒すためだけの、俺の力だ。

「ホウ、それがメーソンの言っていた──！」

　余よ裕ゆうそうに俺を嘲あざけるその化け物めがけて、俺は思いきり踏ふみ込む。

　黒い風が襲いかかってくる。グロリアスの皮を剝はいだ風だ。だが俺は避よけなかった。

　確信があったのだ。メーソンのときもそうだった。俺の拳の光は、化け物どもの闇をかき消すのだと──。

「──ホウ！」

　無防備のテイラーが目を見張る。その胴体はがら空きだ。

「いっけええええええー！」

　背後から俺の背を押すようにリルネの叫びが届いた。俺は引き絞しぼった拳を渾こん身しんの力で打ち出す。

「──トリガーインパクトォおおおッ！」

　まばゆい光は黒き風を打ち払はらいながら、テイラーの胴体に突き刺さる。テイラーはよろめきながらたたらを踏む。俺の力は間ま違ちがいなくこの化け物に届いていた。

　だが、一いち撃げきでは消しよう滅めつしないのだろう。

　メーソンのときは逃がしたが、今度はそうはいかない。

　俺はさらにもう一歩を踏み込んで──。

「──ジンさま、ダメえええええええええええ！」

「っ！」

　全身から振り絞るようなスターシアの声が届き、俺は思いっきりブレーキを踏んだ。勢いは減げん衰すいしたが、急には止まれない。俺の眼前を黒い風が薙ないだ。

　スターシアの警告がなければ、あの黒い風に真っ向から突っ込んでいただろう。逃げきれなかった左手の指先がかすめてしまい、俺は苦痛に顔をしかめた。

　指の皮が数本もっていかれただけなのに、まるで歯を力ずくで引き抜かれたような凄まじい痛みが俺を襲う。全身の皮が剝がされたら、ショック死するのは間違いない。

　黒い風の中、テイラーの姿はそこにあった。

　なぜ俺の一撃が。

「ナルホド、主人公メサイアの力か。ヨウジン、しておいてよかったな」

　テイラーはそう言うと、背広の中からなにか奇妙なものを取り出した。それは何者かの肉であった。手放すと、地面に当たってびちゃりと音を立てながら破は裂れつした。

　こいつ、腹の中に仕込んでいやがったのか──。

「なら！　もう一度！」

「ムリヲ、するな。フラツイテ、いるじゃあないか」

　テイラーが笑っているような気がした。

　俺はもう一度右手に力を込める。だが光は先ほどとは違ちがって、儚はかなく瞬またたいていた。徐じよ々じよに強くなってはいるが、輝きを集めるためには時間がかかるだろう。

　前回、メーソンに拳こぶしを一発叩たたき込んだときには、俺はすぐ意識を失ってしまった。それに比べたら、一発放ってまだ動けるだけの体力はついたのだろう。しかし、この力では致命打を与えることは──。

　くそう、なんとか時間を稼かせがねえと……！

「テイラー！　お前はどうしてこんなことをするんだ！　人々を苦しめてなにがしたい！　主人公メサイアってなんなんだよ！」

「コタエル、必要はない。ワレラハ、我らのために生きている」

　テイラーは俺の問いを一いつ蹴しゆうし、両手を掲かかげた。我らってことは、黒こく衣えの化け物はいっぱいいるっていうことなのか……？

　だが、考えている余裕はもうない。テイラーの両りよう腕うでに大量の黒い風が集まっていった。

「ソノカワ、我が仕立て直してやろうではないか」

「──させるかー！」

　叫さけび声は、少女のもの。

　まさかと思ったが、レニィだ。

「兄ちゃんたちはアタシたちが守るんだ！　この第四区で勝手な真似まねはさせないよ！」

　するとテイラーの背後からたくさんの子どもたちが出現した。みんな家屋の陰かげだとか、物陰に隠かくれながら、こちらに向けてこぶし大の石を投げつけてきた。

　彼らの前には騎き士したちもいる。グロリアスさまを援護しろ！　とおのおのが剣を掲げて叫んでいた。ジャッカスやバリトンの姿もある。使命に燃える彼らは、リルネを拷ごう問もんしたときとは別人のように精せい悍かんだ。あれが本来のあいつらの姿なのだろう。だが──。

「ばか！　逃げろって！」

　テイラーは当然意に介かいさず、しかし鬱うつ陶とうしいものを見るように振り返った。

　だめだ。このままではみんなが殺される。

　リルネとウォード、それにクライは──。

　拳に光を集めながら振り返るが、みんなはあのゾンビの対応に追われて手て一いつ杯ぱいのようだ。リルネが「邪じや魔まなのよ！」と悔くやしそうに叫ぶのが聞こえてきた。

　ティリスとスターシアは身を寄せ合いながら、しかしなにもできない自分たちの無力さに苦しんでいるようだ。俺がもっと強ければ、そんな顔をさせることもなかったのに！

　くそう、このまま子どもたちが殺されるのを黙だまってみているのか？　そうすることができたら、俺のトリガーインパクトは再発動までの時間を稼げるだろう。テイラーにも勝てるかもしれない。

　けれど、そんなのはまったく意味がない！

「テイラー、俺を見ろ！　お前が殺したがっている主人公メサイアは俺だぞ！」

　左指の苦痛に耐たえながらも叫ぶ。テイラーは俺に顔を向けると、楽しそうに言う。

「アア、わかっているとも。ダガ、その絶望の心こそが我らの糧かてになるのだ。オマエハ、子どもが殺されるのが嫌いやなのだろう？　ナラバ、苦痛の限りを与えて殺してやろうではないか」

「テイラあああああああああ！」

　俺は喉のどが張り裂さけそうな叫びをあげる。

　そうして駆け出すが、今度こそテイラーはしっかりと俺を見み据すえていた。先ほどのような不意の一発はもう入らないだろう。左手の指先が痛くて、目の前がチカチカする。

　策もなにもない、勢いだけの俺の行動を見ながら、テイラーは恐おそらく笑っているに違いない。しかし、だからといって見捨てるなんてありえない。

　打つ手のない俺は、もう奇き跡せきを信じることしかできなくて。

　いや、もし子どもたちを助けられなくて──ここで死んでも──次があるじゃないか。

　そんな思いが頭をよぎったそのとき、テイラーが言った。

「ツギハ、ない。ココデ、貴様たち三人の主人公メサイアを殺したそのときが、迷めい宮きゆうの最さい期ごだ。ザンネン、だったな」

「それは──」

　本当か噓うそかはわからない。だがもしそうだとしたら、これですべてが終わるのだとしたら──。

　やはり、足を止めなくてはいけないのではないか。子どもたちを見捨てなければ、クライやウォードや、それにリルネやスターシアたちを救えないというのなら、俺は、俺は。

　俺は──。

「だとしても、俺は──！」

　足を止めない俺を見て、テイラーが鼻で笑うようにしてつぶやいた。

「ソウカ、愚おろかな。オマエタチ、主人公メサイアはどこまでも愚かな生き物だ」

　そこに影が落ちた。

「ン──」

　巨きよ大だいな大たい剣けんを口に咥くわえながら、今まさにテイラーに向けて振り下ろそうとしているグロリアスが、そこにいた。

「────────」

　悪あつ鬼き修しゆ羅らのような目をしたグロリアスは全身を躍やく動どうさせてその大剣を化け物めがけて叩きつける。とてつもない衝しよう撃げきが広場を襲おそった。

　テイラーは両手から黒い風を霧む散さんさせ、腕うでを交差させながらその剣を防ぐ。テイラーの足が地面に沈しずみ込んだ。化け物は身動きが取れなくなる。

「マダ、戦えるだと！　ソンナ、馬ば鹿かな！」

「──────！」

　グロリアスは言葉にならないうなり声をあげる。獣けものじみた、ただ相手を圧あつ倒とうするためだけの獰どう猛もうな咆ほう哮こう。だが彼がなにを言ったのか、俺にはわかった。

『我が宿命を果たそう』

　彼はそう宣せん誓せいしたのだ。

　聖女ティリスを命に代えても守るというその誓ちかいを。

「トリガー──」

　間近に迫せまった俺を見て、大剣に押し潰つぶされまいと堪たえているテイラーが声こわ色いろを変える。

「ヤメロ！　ワレハ、まだたくさんの服をッ──」

　だからこそ、生かしてはおけないんだろうが。

　見つかった時点で、お前の負けは決まっていたんだ。

　お前たちは人を狩かる者なんかじゃない。テトリニの街を滅ほろぼした時点で狩られる側に回っていたのだということを、その脳天に叩き込んでやる──。

「──インパクトッ！」

　光が今度はテイラーの顔面を突き刺す。辺りに爆ばく砕さい音おんとともに、光こう彩さいの衝しよう撃げき波はが広がった。黒い風はその光に包まれてかき消されてゆく。

　クリーンヒットだ。俺にはその手て応ごたえがあった。




　遠ざかる意識の中──。

　あの声が聞こえてきた。




『エンディングトリガー：２を達成しました。固有スキルを取得します』




❖トリガースキル：トリガーバレット《発動可能》




　インパクトに続く、ふたつ目のトリガースキルだ。










[image: 第四話　エンディングトリガー：２]




　俺のトリガーインパクトを浴びたテイラーは、苦しみながら地面をのたうち回っていた。先ほどまでの超ちよう然ぜんとした態度もすべてかなぐり捨てて、服が汚よごれるのも構わずに。

　見苦しいまでのその姿で暴れるたびに少しずつ顔面から黒い液体が零こぼれ落ちてゆく。それは化け物が溶とけていっているかのようだ。

「イヤダ、嫌だ！」

　化け物は必死に地面を叩きながら、叫ぶ。

「マダ、我は死にたくない！　イヤダ、死にたくない！　マダマダ、作りたい服もたくさんあるんだ！　コンナ、ところで！　コンナ、低てい俗ぞくな人間どもに！　イヤダ、殺されるなんて嫌だ！　マダ、我はすべてのアイデアを形にしていない！　ヤメテ、やめてくれ！　モットモット、たくさんの服を作りたいんだ！」

　テイラーの絶ぜつ叫きようだった。彼の懇こん願がんであり、彼の無念であった。

　あまりにも悲痛な、聞いている方の心が張り裂けそうなほどの、とてつもなく強い想おもい。もしこれが劇ならば、その演技は観劇するすべての観客の心を打っただろう。

　だがそれがあらゆる人を材料とみなし、その皮で作る服だというのならば、とてもではないが許容するわけにはいかない。

　リルネたちのほうもようやく終わったようだ。ひとりの犠ぎ牲せいも出すことなく、六匹ぴきのゾンビを燃やし、刻み、引き裂いていた。さすが、頼たよれる女だ。

　一方、俺は飛んでしまいそうな意識を必死に繫つないでいた。クライを救たすけたことで新たなトリガースキルを入手したものの、ダメ押しの一いち撃げきを食くらわせられないのが悔しい。

　このままテイラーが消しよう滅めつしてくれるんなら、おねんねしてても構わないんだが……。

　テイラーのそのもがき苦しむ様を見ながら、なぜだか不ふ吉きつな予感があった。

　いや、今の叫びを聞けば誰だれだって思うだろう。

　この化け物はすんなりと消滅するようなタマじゃないって。

「モット、もっとだ！　モット、もっとたくさんの服を！　モット、たくさんの皮ひ膚ふを！　モット、たくさんの骨を！　モット、たくさんの髪かみを！　ヨリ、上質な素材を！　アツメテ、そして、我は我が欲よつ求きゆうを満たし！　ソシテ、そしてえええええええええええ！」

　テイラーは地面に膝ひざをつきながら両手をめちゃくちゃに振ふり回した。

　その直後、目の前で大量の土ど砂しやが噴ふき上がる。

　目くらましか。俺は顔を押さえ、指の隙すき間まからテイラーの姿を探す。

　しかしそれは目くらましではなかった。

　俺の前には大量の──、先ほどの比ではない数のゾンビの群れが地面から出現していたのだ。




　とてつもない数だ。押し合いへし合いで、百匹ぴき以い上じようはいるんじゃないだろうか。あまりの臭しゆう気きに空気すらも腐くさってゆくようだ。啞あ然ぜんとする。

　なんだこいつらは。どこから現れたんだ。

　もともと、潜ひそんでいたのか？

　だったらなんでさっき、テイラーは六匹しか死者を出さなかったんだ。

　群れの奥からけたたましい叫さけび声があがる。

「アア、恥はずかしい！　アア、なんと惨みじめな！　アア、こんな失敗作を衆目に晒さらさなければならないとは！　アア、ああ、だが次善！　ソウ、次善だとも！　ナニモ、成し遂とげず、ここで命尽つきるよりは！　イウナレバ、これが最善だ！」

　マジかよ。こいつはあのくだらない服を自じ慢まんしたくて、それだけの理由でたった六匹だけを呼び出したのか──。

　もうテイラーを尋じん問もんするどころの騒さわぎじゃない。

　ゾンビどもは弾はじかれたように走り出した。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくがそこにはあった。




　子どもや騎き士したちの悲鳴、叫び声、さらにリルネの撃うち出した炎ほのおが爆ばく音おんとなって響ひびき渡わたり、鼓こ膜まくを揺ゆらす。

　が、死者どもの数はあまりにも多い。俺の近くにいたグロリアスが咥えた剣を一ひと振ふりするも、直後ゾンビに組みつかれた。彼もまた引き倒たおされていった。

　俺は瞬またたく間にゾンビどもに飲み込まれた。手や足が次々と嚙かみつかれてゆく。先に恐きよう怖ふが胸を襲い、遅おくれて惨むごい痛みがやってきた。

　他ほかのみんながどうなっているかまるでわからない。ただ少なくとも俺は死ぬだろう。

　まるで鳥ちよう葬そうだ。俺の全身はついばまれ、肉がぶちりぶちりと引きちぎられてゆく。

「ヤレ！　やってしまえ！　コノワレヲ、脅おびやかすすべてのものを！　ソウダ、食らい尽つくせ！」

　こんな光景、ホラー映画で見たことがある。俺はまるで俺が食い散らかされる姿を俯ふ瞰かん視点で眺ながめているようだった。そうでもしなければ、気が狂くるってしまいそうな痛みだった。

　気持ち悪い。大量のゾンビが俺の全身を餌えさのように貪むさぼる。嚙まれた痕あとは熱をもち、まるで虫が這はいずるようにうずいた。うずきは止まらず、それどころかどんどんと増してゆく。

　気を失えば楽になれる。だが、鋭えい敏びんになってしまった感覚はいつまでも痛みの信号を脳へと送り続けた。加速器の中に入れられた電子のように、臨界点を突とつ破ぱした痛みは俺の心をズタズタに引き裂さいてゆく。

　もう目にはなにも映らない。腰こしから下の感覚がなく、血が流れ過ぎて体が寒い。

　血流が脳に届かない。俺は血の海で溺おぼれてゆく。

　クライと俺とリルネ。三人が同時に同じ場所で死んだら、もうループは起こらないとテイラーは言っていた。

　ということは、これでおしまいってことじゃないか。

　まさかこんなところでゲームオーバーだなんて。

　嫌いやだ。

　嫌なのに。

　体は少しも動かないんだ。

　ここまでテイラーを追い詰つめたってのに。

　ちくしょう。

　ごめんな、祖ば母あちゃん。

　俺はみんなを守れなかった──。




「トリガァ──────ループ！」




　その絶叫は、ゾンビに嚙み砕くだかれていた俺の耳にも届いた。

　次の瞬しゆん間かん、視界に光が弾けた。

　俺は広場に立ち尽くしていた。

　え……？




「ナンダ、これは!?」

　テイラーの声で正気に戻もどる。

　俺はハッと顔をあげた。

　広場にはゾンビが一いつ匹ぴきもいない。いや、正確にはリルネやウォードらがゾンビを今まさに片づけようとしているところだった。

　時間が数秒だけ巻き戻った？

　同時に三人が死んだ場合、もうループは起こらずゲームオーバーになるはずじゃ──。

「ジン！」

　俺の名を呼ぶのはクライだ。

「早く、あいつが死者を目覚めさせる前に！　早く！」

「──」

　その言葉で俺は理解した。

　クライ自らがループを引き起こしたんだ。

　あいつが叫んだ言葉は『トリガーループ』。つまり、俺と同じように、トリガースキルに目覚めたってことか！

　俺は拳こぶしを握にぎり、痛みの幻まぼろしが張りつく体を無理矢理動かした。四し肢しが自分のものとは思えないほどに重い。全身が剝むき出しの神経のようだ。

　それでも一歩を踏ふみ出すのは、意志の力だ。

「テイラー！」

「主人公メサイアァァァァッ！」

　愚ぐ直ちよくな突とつ撃げきを仕し掛かける俺に、テイラーは崩くずれそうな顔を押さえながら黒い風を放ってきた。それはあまりにも範はん囲いが広く、俺は避よける暇ひまもなく風に飲み込まれてしまった。

　グロリアスの様子が俺の脳のう裏りをよぎる。あの時は腕うでの皮だけだったが、俺は全身で浴びてしまった。

「じ、ジン！」

　俺を心配したリルネが叫ぶ。やばい。腕に浴びただけで発はつ狂きようしそうなほどに痛いんだったら──俺はどうなってしまうんだ？

　死者どもが地面から飛び出てきた次の瞬間。

　俺の目の前が真っ赤に染まった。

　痛い。

　痛い。

　痛い。

　それ以外の感情が塗ぬり潰つぶされる。

　爪つま先さきから頭の先まで、余すところなくすべての部位が悲鳴をあげていた。

　空気に触ふれているだけで爪つめを剝はがされたときよりも指を折られたときよりも絶大な痛みが俺を襲おそう。何回も何回も痛みはぶり返し痛みの波が止まらない。

　ゾンビに食われることなんて、この痛みに比べたら安楽死のようなものだった。

　全身がフォークで貫つらぬかれたように。万力で捻ねじ曲げられたように。目玉をスプーンで抉えぐられるように。粘ねん膜まくという粘膜に酸を浴びたように。ありとあらゆる種類の痛みが何倍も増ぞう幅ふくされていた。いつ終わるとも知れない苦痛に、内臓のすべてを吐はき出しそうだ。

　全身が燃えるほどに熱い。耐たえられない。助けてくれ。

　なぜ誰もこの痛みから俺を救ってくれないんだ。

　頼たのむ。誰でもいいから、俺を殺してくれ。なんでもするから、お願いだ。

　なんで俺がこんな目に。異世界になんて来るんじゃなかった！

　細さい胞ぼうのひとつひとつが断だん末まつ魔まの叫びをあげていた。

　人ひとりの心など、ガラス球を割るように破は壊かいしてしまえるほどの痛みだった。

　脳を溶よう液えきに漬つけられて、何十億年も生かされながら、延々と与あたえ続けられる痛みの中にいるような気分だった。

　俺は目を瞬く。そこは元の広場だった。

　再び、トリガーループで戻ってきたのだ。

　だが俺は、その場に膝ひざをついた。たった一いち撃げきで、心は砕け散っていた。

「ジン！　おい、ジン！」

　クライの声が遠くから聞こえてくるようだ。

　しかし、俺は立ちあがれなかった。

　またあの痛みを味わわされるのか？

　嫌だ。それだけは絶対に嫌だ。

　もうテイラーなんて逃にがせばいいじゃないか。激しく抵てい抗こうされてあんな痛みをまた味わうよりは、そのほうがずっとマシだ。俺はもう痛い目に遭あいたくないんだ。

　恥はじも外聞もなく、そんなことを泣き喚わめこうとしていたその時にだ。

　クライが、自ら駆かけて行った。

　その両手に短たん剣けんを握り締しめ、そんなものでテイラーにトドメを刺さそうと。

　案の定、テイラーは身を守るため、黒い風を撒まき散らす。クライがそれを正面から浴びてしまう光景を、俺のなんの役にも立たない眼球が見つめていた。

　恐おそろしい光景だった。クライの頭皮から足の先まで、皮ひ膚ふを脱だつ皮ぴするかのように、それはずるりと抜ぬけ落ちたのだ。

　なによりも恐ろしいのは、理科の標本模型のような姿になりながらも、まだクライが生きているということだ。

　彼はその場に崩れ落ち、手足をまるで違ちがうほうに折り曲げながら、あまりにも大きく痙けい攣れんしていた。

　先ほど俺はこんな風になってしまったのか。

　これじゃあもうだめだ。クライがこうなってしまっては、トリガーループはもう使えない。俺たちの敗北だ。

　時はただ無情に流れてゆく。

　やがて現れたゾンビに、俺たちは再び食い殺された。

　俺はもう抵抗する気力すらなかった。

　だが──。

　再び、時は巻き戻った。

　俺は四回目の広場に立ち、絶句している。

　溶とける顔を押さえるテイラーもまた。

「ナゼ、そこまで！」

　俺は振ふり向いた。

　クライは鼻から血を流しながら、この短期間で目の下に壮そう絶ぜつなクマを作り、片かた膝ひざをつきながらそれでも叫さけんだ。

「逃がさない、絶対に！　もう！　僕たちのような人を出さないために！」

　お前、噓うそだろう。

　目も虚うつろで、立ち上がることもできなくてさ。

　それでもそんなこと、綺き麗れい事ごとを言えるのかよ。

　なんだよそれ。

　俺の心は折れたっつーのに、くそう。

　立派なやつじゃねえか。

　──お前は本当に、主人公だよ！

　目が覚めた気分だ。俺の全身に絡からみついていた呪じゆ縛ばくが弾け飛ぶ。

　やぶれかぶれで叫んだ。

「クライ！　あいつを仕留める！　お前が先にくたばるんじゃねえぞ！」

「あとのことは僕に任せろ！　行けジン！」

　前のめりになって、転げ落ちそうになりながらも俺は走る。

「エエイ、来るな、来るな、来るな、来るな、来るなああああ！」

　テイラーが必死な様子で黒い風を放ってきた。

　そうか、お前も怖こわいんだな。

　死ぬのが怖いんだろう。俺たちと一いつ緒しよだな。

　しかも俺たちと違ってお前は、一度死ねばおしまいなんだろ？

　俺たちの心が折れるか、お前の命が尽つきるか。

　二に者しや択たく一いつの闘とう争そうだ。

　地じ獄ごくだな。

　俺は黒い風に正面から向かっていくなどということはしない。鋭するどく右にステップをしてその範囲から抜ける。

　だが、今度はテイラーにゾンビを出現させる隙すきを与えてしまった。俺の足首を摑つかまれて、四回目の挑ちよう戦せんも失敗に終わった。

　そしてまた、ループする。

　五度目の挑戦だ。




　いよいよクライの顔色が死人のようになってきた。彼はもう動くことすらできないだろう。俺が二度目のトリガーインパクトを使うときなにかを振り絞しぼったように、クライもまたなにか魂たましいのようなものを消費してトリガーループを使っているのだ。

　今回で決めなければあとはない。

　テイラーはもはや狂きよう乱らんだ。

「ヤメロ、イヤダ、シヌノハ、イヤダ！」

　黒い風はもうかわす必要すらなく、当たらない。テイラーは俺に狙ねらいをつけることすらできなくなっていた。

　俺は右拳を握り締める。今度こそだ。三発目のトリガースキルで決めてやろうじゃないか。あのクライが何度もループを発動しているんだ。若わか僧ぞうに負けていられるかよ！

「安心しな、テイラー！　その苦しみに終しゆう止し符ふを打ってやるよ！」

「ヤメロオオオオオオオオオオオオ！」

　俺の右手に光が宿る。それは激しく輝かがやくインパクトの時とは違い、透すき通るように光を放っていた。これならいける。これなら打てる。新たなる力──トリガーバレットを！

　何度も何度も殺されたが、それもここでおしまいだ。

　テイラーは尻しり餅もちをつきながら俺から後ずさりをしている。だが、そんなもので逃げられるはずもない。

　正しよう真しん正しよう銘めい、これがトドメだ──。

　上から叩たたきつけるように放つフック。俺の腕がねじれて螺ら旋せんを描えがいた。

「──トリガーバレット！」

　それは何十何百という拳こぶしの弾だん幕まくであった。

　インパクトのような点ではなく、面の衝しよう撃げき。白色に輝く破壊の光はテイラーを完かん膚ぷなきまでに押し潰す。光を浴びたテイラーの体は見る見るうちに溶けていった。




「──アアアアアアアアアアアアアアアア！」




　つんざくような断末魔の声とともに、テイラーの姿は光に飲み込まれてゆき、闇やみの一ひと欠片かけらまで浄じよう化かされていった。

　この第四区の広場から光の柱が立ちのぼる。とても目を開けていられないような強い光が徐じよ々じよに弱まり、数秒の時をかけてすべてが元通りになったその時。

　あとに残るものはなにひとつなかった。

　死体すらも、なにも。

　俺のトリガースキルによって、テイラーは完全消しよう滅めつしていた。




　数多あまたの死を乗り越こえて、辿たどり着いたのだ、俺たちは。

　この街の、エンディングに──。




《エンディングトリガー：２》




《テスケーラの街にて、クライを時の迷めい宮きゆうから救い出せ》




　達コンプ成リート──。
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　その日の顚てん末まつに関して、俺は語る術をもたない。

　なぜなら、俺は三発ものトリガースキルを打ったため、翌々日まで死んだように寝ね込こんでしまっていたらしいからだ。

　というわけで、これはリルネやスターシアから聞いた内容となる。




　俺のトリガーバレットによってテイラーが消滅した後、その場は死体まみれとなった。

　どうやらあいつが操あやつっていた死者の軍団たちが、プールに浮うかぶ水死体のように土の中から浮かび上がってきたらしい。

　さすがにもう動くことはないようだったが、広場が死体まみれだ。その処理は第四区の住人と騎き士したちが協働して行なったとか。

　それがこの街で初めての共同作業ってんだから、笑える話だよな。

　一方、ティリスとグロリアスは積もる話もさておき、急いでパレードへと帰っていった。こんな状態でも街のために続きをしなきゃいけないなんて、大変だ。

　俺たちも任意同行をお願いされたのだが、とりあえずは俺の安静を第一にってわけで、それならと聖堂塔とうの医務室に連れていかれたらしい。

　というわけで、この街の最高の治ち療りようを受けながら、俺は二日間延々と寝ちまっていたわけだ。

　そう、今はあの日から二日後だ。つまり俺たちが閉じ込められていた時の迷宮はなくなった。もう繰くり返しから脱だつ出しゆつするためにあがく日々は終わったのだ。なによりだな。

　ちなみに隣となりのベッドにはクライもいた。あいつも俺と同じで、しばらく昏こん睡すい状態だったようだ。ま、それだけの反動があったってことなんだろうな……。

「なるほどなー」

　というわけで目覚めた俺は、スターシアの話を聞いていた。

　なんかあちこちに包帯を巻かれているため、身動きがとりづらい。そのために先ほどからスープを抱かかえているスターシアに「あーん」をされているのだ。ひとりならまだしも、隣のベッドにはクライが寝ているため、けっこう恥はずかしい。

　聖堂塔の医務室は騎士用のものと、お偉えらいさん用のものと二種類あるようで、ここはだいぶ広い造りになっていた。というか、普ふ通つうに客室と言われても信じられそうな感じだ。

「ジンさま、どうぞ。さ、ちょうどいい温度ですよ」

「あ、はい」

　スターシアがスプーンですくってふーふーしたスープを、ゆっくりと俺の口に運んでくる。別にがんばれば手も動かせるのだが、スターシアはリルネの命令である『絶対安静』を死守するつもりのようだ。

　起きてからずっとこの調子である。スターシアは二十四時間ずっと俺に付きっ切りだった。これぞまさに奴ど隷れいの本ほん懐かいとばかりに、嬉き々きとして俺の世話に勤いそしんでいる。

　その幸せそうな様子は、見ているこっちがなんだかむずがゆくなってくる。

「スターシア、なんか俺を甘やかしすぎじゃないかな……？」

「なにを言いますか、ジンさま。わたしはあなたさまのものなんですから、どうぞなんなりとお命じください。あなたの望むことは、なんでもしますから」

　げほげほげほ、と隣のベッドからむせる声が聞こえてきた。

　積極的に身を乗り出してきたスターシアの、そのメイド服の胸むな元もとがぐいっと強調されるように突つきつけられ、たゆんと揺ゆれる。胸って本当に揺れるんだな、と俺はまるで他人ひと事ごとのように思った。
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　ベッドで半身を起こしているような状態で見上げると、すごい大きさだ。俺の両手でも余りそうな。

「ジンさまはいいんです、そこにいてくださるだけで。ジンさまのお世話をさせていただけるのが、わたしの喜びなんですから」

「わ、わかった、わかったから」

　両手を上にあげて降参のポーズを取ると、スターシアは嬉うれしそうにまた自分の席につく。そうして「あーん」を繰り返すのだ。

　腹が膨ふくれたあたりで、ちょうどスープも空になった。ナプキンで口元を甲か斐い甲斐しく拭ふいてくるスターシアの前にいると、なんだかまるで赤ちゃんになったような気分だ。

　それでもスターシアが楽しそうなので好きにさせていたが。

「なあ、スターシア」

「なんですか？　あ、おっぱいですか？」

「待って」

　隣からさらにむせる声。俺もまた慌あわてて制止する。

「どうしてそうなるんだよ」

「いえ、先ほどから視線を感じていましたので、言い出せないようでしたらわたしから進んでお出ししたほうがいいのかな、と……」

　ポッと桜色に頰ほおを染めて、スターシアは斜ななめ下を向く。さすがに恥ずかしいようだ。

「いやまあ、そうじゃなくて。その、なんだ」

「もう少しあとにします？」

「いつもやっているみたいに言うんじゃない！」

　ゆわゆわとまるで持ち上げるようにして自分の胸を強調するスターシアに、俺は全力で首を振ふる。

　ただでさえ満足に両手が使えない状態だ。ということは、なにがとは言わないが自分で色々と処理することもなかなか難しい今、彼女から誘ゆう惑わくをされてしまったら、よっぽどじゃない限り抗あらがえなくなってしまう。

「ま、待ってくれよ、スターシア。隣にはクライがいるんだってば」

　わざとらしいいびきが聞こえてきた。

　スターシアはクスッと笑って、俺の耳に囁ささやく。

「……でも、眠ねむっていらっしゃるようですよ？」

　あ、あいつ……！

　なんなんだ！　俺の味方じゃなかったのか！　そうだ、最後のほうは『ジン』とか呼び捨てにしてきやがって！

　俺が歯は嚙がみしている間に、スターシアはぎゅっと俺の頭を包み込むように抱だいた。

　頭にぎゅっぎゅっと胸が押しつけられてゆく。それはあまりにも柔やわらかくて、腕うでが自由に動いていたらわしづかみにしていたかもしれないような魅み惑わくの感かん触しよくだった。

「お、おい、スターシア……」

「ジンさま、本当によくがんばっていらっしゃいますから」

「え、いや、そんな」

「わたしにできることは、これくらいしか……、もうしばらくこのままで、いさせてくださいませ」

　胸に包まれたまま、スターシアは俺の後頭部を優やさしく撫なでる。

　されるがままになりながら、俺はつぶやく。

「……そんなに、心配かけていたか？」

「はい」

　即そく答とうされた。それも少し厳しめの声で。

「何度もうなされて、叫さけび声まであげていましたよ。とても怖こわい夢を見ているみたいで、そばにいるのになにもできないのが、とても歯がゆくて……」

「そうか」

　俺は体から力を抜ぬいて、彼女に頭を預けた。

「ごめんな、スターシア。世話かけて」

　なんとなく想像もついた。テイラーとの死し闘とうで、俺は何度も死の恐きよう怖ふを味わい続けたのだ。あのときの痛みや恐怖が眠っている最中、繰り返しフラッシュバックしていたのだろう。

「情けないところを、見せちまったな」

「いいえ、ジンさまはご立派でした」

　ぽんぽんと頭を撫でられる。

「ですから、せめてわたしの前では難しいことや怖いことはなにも考えず、ゆっくりとしてください……。ご奉ほう仕しをお望みであれば、すぐにでもさせていただきますから、ジンさま……」

　スターシアの体からは甘い匂においが漂ただよう。ふんわりとした感触に包まれて、俺は静かに目を閉じた。なんだかすごく安心して、心がとろけてゆくようだった。

　そういえば前にもこんなことがあったな、と思い出す。

　メーソンと戦う前の晩だ。スターシアが添そい寝ねしてくれていたんだ。

「……ありがとう、スターシア。お前がいてくれると、落ち着くよ」

「そんな、もったいないお言葉」

　スターシアはそっと離はなれた。それでも俺のそばに屈かがみ、ニッコリと微笑ほほえむ。

「わたしはジンさまが望む限り、いつまでもおそばにいます。いつまでもです。わたしはジンさまのものですから」

「……、うん、まあ、ありがとう」

　お前は物じゃないよだとかなんとか言いそうになったが、スターシアが幸せそうだからまあいいか、と俺は話題を変える。

「そうだ、スターシア。お前は目、大だい丈じよう夫ぶか？　何度も血を流してただろ」

「まあ、心配してくださってありがとうございます。でも、大丈夫です。どうやらこの目を無理に使おうとすると、血が流れてしまうようです」

「そうか……、目の力の反動かな。でもそのおかげで助かったよ、ありがとう」

「うふふ、ジンさまのお力になれたら、こんなにも嬉しいことはありません」

　なんだろう、今のスターシアはいつにもましてラブラブなオーラを出している気がする。

　もしかしたら、普ふ段だんはリルネの前だからある程度自重していたのだろうか。

　俺が大人みたいな態度を取っているのと同様に、スターシアもメイドらしい顔をしていたのだろうか。

　人ひと懐なつっこい兎うさぎのようにすり寄ってくるスターシアは大人すぎず幼すぎない、とても魅み力りよく的てきな女性だった。こんなに綺き麗れいな子が、俺になにをされてもいいと言っているなんて、いまだに信じられないな。

　俺が思わずスターシアを抱だき寄せようとしたそのときだ。わざとらしい咳せき払ばらいがした。

「ア、アノ……」

　クライのものではない、それは。

「起きたって聞いたから、お見み舞まいにきたんだけど……、お、お邪じや魔まだったら、すぐ帰る、けれど……」

　リルネは顔を真っ赤にしながら、カーテンの中に隠かくれていた。

「いやいやいや、座ってくれって！」

「あっ、り、リルネさま……、失礼しました……、あううう」

　いつもはリルネを歓かん迎げいするはずのスターシアも、きょうばかりは妙みように恥はずかしそうに顔を真っ赤にして俯うつむいている。

　失礼しましたって、それはなにか失礼なアレをしていたということなのだろうか、とかそんな雰ふん囲い気きが漂う中。リルネもてくてくとやってきて、警けい戒かいしながらも俺のそばに座ってくれた。

「……ま、まあ、あんたも無事に目を覚ましたようでなによりだわ」

「お、おう、そうだなっ！　はははは！」

　その場の変なムードを吹ふき飛ばすように元気よく笑ってみるが、リルネの態度は半眼のまま変わらなかった。

「……とりあえず、テイラーが倒たおされてから二日間経たったけれど、この街に変わったところはないわ。敵が報復に現れるということもないようね。あの化け物が単独で動いていたのかどうかはわからないけれど、スターシアの目にも映らないようだし、ひとまず安心していいみたいね」

「ああ、それなら肩かたの荷が下りた気分だ」

　ホッと息をつく。スターシアの未来眼は俺たちにとって、これからますます頼たよりになりそうだ。

　そこでからりとカーテンが開いた。隣となりのベッドにいたクライだ。

「……で、結局、あの化け物がなんだったのか、色々と聞かせてほしいんだけどさ」

　俺はうなずいた。

「もちろん、お前には伝えておかなきゃな、俺たちの知っているすべてを。といっても、知っていることはそう多くないんだけどさ……」

「あたしも、この街であんたがなにをしていたのか、知りたいしね」

　というわけで、俺たちは情報交こう換かんを始めた。




　クライの話した内容は大いにリルネとスターシアを驚きよう愕がくさせた。

「トリガーループ……、同じ時間を何回もやり直すだなんて……、すごい話ね。それがあなたの力なの？」

「わからない。あのときはなんとなく願ったらできただけなんだ。今はどうも、できそうにない」

　自分の手のひらを見下ろすクライ。彼はそれから顔をあげて不思議そうに問う。

「にしても、ずいぶんと簡単に信じるんだな。あなたたちからしたら、僕はあの場でたまたま顔を合わせただけの人間だろう？」

「ん、まあそういう系のお話は、あたしも何度か読んだことがあるしね」

　クライが眉まゆをひそめると、リルネは手をパタパタと振って「こっちの話」と曖あい昧まいに笑った。あいつが女子高生だった頃ころの話だな。

　スターシアもまた胸に手を当てて。

「それがどんなに不可思議なことでも、ジンさまが仰おつしやったらわたしは信じますよ」

　そう言ってニッコリと笑った。照れる。

　クライは頭をかく。

「ま、いいんだけどさ、手っ取り早くて……」

「そうよ、それにジン。なんであんたもループしていたことを先に話さないのよ」

「何度か話したループもあったんだけどな。まあお前はそのたびに協力してくれたよ。ありがとう」

「と、当然でしょ……、困っている仲間を助けるのは、領主の娘むすめの役目なんだから……」

　ノブレスオブリージュなことを言いながら、リルネは腕を組んだ。頰ほおがわずかに赤い。

　今回の戦いでは、テトリニの街を元に戻もどす方法はわからなかったが……、まあいいさ。犠ぎ牲せい者しやを出さずにあの化け物を倒せただけで大金星ってやつだ。

「そういうわけでさ、俺たちは化け物たちに対たい抗こうするため、南にあるヴァルハランドの塔とうを目指しているんだ」

「話には聞いたことがあるよ。ポライノフ共和国にある魔法使いの聖地だね」

「そこにいけばなんかの手がかりがあるかもしれない、ってな」

　俺はクライの手を取った。

　急にそんなことをされて、彼はびっくりしたように身を引く。

　クライの目を見つめながら、俺は告げる。

「あの化け物は俺たち三人を主人公メサイアと呼んでいた。どうやら俺たちには、あの化け物を倒すための力があるようだ」

「……力が」

「俺のトリガーインパクトであり、お前のトリガーループだ。あの化け物に普ふ通つうの攻こう撃げきは通用しない。俺たちじゃないと倒せないんだ」

　俺は一いつ拍ぱく置いて、彼を誘さそった。

「どうだクライ、俺たちと一緒に行かないか？」

　クライはその言葉を聞いて、反はん芻すうするかのように目を閉じた。

　後ろからリルネが「ちょ、ちょっとそんな勝手に……」と不平を漏もらすが、俺はクライをただ見つめていた。

　やがてクライは力なく首を振ふって、こう言った。

「ジンさんの力になりたい気持ちは本当だ。……だけど、今はまだいけない」

　彼はその理由を少しずつ口に出した。
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　夜の第四区の広場には、火が燃え盛っていた。

　組まれたやぐらは第四区のみんなが用意したものだ。黒こく煙えんは高々と、風に吹かれることもなく真っすぐに立ちのぼってゆく。リルネが場の風属性を調整しているのである。

　約束通り、第四区の祭りが催もよおされていた。みんなが不用品を燃やすぐらいのささやかな祭りだが、火を見つめる人々の顔はいつもより安らいでいるようだった。

　肩を組んで酒を呷あおっている男たちや、燃え殻がらを拾い騒さわいでいる子どもたち。なにもせずその風景を眺ながめている老人たち。様々だ。

　本来なら独立祭の翌日にやるはずだった祭りは、俺とクライが回復するまで延期してもらっていたのだ。なんだか悪いな。

　俺は広場の端はじっこで、この日のために用意したらしいエールをちびちびとやっていた。

　第四区でこれほどデカい火を焚たくのは色々と問題があったらしいが、その辺りは聖女の取り計らいで丸く収まっていた。

　その代わりってわけじゃないが、この場には何人かの騎き士しと、さらに聖女の騎士グロリアス、その上かの聖女サマがお忍しのびでいらしていた。前ぜん代だい未み聞もん、異例の事態らしいが……、ま、戦い終わった祝勝会みたいなもんだ。

　さすがに誰だれも見たことがないようなお祭りにはならなかったが、少なくとも一生忘れられないような思い出にはなるだろうな。

　俺は先ほど、グロリアスより掛かけられた言葉を思い出す。

　それは機密情報らしいのだが……、どうやら、リルネお嬢じよう様さまはテトリニ領から指名手配されているらしい。

　もちろん屋や敷しきに残してきた書き置きの通り、クルスの娘であるリルネが生きていることは周知の事実だ。問題は領地をそのままにして出しゆつ奔ぽんしたリルネをただちに連れ戻し、その責任を取らせるべきだという意見が多くあがっていることらしい。というか、追っ手はすでに放たれていたとか。

　自由都市群ラパムに入るのが数日遅おそければ、俺たちはテトリニの検問に引っかかっていたようだ。急いで正解だった。

　グロリアスは今回、テトリニよりやってきた追っ手の兵士からリルネの存在を隠してくれたらしい。ティリスさまを助けたお礼だってさ。

　だからといって街に長居はできない。グロリアスやティリスにも迷めい惑わくをかけちまうからな。

　俺たちは明日の朝早く、発たつ予定だった。

　この夜のお祭りは、街に別れを告げるための儀ぎ式しきみたいなもんだな。




　聖女ティリスとクライ、それにウォードとレニィの幼おさな馴な染じみ四人組は、並んで座りながら火を眺めている。どんな話をしているかはここからじゃわからないが、きっと長い時間を埋うめるようななにかだろう。

　その中でクライは楽しそうに声をあげて笑ったり、ティリスと話して顔を赤らめたりしていた。

　俺にも若い頃があったな、と少ししんみりしてしまう。

　あんな風に、いつまでも一緒にいられると思っていた友達もいた。紛まぎれもなくあの時の俺たちは、世界の中心に立っていたんだ。

　自分が物語の主人公だと思っていたそんな気持ち。それはまだこの胸に、かすかに残っている。

「なにたそがれてんのよ」

　俺の頭を下から小こ突づいてきたのは、リルネだ。彼女も手にエールの入った木製コップを持っている。

「おいおい、いいのかよ十五歳。クライたちみたいにジュースにしとけよ」

「いいに決まっているでしょ。この世界では飲酒を制限する法律なんてないし。あったとしても、あたしは合わせて三十歳なんだから誰にもはばかることなんてないわ」

「問題は実際にアルコールを分解できるかどうかの話なんだが……。お前の年ねん齢れいの話、本当に都合がいいよな……」

　火に照らされたリルネの頰が赤い。本当に大だい丈じよう夫ぶかよ。

「スターシアは？」

「奥でなんかの肉をさばいているわ。人手が足りないから手伝っているんだって」

「ふうん……、ま、今回は、スターシアにずいぶんと助けられちまったな」

「そうね、あの子の目は頼りになるわよね」

　リルネは微び妙みように含ふくみをもった言い方をした。なんだろうか。

　俺はエールに口をつけた。リルネも同じようにコップを傾かたむける。しかしリルネだけが思いっきり顔をしかめた。

「ニガい……」

「そりゃあなあ」

　日本のビールはずいぶんと飲み口が爽さわやかで飲みやすかったものだ、と俺は思い返す。このエールはやはり麦の香かおりが強すぎる。

「仕方ないな」

　俺はよいしょとリュックサックを下ろした。その中から缶かんチューハイを取り出す。リルネは目を丸くした。

「あんた、いつのまに元の世界に戻ってたの？」

「みんなが祭りの準備をしている間にな」

　テイラーを倒たおしたことによって時の迷めい宮きゆうも破は壊かいされたのか、俺は現代日本に戻ることができるようになっていた。本当は世話かけた第四区の人たちに土産みやげとして持ってきたつもりだったんだが、まあいいか。

「エールが口に合わないんだったら缶チューハイにするか？　つまみもあるぞ」

　リルネは俺の方を見てごくりと喉のどを鳴らした後に、すぐ押し黙だまった。スカートの裾すそを押さえながら、小さく首を振る。

「……いい」

「え？」

　予想外の事態だ。リルネが日本から持ってきたものを食べたり、飲んだりしたがらないなんて！

「お前、どこかおかしくなったのか……？　まさか、過か酷こくな戦いの中で！」

「どういう意味よそれ。別に、飲みたくないわけじゃないわ。でも……、あたし今回、あんたたちみたいに役に立たなかったし……」

「え、ええ？」

　リルネは拗すねたように顔を背そむける。

「ジンやクライが何度もループしているってこともさっぱり知らなかった……。こんなあたしが、ポテチや缶チューハイをもらうなんて、そんなのおかしいっていうか……。やっぱり働かざるもの食うべからずだと思うし……」

「いやいや、お前は十分役に立ったよ。最後の作戦だって、お前がいなかったら成り立たなかったし。ウォードを説得できたのだってお前のおかげだ」

「……本当に？　本当にそう思っている？」

　ちらりと横目でこちらを窺うかがうリルネに、俺はぶんぶんと勢いをつけてうなずく。

「もちろんだ。俺もクライもお前には感謝している。それに俺は……」

「……俺は？」

　俺の胸むな元もとから上うわ目め遣づかいでこちらを窺ってくるリルネ。俺はなんだか恥はずかしくなって一旦は口を閉じる。だが、落ち込んでいるリルネを励はげますために、その先を言うことにした。

「俺は、お前やスターシアがいてくれたから、がんばれたんだよ。ひとりだったら、たぶん無理だった。だから……、ありがとう。何度ループしても、お前の存在は俺の力になってくれたよ。嬉うれしかった」

「……なによ、それ」

「本当のことだよ。だからなんだろう、今回のこれは……、俺のお礼、というか」

「……し、仕方ないわね。そこまで言うならもらってあげるわよっ」

　リルネは勢いよく缶チューハイのプルタブを開けた。男らしく呷るその姿に、ちょっとだけ心配になる。おいおい、大丈夫か。

　口元を拭ぬぐうと、輝かがやくような銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら彼女はようやく笑えみを見せた。

「なに不安そうに見てんのよ、大丈夫だってばこれぐらい。それよりあんたも飲みなさいよ、ほら。女の子ばっかり飲ませているんじゃないわよ」

「お、おう。なんだお前、絡からみ酒か？　それはそれで面めん倒どうなやつだな……」

　俺はリルネの分までエールを胃に流し込む。熱い液体が食道を伝い、全身にアルコールが染み込んでゆくようで心ここ地ちよい。

　ふと視線を転じると、両りよう腕うでにギプスをつけたグロリアスが部下の騎士からエールを手て渡わたされていた。彼は受け取ると、まるで水のようにそれを飲み干す。顔は相変わらず厳いかめしいが、リラックスしている雰ふん囲い気きだということはわかった。
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　俺たちと一いつ緒しよに行かないか、というその申し出を断ったクライは、言った。

『僕は、聖女の騎士になる』と。

　しばらくの間、グロリアスの両手が使えないこともあって、彼は新しく従騎士を求めていた。そこにクライとウォードが声を掛かけられたのだという。

　どうするべきか迷っていたクライは、自分が今一番そばにいたい人のために戦うことを決めた。ウォードも第四区の環かん境きよう改善を条件に、従騎士の誘さそいを受けたようだ。

　クライの想おもいの強さを知っている俺は、それ以上彼を誘おうとは思わなかった。

　俺とリルネが端はじっこで酒を飲んでいると、クライとウォードがやってきた。彼らの顔も赤い。おい、お前らも飲んでんのかよ。

「ごめんなぁ、ヴァルゴニス閣下ぁ」

「わっ、ちょっとなんなのあんた、べたべたしてこないでよ！」

　へろへろのウォードがリルネの肩かたに腕を回そうとする。リルネはその腕を避よけて俺の後ろに隠かくれた。がるるると牙きばを剝むいている。

　ウォードは両手を合わせて頭を下げた。

「オレも閣下たちと行きてえんだけど、さすがにレニィとクライを置いてくわけにはいかねえからさぁ……」

「僕は別にひとりでも平気だよ」

「な？　クライはいっつもこう言うけどよ、こいつオレがいねえとホントなんにもできねえからさ。せめて一人前になるまではそばにいてやんないとさ、な？」

「うっさいな……。僕がいないとなにもできないのはお前のほうだろ」

「ったく、素す直なおじゃねえんだからなあ！」

「バカ、やめろ！」

　ウォードはクライの頭をわしゃわしゃとかき混ぜる。そのふたりの仲の良さに思わず笑いがこみあげた。

　これが本来の第四区の姿なのだ。

　俺とクライと、そしてみんなで取り戻もどした平和だ。

　ウォードを払はらいのけると、クライは真しん剣けんな顔をして俺に手を差し出してきた。

「すべてジンさんのおかげだよ。ありがとう」

「オッサン呼びはもうやめたのか？」

「そうだね、これからは敬意をもって呼ぶことにしようと思ってさ。色々と失礼なことを言って、悪かった。あなたがいなければ、僕は今も時の迷宮をさまよっていた」

「いいさ、気にすんな、お互たがい様さまだろ」

　俺とクライは固く握あく手しゆを交かわす。

「ジンさんたちが困っているなら、どこであろうとも僕は駆かけつける。それが絶望から救たすけてくれたことに対する、恩返しだ」

　ウォードがその場にへたり込みながら、ふらふらと手を挙げて「オレもだ！　オレも！　閣下のもとへ！」と大声をあげる。

　俺は笑いながらクライに告げる。

「あんまり気張りすぎるなよ。彼女と仲良くな」

　その瞬しゆん間かん、クライの顔が酔よっ払ぱらいのウォードよりももっと赤くなった。

「ち、違ちがう！　ティリスとはそんなんじゃ！　僕たちはただ、幼おさな馴な染じみっていうだけで！」

「誰だれがどう見ても、とっくにバレてんのよ」

「──っ」

　リルネの茶々に、クライは言葉を詰つまらせる。

　この街を救った英えい雄ゆうはみんなにはやし立てられて、返す言葉もなく羞しゆう恥ち心しんに耐たえていたのだった。
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　翌日、俺とリルネ、それにスターシアの三人は南へと向かう準備を整えるために朝早くからテスケーラの第二区をうろついていた。

　目的は前々から検討していた馬車だ。それがあるとないとでは、一日の総移動距きよ離りが断然変わってくるからな。

　俺たちは馬車屋にやってきていた。ここは新車から中古車まで幅はば広ひろく取り揃そろえている店だ。テスケーラの街は広いから色んな店があるな。

　もちろん馬は別売りなのだが、主人に頼たのめば馬商人も紹しよう介かいしてくれるらしい。

「しかしよくそんな金あるな」

「領主の稼かせぎ舐なめないでよね……って言いたいところだけど、屋や敷しきに残っていたお金はほとんど送金しちゃったから。これが最後かな」

「ほとぼりが冷めたら、金を稼ぐ手段も考えないとなー……」

「そんなの簡単じゃない。あんたが日本から仕入れたものを市いちで売り払うだけでしょ？　それだけで孫の代まで暮らせるぐらいの大金持ちよ」

「仕入れるための金だって、必要なんだぞお！」

　俺が怒ど鳴なるも、リルネは知らんぷりだ。くそう。異世界のものを持っていって現実世界でも売るしかないのか。

「さ、じゃあ買い物上手のリルネお嬢じよう様さま、お好きな馬車を選んで下せえ」

　リルネは眉まゆ根ねを寄せながら値札を睨にらんでいた。

「馬車って高いのね……。家と同じぐらいの値段がするじゃないの」

「高級外車みたいだな……」

「街から街へ移動する商人って、みんなフェラーリとかランボルギーニとか乗りまわしているようなもんなのね……。なんかイメージ変わっちゃうわ……」

　ちなみにその間、スターシアは俺たちをニコニコと眺ながめている。昨夜は第四区でアイドルのような扱あつかいを受けて、めちゃくちゃチヤホヤされていた。ずっと恥ずかしがって恐きよう縮しゆくしっぱなしだった。かわいい。

　リルネはずらっと並んだ馬車を睨みつけながら腕を組む。

「どうせヴァルハランドまでの旅なんだから、中古の馬車でいいわよね」

「でも安いのは乗り心地が悪そうだぞ」

「……そこらへんはクッションでなんとかするわ。低反発とか、ビーズとかの」

「あ、はい。内装担当は俺なわけですね」

　まあそれはそれでいいか。リルネは所持金の半分を使って中古の馬車を一台購こう入にゆうした。一頭立ての幌ほろ馬ば車しやで、四人乗りだ。

　続いて馬を購入。飼育の仕方などはすべてスターシアが知っているようで、話はスムーズに進んだ。栗くり色いろの毛をした六歳の牝ひん馬ばを購入。

「名前はもう少し考えるわ！」

「はいはい、たっぷり考えて好きなのをつけてやれよ」

「ウマ子……、ウマ美……」

「よし、名前づけには俺も協力するぞ」

「ふふん、あたしよりかわいい名前がつけられるかしら？」

「まあうん、まあ、善処するよ、うん」

　馬に可か哀わい想そうじゃない名前をつけてやらないとな……。




　こうして、俺たちはテスケーラの街を出発した。

「馬車ってのは、けっこう揺れるもんだな」

「そりゃそうよ。道がアスファルトで舗ほ装そうされているわけじゃないんだし」

「すみません、わたしも御ぎよ者しやとして頼たよりなく……」

「う、ううん！　スターシアはよくやってくれてるわ！」

「もちろんそうだな！　いやあ快適な旅だ！　あー快適快適ー！」

　なあ？　と俺が幌の中で隣となりに座っているリルネに相あい槌づちを打つと、なぜだかリルネは俺の顔を見てビクッと震ふるえながら後ずさりをした。え、なんですか。

「ちょ、ちょっとやめてくれない？　なんか顔が近いんだけど！」

「別にいつものことじゃね……？」

「いいから、あんたは前の席でシアのそばについていなさいよ！　心配でしょ！」

　そわそわと髪かみをいじりながら怒鳴るリルネの顔が赤い。それになぜか目を合わせてくれないんだが、どうしたんだろうか。変なものでも食べたのか……？

「なあなあリルネ、俺なんかしたか？」

「なんでもないから！　いいから、シアのほうに行きなさいって！　ふたりっきりでほら！　積もる話もあるでしょ！　あたしはいいから、ホラホラ！」

　リルネはいつにも増しておかしい。落ち込んでいたかと思えばこのテンションだ。どうしたんだこいつは。などと思っていると、御者席から消え入りそうな声が聞こえてきた。

「あの、すみません……、わたしがご心配をおかけして……、できる限りがんばりますから、どうかおそばに置いてくださいませ……」

「ち、違うのシア！　そういう意味で言ったわけじゃ！　ごめんってば！　……ああもう、これも全部あんたのせいよ、バカ！　お人ひと好よし！　おせっかい焼き！　バカバカ！」

「理り不ふ尽じんじゃね……？」

　顔を真っ赤にしながらあたふたと手をばたつかせるリルネの罵ば声せいを前に俺はうめく。わかってはいたことだが、これからも騒さわがしい旅になりそうだ。まあいいか。暗くうなだれながら進むのは、俺たちに似合わないもんな。

　テスケーラの南門からさらに南へ。化け物に対たい抗こうする手段を探してヴァルハランドの塔とうを目指す俺たちは、馬車を走らせてゆく。

　街で過ごしたたった数日の、恐おそろしく濃こい思い出を胸に。

　自由都市群ラパムを覆おおう空は広く晴れ渡わたっていて、馬車の行く先を明るく照らしてくれているかのようだった。




　第三章　人外転生主人公


〈つづく〉
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「ちょっといいかしら」

　あたしは祭りの準備を終えたクライに声をかけた。彼はしばらく手持ち無ぶ沙さ汰ただったようで、あたしに付き合ってくれた。第四区の広場のそばの路地には他ほかに人ひと影かげもない。

「どうかした？」

　彼は初めて会ったときに比べて、ずいぶんと表情の険が取れたように感じる。聞けばまだ十六歳なのに大変な──と一言で表すには足りないくらいに身の千切れるような──目に遭あっていたというし、それも仕方ないのかもしれない。

　でもやっぱりジン以外の男の人……というか知らない人は少し苦手だ。あたしが緊きん張ちようしながら言葉を選んでいると、クライが頭をかいた。

「そういえば、まだきちんとお礼言っていなかったな。僕たちを助けてくれた人の娘むすめさんなんだよね。どうもありがとう」

「そ、それは別にいいのよ。父様のしたことだし、あたしにお礼を言われてもピンとこないわ。そんなことより、聞きたいことがあるんだけど……」

「もちろん、僕に答えられることなら」

　クライは背筋を伸のばしてうなずいた。

「あなた、同じ一日をやり直していたんだって言っていたわよね」

「うん、そうだよ」

「それがあなたの能力。そうよね？」

「たぶんね。と言っても、僕自身にもよくわからないんだ。ジンさんと話した感じでは、いくつかのルールがあるみたいだけど」

　それはあたしも聞いた。

　クライのループが発動したフィールドは完全に外界から閉とざされる。ジンは出ることができなくなったと言っていた。あの化け物もそうだ。そして目的を果たすまでそのループは終わらない。何度でもリセットは繰くり返される。永遠に出られない。

　絶望的な話だが、あたしはそうは思わなかった。

　自分が諦あきらめない限り、絶対に相手を倒たおすことができる。なによりも絶大な能力だ。

「その力に目覚めたきっかけとかは、なにかわかる？」

「そんなこと言われても、僕が僕の人生で死んだのはあれが初めてだったからね」

　クライは考え込んだ。

「初めての時は、第四区で祭りの準備をしていたら騎き士し団だんがやってきて……、ティリスを殺した罪を被かぶせられたんだ。それなりに抵てい抗こうはしたけれど、さすがにグロリアスに勝てるはずがなかったから、そのときに一度命を落として……」

　そこで彼は一いつ旦たん言葉を切った。

　夕暮れが差し込む路地裏。もう少しで辺りは暗くなるだろう。あたしとクライの間を乾かわいた風が吹ふき抜ぬけてゆく。

「その前に、夢を見た気がする。君と話すまで忘れていたよ。巨きよ大だいな大穴をどこまでも落ちてゆくような」

「……それって」

　あたしにも覚えがある。ジンと一いつ緒しよに見た夢だ。もしクライが同じ夢を見ていたというのなら、あの落ちていた人の数だけ主人公メサイアがいるということなのだろう。三人や四人どころじゃない。もっともっといるんだ。

　クライはさらに深く思い出してゆく。

「主人公メサイアの僕に試練が迫せまると言われた気がする。そこで僕は、新たなる能力に目覚めるだろう、って……、あれは神様の啓けい示じかなにかだったのかな」

「……」

　ぼんやりと手のひらを見下ろすクライの前で、あたしは立ちすくんでいた。

　……あたしはそんなこと、言われていない。

　クライはトリガーループという能力を使えるようになったけれど、あたしにはなにもない。それどころか、クライの作り出したループのことも、なにも覚えていないんだ。

　ジンとクライが特別なのか。それともあたしが異い端たんなのか。それを知りたくて、クライをこんなところに呼び出したのだ。

「ねえ、それ以外になにか変わったことはなかった？　どんな小さなことでもいいのだけど……、あなたの力に関係するような、なにかが」

　それからしばらく言葉を交かわしていたけれど……。新しい情報が出てくることはなかった。

「ごめんな、力になれなくて」

「ううん、ありがとう。あなたのおかげで化け物を一いつ匹ぴき倒たおすことができたんだから、感謝しているわ」

　それは本心だ。

　だけど結局、あたしの一番知りたいことはわからないままだった。

　あたしはもっともっと強くなりたい。誰だれにも負けないぐらいに。

　──化け物を、あたしひとりの力で倒せるぐらいに。




　胸の中にもやもやを抱かかえたままクライを見送り、しばらくひとりでボーっとしていた。

　化け物たちの目的はなんなんだろう。あたしはテイラーから手に入れた情報を頭の中で整理する。

　あいつらは人間を芸術の材料に使っている。そしてたびたび人里に姿を現しては、人間たちを蹂じゆう躙りんする。それを倒す力を持っているのが恐らくあたしたち主人公メサイアで、だからあいつらもあたしたちを倒そうと狙ねらっている。

　テトリニの街が滅ほろぼされて以来、あたしはずっと思っていた。

　それは、この戦いがとてつもないおおごとになるんじゃないか、という予感だ。

　街ひとつどころじゃ済まない、国はおろか、世界を巻き込むような、そんな戦いに。

　あたしはメーソンを倒して、お父さまやテトリニの街を救えればそれでよかった。けれどこの旅を続けてゆけば、遥はるか彼方かなたの屍し山ざん血けつ河がに辿たどり着いてしまうのではないだろうか。もう二度と日常には戻もどれないような、そんな遠い地へ。

　首を振ふる。

　そんなことはない。あたしはヴァルハランドの塔で石化を解く方法を聞いて、元の生活を取り戻すんだ。

　広場に戻ろうとしていると、今度はバッタリと集団に出くわしてしまった。

　物々しい格好をした彼らは、騎士団だ。先頭には、頭に白いヴェールをかぶった少女と、両りよう腕うでに包帯を巻いた白髪しらが交じりの男がいる。ティリスとグロリアス。いいのかしらと思うけれど、今回の祭りに参加したくてやってきたようだ。

　あたしはなんとなく目を逸そらす。仕方なかったとはいえ、炎ほのおをぶち込んで騒ぎを起こしてしまったことに対する後ろめたさがあった。

　寂さびれた街並みを眺ながめながら彼らが通りすぎるのを待っていると、ティリスはあたしの前で立ち止まってヴェールをあげた。えっ。

「リルネさま、先日は誠まことにありがとうございます。公式に感謝の意を表すことができず、心苦しい限りでございます」

「えっ、いや、そんなの別に」

　あたしはパタパタと手を振る。壁かべ際ぎわのあたしを囲んで、グロリアスや騎士たちがぐるりと扇おうぎ状じように広がっている。なにこのシチュエーション。まるで逮たい捕ほされる寸前みたいなんですけど……。

　スイッチが入っていないときに、こうしてひとりで知らない人に囲まれると嫌いやな汗あせが浮うかぶ。旅には出たけど、いじめられていた記き憶おくや人見知りが急に治るわけじゃないから。

　そりゃ後ろの騎士さんたちの中にはあたしを憎にくんでいる人もいるだろうし……。うう、心臓が痛い……。

　せめて隣となりにジンやスターシアがいたら、まだマシなんだけど……。

　そんな場の息苦しさなんてなんのその、ティリスは邪じや気きなくにこりと笑う。

「リルネさまのお力、お側そばで拝見することができて、とても光栄です。ジンさまの助力も、重ね重ね感謝しております」

「いや、別にそういうのいいから……」

「え？」

　あたしがぼそりとつぶやいた言葉に、ティリスは瞬まばたきを繰り返す。

　あっ、なんだか誤解されそう。

　学校でもこういうのはよくあった。あたしは言ったつもりでも、相手は受け取っていないから、お互たがいに齟そ齬ごが生まれるのだ。そういうすれ違ちがいは放置するとどんどんと膨ふくらんで、いつかパチンと弾はじけるのだ。

　ちゃんと言わないと。あたしは考えながら口を開く。

「違うの、そうじゃなくて……、そのティリス、前はもうちょっと砕くだけた言こと葉ば遣づかいだったじゃない？　なんだかすごく他た人にん行ぎよう儀ぎなお礼っぽいから、そんなにあたしに気を遣う必要はないわ、って言いたくて……」

　上うわ目め遣づかいにティリスの様子を窺うかがう。すると彼女はなにやらグロリアスに耳打ちをしていた。まさか陰かげ口ぐち!?

　この子ちょっとなに言っているかわからないんですけど、もしかしてコミュ障ですか？　とか言っているの!?　どうしよう、今すぐ逃にげ出したい。

　すると、グロリアスが騎士たちを離はなれさせてゆく。あんたたちが逃げるの!?

「ふふっ、ごめんね、リルネさんの気持ちも考えないで。そうだよね、びっくりするよね」

「え？　あ、いや」

　ティリスは照れ笑いをしながら頰ほおをかく。そっか、人ひと払ばらいをしてくれたのか。

「なんか、逆に気を遣わせちゃって、ごめん」

「ううん、私もこっちのほうが楽だから」

　グロリアスは戻ってきた。彼はあくまでも気配を殺しながらティリスの横に立つ。

「ていうか、改めてごめんね、ティリス」

「え、なにが？」

「いや、あたしさ、けっこうイライラしていたから、あんたにも色々当たっちゃったじゃない。のろけとか、他ほかにも突つっかかったりとか……」

「ううん、むしろそれはありがとうだよ。あんなこと言ったのに、リルネさんは私を化け物から守ってくれたじゃない」

「そ、そりゃそうよ。別にあんたに限ったことじゃないわ。あの化け物に誰かが殺されたら寝ね覚ざめが悪いんだから」

　ふふっとティリスがまた笑った。

「優やさしいね、リルネさん」

「そ、そんなんじゃないってば。あたしはあいつらが憎いだけ。イルバナ領のみんなのために戦っているだけだから」

　腕うで組ぐみをしてそっぽを向くと、ティリスは落らく胆たんしたような声で「そっか」とつぶやいた。ちょっとだけ胸が痛くなる。

「それでも、助けてくれてありがとうございます。お飾かざりの聖女だけど、あなたたちが困ったときにはなんでも手を貸すから。ね、グロリアス」

「それが主命とあらば」

　グロリアスは静かにうなずいた。

　ティリスが首を傾かしげながら話を変える。

「でも結局、あの化け物はいったいなんだったのかな」

「……よくわからないわ。気持ち悪いし、あたしの魔ま法ほうが一いつ切さい効かない相手なんて。でも、それを調べるために、あたしたちはヴァルハランドの塔とうに向かっているのよ」

「そうなんだ。うん、私のほうでもなにかわかったら、お手紙を出すね」

　聖堂塔には、歴代の聖女が残した蔵書があるらしい。その文ぶん献けんをティリスは調べてくれているんだとか。ちょっとは期待できそうな感じである。

　テスケーラにとっても、国のトップが襲おそわれたことに間ま違ちがいはないものね。

「それじゃあ私、そろそろ行くね」

「ええ、広場でまた会いましょう」

　騎士たちが集まってくる。ティリスは再びヴェールをかぶると歩き出す。

「あ、そうだ」

　去り際、ティリスは足を止めた。

「あの、そういえばリルネさんのメイドの……」

「スターシアがどうかした？」

　問うと、ティリスは少し考え込むようにして視線を巡らし、すぐに首を振った。

「ううん、なんでもない。きっと私の勘かん違ちがいだと思うから。それじゃあまたね！」

「ええ、またね」

　あたしは口角をあげて手を振る。

　彼らが去っていく後ろ姿を眺めて、大きくぷはあと息をはいた。

　やっぱり、同世代の女の子と話すのは緊きん張ちようするわね……！　クライとのことでもイジってやればよかったのかしら……、正解がよくわからないわ……。
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　そのあと、キャンプファイヤーを見ながらジンとお酒を酌くみ交わして。

　あたしたちは第四区の宿を借りて雑魚ざこ寝ねをしていた。

　けれどあたしはあんまり眠ねむれなくて、早くに目が覚めてしまったから窓辺で朝焼けが街を照らすのを眺めていた。

　ジンはたびたびうなされたり、苦しそうな声を漏もらしていたから、あたしはそれが心配だった。

　同じ一日を繰くり返して、何度も何度も死んで、それでも希望を胸に進んで。

　そうして化け物を倒たおしたジンは、本当にすごい人だ。

　あたしが同じ立場だったら、できなかったかもしれない。

　だから、ジンが選ばれたんだろうか。クライのループの仲間に。

　あたしはショールをはおって、ジンの枕まくら元もとにひざまずく。

　うなされている彼の頰を撫なでた。少しだけ伸のびたヒゲが指に引っかかる。だけど、それすらもなんだか愛いとおしかった。彼が生きている証あかしだ。

　好きだとか、愛しているだとか、そんなことを意識したわけじゃない。今はただ、彼がここでこうして生きていることが、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「……ジン」

　普ふ段だんはボーっとしていて、どこかおっさん臭くさいところがあって、たまにカッコつけて、それでもやるときはやる男。

　こんなに無防備な顔を見るのは、久しぶりだ。寝ね顔がおになにか悪戯いたずらをしてやりたい気持ちが浮かび上がる。でも彼も疲つかれているだろうから、……どうしようかな。

　たぶんそれは気の迷いだったんだと思う。あたしはゆっくりと彼の唇くちびるに引き寄せられるようにして、唇を近づけた。

　もしかしたら、彼との絆きずなを改めて確かめたいと思ったのかもしれない。

　ティリスとクライの関係を見て、ああ、いいな、って柄がらでもないことを思ったのかも。

　……まあ、好きでもない男に、こんなことしないけどさ。

　一いつ瞬しゆんの、唇と唇との接せつ触しよく。その初めての感覚に、なんだか胸の奥のほうが熱くなる。あたしは慌あわてて頭を離した。誰だれも見ていないのに、取り繕つくろうようにして髪かみを整える。

　どうしてこんなことをしちゃったんだろう。わからない。でもそれが現代日本と異世界で生きたあたしの、初めてのキスだった。

　あたしは口をへの字に結んで、ジンを見下ろす。彼は先ほどよりほんの少し穏おだやかな顔をしているような気がした。それがなんだか妙みように嬉しくて、あたしは頰を緩ゆるめた。

　大だい丈じよう夫ぶ、ジンと一いつ緒しよならきっとヴァルハランドの塔に辿たどり着ける。行程はもうあと半分。誰にも邪じや魔まなんてさせやしない。

「よし」

　小さく拳こぶしを握にぎる。もう一眠りしよう。きょうからまた、旅が始まるんだ。

　そう思って顔を上げると、ソファーで眠っていたスターシアが横になったまま口元を押さえてばっちりとこっちを見つめていた。

　息が止まった。

「ちょ、あの、え？」

　スターシアの顔が赤い。

　彼女は無言でこくこくと何度もうなずくと、慌ててこちらに背を向けた。

「──って、違うから！　そういうんじゃないから！」

　あたしは悲鳴をあげてスターシアに摑つかみかかってゆく。

　窓の外ではそんなことはお構いなしに、輝かがやく朝日が明るく世界を照らしていた。あたしの一瞬の気の迷いはきょうテスケーラを出発したその後も、ずいぶんと尾おを引くことになってしまうのだが……。

　それはまだ先の物語である。































　祭りの日のことだった。

　ただ待っているだけというのも落ち着かないので、スターシアは第四区の祭りの準備を手伝うことにした。ウォードが本部と呼んでいた建物の横には平屋の台所があり、そこには立派なレンガ作りの竈かまどが据すえられていた。

　なにしろ人数が多いもので、祭り用の料理だけでは足りない。なので皆みんなが持ち寄った根菜を煮にたシチューを作って配ろうという話になった。スターシアはそれらをひたすらに切り続ける係に就く。

　上級貴族リルネに仕えるメイドであるスターシアは、戸と惑まどいとともに第四区の人々に受け入れられた。しかし手伝いをこなしていると、ぽつぽつと話しかけてくれる人も増えてくる。貴族が身にまとう高圧的な雰ふん囲い気きを、スターシアがなにひとつもっていなかったためだろう。飾かざらない人ひと柄がらで有能に働くスターシアは、すぐにスラム街の奥おく様さま方に気に入られてしまった。

　スターシア自身も村にいたときから、こういった手伝いは慣れていた。雑多な場所で大勢の面めん倒どうを見るのは、昔に戻もどったようでなんだか懐なつかしく、楽しかった。

　日も暮れ始めた頃ころだ。偶ぐう然ぜんにも辺りから人がいなくなったタイミングに、視線を感じた。顔をあげる。すると部屋の入口に思わぬ人物が立っていた。

　その巨きよ軀くを見み間ま違ちがえるはずがない。彼は聖女の騎き士し、グロリアスだった。直接話したことはもちろんなく、彼が自分に用があるとも考えにくかった。

「え、えと……あの、どうかしましたか？」

「いや、気にする必要はない。ただ見ているだけだ」

　手を止めるスターシアに、グロリアスは落ち着いて首を振ふった。そう言われても近くで構えられていると、否が応でも意識せざるを得ない。不手際があったのかと緊きん張ちようして、そうするうちに包丁で指を切ってしまった。あっ、と声が漏もれる。

「……む」

　グロリアスは細い目を開いて、スターシアの元へと近づいてきた。スターシアは指を隠かくすように胸元に引き寄せる。

「見せてみろ」

「え、いや、あの……これぐらい、どうってことはありません。大だい丈じよう夫ぶです。わたしそそっかしくて、よくやっちゃうんです。だから、その」

　ごまかしきれなかった。グロリアスの視線に押されるようにして、スターシアは手を差し出した。すると彼は、口の中で小さく呪じゆ文もんを唱える。スターシアの指先にほんのりと光が灯った。痛みが和やわらいでゆく。

　治ち癒ゆ魔ま術じゆつだ。リルネが筋肉痛を癒いやすために使っていたのを見たことがある。スターシアは目を丸くした。

「あ、ありがとうございます……。でもわたし、治ち療りよう代なんて」

「その必要はない」

　グロリアスは咳せき払ばらいをした。スターシアが手を止めて彼を見つめていると、グロリアスはまるで観念したように重々しく口を開いた。

「スターシア、といったな。母親の名前はなんと言う？」

　詰きつ問もんするような声だが、彼は精せい一いつ杯ぱい優やさしくあろうと努めているように感じた。

　スターシアは指先を撫なでながら、グロリアスを仰あおぎ見る。

「あの、わたしの母は、マーガレットと言います」

「……知らぬ名だ」

　グロリアスは心なしか声の調子を落とす。スターシアはその様子を見て、慌あわてて付言した。

「でもわたし、母とは血が繫つながっていないんです。母はどこかでわたしを拾ったと言っておりました。農村でわたしを育ててくれて……あの、それがなにか……？」

　スターシアが窺うかがおうとも、グロリアスの表情は読めなかった。

「……かつて自由都市群は、ひとつの巨きよ大だいな国だった。国を治める女王は多くの子を産み、それが争いの種となった。女王の血脈は分かたれ、彼女がもつ特別な能力──聖眼も世界中へと散らばった。目に力が宿る女というのは、すべての源流を同じくしておる。テスケーラの聖女も、元は女王の血筋だったのだ」

　グロリアスが言わんとしていることに気づき、スターシアは腰こしを引く。

「それって……？」

　自分は平へい凡ぼんな農村の生まれであり、たまたまこんな眼をもって生まれてきただけの女だと身の程ほどをわきまえていた。だというのに、グロリアスの言葉はまさに青天の霹へき靂れきだ。突とつ然ぜん壇だん上じように引っ張り上げられたような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

　目を逸そらしながら告げる。

「わたしはご主人さまに仕える、ただひとりのメイドです。おそばにいられることが一番の幸せです」

「その目で外は生きづらかろう」

　グロリアスの言葉に、スターシアは息を止めた。眼帯の奥の目がうずく。

「そなたは間ま違ちがいなく、かつての女王の血を継ついでいる。もしそなたが願うなら、このテスケーラで暮らすがいい。望みを叶かなえる用意がこちらにはある」

　彼の申し出はスターシアひとりで判断できるようなことではない。それでも、もしふたりに相談したら彼らは自分を手放すのではないかという恐おそろしさがあった。スターシアは憂うれう瞳ひとみで首を振る。

「……それは、できません」

「そうか」

　グロリアスの返事は端たん的てきであった。

「邪じや魔まをした」

　去りゆく大きな背を、思わず呼び止めていた。

「待ってください、あの……、もし、母のことをご存じでしたら」

　グロリアスは立ち止まる。

　自分の本当の母親はマーガレットだ。それは紛まぎれもない。だとしても、スターシアは問いただす衝しよう動どうを抑おさえられなかった。眼帯を外し、真っ白な瞳でグロリアスを映す。男は詩をそらんじるように、その名を告げた。

「メルトリカ」

　初めて聞く名であった。

「そなたの母かどうかはわからぬ。だが、その目には見覚えがある。未来視の聖眼をもつ聖女であり、私が初めて仕えた主だ」

　スターシアは息を吞のむ。

「その人は、今どちらに……」

　グロリアスはわずかに黙だまり込んだ。間を取るのではなく、それはもしかしたら言いよどんでいたのかもしれない。

「聖堂に祭られている」

「……そう、ですか」

　言葉の意味は明白だ。スターシアはうつむいた。

　なにを思えばいいのか、どうすればいいのかわからなかった。涙なみだを流そうにも、見知らぬ女性をどう悼いためばよいかわからず、ただ唇くちびるを嚙かみ締しめながら胸を押さえた。指先の痛みはもう、気にならなかった。ただずっと、息苦しい。深い霧きりの中にいるようだ。

「おかしなことを言って悪かった。そなたは、いい主を見つけたようだな」

「……え？」

　グロリアスは平屋から外を眺ながめていた。

　まぶしいものを見るように眼を細めたグロリアスの肩かた越ごし。こちらに向かって手を振るジンの姿があった。清せい涼りような風が吹ふき抜ぬけたような気がした。心は晴れてゆく。

「……はい」

　彼らは魔ま女じよと言われ疎うとまれていたスターシアを拾ってくれた。その恩に報いるため、自分は生きている。今さらスターシアが道を違たがえることはない。自分は、彼らとともに在りたいのだ。

　彼らの道を照らす一筋の光となれれば、他のなにも必要ではない。

「そなたの旅に、武運を」

「はい！」

　今度こそ笑え顔がおで、スターシアはグロリアスに大きくうなずいた。







　いずれ集まる奇き跡せきの担にない手。願いの具現者であり、対たい抗こう者。星を護まもるために召しよう喚かんされた数多くの崇すう敬けいたる魂たましい。主人公メサイア──。

　彼らとそれを見守るひとりの女性の旅は、まだ続いてゆく。
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　ごきげんよう、みかみてれんです。

　本日は滅ほろびゆく世界改め『ほろびゆ』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。略りやく称しようはひらがなになりました。どことなく舌ったらずな女の子感がありますね。

　今回のほろびゆは主人公のジンがだいぶ酷ひどい目に遭あいますので、舌ったらずな女の子にはショッキングな内容になっているかと思います。「ゲキヤバ……」と一足飛びに大人の階段を上ってしまうかもしれません。お楽しみいただけたら幸いです。




　とまあ、ここからはいつもの近きん況きよう報告です。雑談です。

　前回スマホが水すい没ぼつして大好きなソシャゲのデータが全損してウオオオオオアアアアアとなったわたしですが、捨てる神あれば拾う神ありですね。

　一部のデータは引き継つぎコードをメールアドレスなどに紐ひもづけをしていたため、事なきを得ました。引き継ぎ最高……！　人類最高の利器……！

　ですが、それで戻もどってきたのはあくまでも一部に過ぎません。いまだ多くの愛いとしきカードは電脳世界の海に閉じ込められたままです。救わなければ……なんとしてでも……わたしが彼女たちを、この手で……！（※あふれる主人公力をもう誰だれにも止められない！）

　というわけで、運営さんにお問い合わせのメールをすることにしました。

　同じようなケースでデータを損失した人が「対応してもらえて助かったよー」と教えてくれたんです。困ったときは先人に倣ならう！　人を頼たよる！　これが次世代の主人公だ！

　お問い合わせの項こう目もくから『引き継ぎコードを忘れた場合』の手順に従って、ぽちぽちと入力していきます。ですが既き存ぞんのメアドや生年月日などの他に、所持していたＳＲカード、それらのレベルなどを入れる項目があります。できるだけ詳しよう細さいに書かなければならないようです。えっ、でも消えたのだいぶ前だったから……、もうあんまり覚えていない……ど、どうしよう……。おろおろ。視界から色が消え失うせる……。

　……いや、そんなはずはない。わたしは立ち上がります。（※突つっ伏ぷしていた）そうだろ、みかみてれん。お前は覚えているはずだ。そうだ、あの子たちと過ごした日々を！　わたしは覚えている！　世界に色が戻ります。

　そうさ、忘れようとしても忘れられない、鮮せん烈れつな思い出とともに刻まれたわたしの戦友たち。指が躍おどり、次々と名前が項目に打ち込まれてゆきます。わたしが所持していたＳＲカードは、この子たちだ

　全項目を入力し、待つこと一週間。運営さんからメールが返ってきました。

『残念ながら条件に合がつ致ちするアカウントはありませんでした』

　覚えていなかったわ。電脳世界の海は滅びた。みんなも引き継ぎコードは紙に書こう。




　そんな感じで謝辞です。今回も超ちよう絶ぜつウルトラ可愛かわいいイラストを描かいてくださった森もり倉くら円えんさん。誠にありがとうございます。スマホの待ち受けにしています。

　暁あかつきなつめ先生には公式ページのコメントを。三さん田だ誠まこと先生には二巻の帯コメントをいただきました。本当にありがとうございます。

　また、この本を作るためにお付き合いしてくださった多くの方々、ありがとうございます。さらにいつも力を貸してくださる作家陣じん、そしてなによりも一番は読者の方々に、改めて感謝を。ウルトラ大きな感謝を。

　それではまたお会いできることを心から願って、みかみてれんでした！

























カバー・口絵・本文イラスト／森倉 円

カバー・口絵・本文デザイン／川谷デザイン
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